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一

元
隣
『
誹
諧
小
式
』
―
解
題
と
翻
刻

野
村 

亞
住

ａ

ａ
湘
北
短
期
大
学

　
　
　

は
じ
め
に

　

本
書
は
、山
岡
元
隣
（
寛
永
八
年
〈
一
六
三
一
〉
～
寛
文
十
二
年
〈
一
六
七
二
〉）

が
、
寛
文
二
年
に
著
し
た
俳
諧
作
法
書
で
あ
る
。
目
録
に
よ
る
と
、「
第
一 

賦

物
之
事
」
以
下
「
第
卅
一 

六
義
之
事
」
ま
で
の
三
十
一
項
目
と
、「
追
加 

書

物
題
号
之
事
」
の
全
三
十
二
項
目
か
ら
な
り
、『
新
増
犬
筑
波
集
』『
俳
諧
御
傘
』

『
毛
吹
草
』
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
を
引
用
し
、
例
句
を
挙
げ
て
詳
細
な
解
説

が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

元
隣
の
俳
諧
活
動
に
つ
い
て
は
、
雲
英
末
雄
氏
や
榎
坂
浩
尚
氏
ら
に
よ
っ
て

年
譜
が
作
成
さ
れ
て
い
る 

   *1
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
彼
の
俳
諧
活
動
を
概
観
し
て

お
こ
う
。
元
隣
の
俳
諧
へ
の
関
わ
り
は
、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
、
元
隣
二
五
歳
）

頃
か
ら
始
ま
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
北
村
季
吟
に
つ
い
て
俳
諧
・
古
典
注
釈

を
学
び
、季
吟
の
宗
匠
独
立
記
念『
祇
園
奉
納
誹
諧
連
歌
合
』を
後
援
す
る
な
ど
、

同
門
下
の
可
全
と
と
も
に
季
吟
を
経
済
的
に
援
助
す
る
最
も
信
頼
厚
い
門
弟
で

あ
っ
た
。
明
暦
三
年
か
ら
没
す
る
ま
で
の
十
四
年
間
、
毎
年
、
季
吟
歳
旦
三
物

に
名
を
連
ね
て
お
り
、
寛
文
六
年
（
元
隣
三
六
歳
の
時
）
に
宗
匠
立
机
を
許
さ

れ
た
。
そ
の
間
、
本
書
の
他
に
、
俳
諧
千
句
『
身
の
楽
千
句
』（
寛
文
二
年
刊
）、

俳
諧
の
歌
仙
形
式
の
連
句
集
出
版
と
し
て
は
嚆
矢
と
な
る
『
歌
仙
ぞ
ろ
へ
』（
寛

文
六
年
頃
）、
俳
文
集
『
宝
蔵
』（
寛
文
十
一
年
刊
）
を
出
版
す
る
な
ど
し
、
寛
文

十
二
年
四
二
歳
で
没
し
た
。
没
後
刊
行
の
俳
諧
集
に『
諸
国
独
吟
集
』（
季
吟
序
、

寛
文
十
三
年
刊
）
な
ど
が
あ
る
。

　
『
誹
諧
小
式
』
は
、
元
隣
が
宗
匠
と
し
て
立
机
す
る
四
年
前
、
三
二
歳
の
時

の
成
立
で
あ
り
、
元
隣
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
早
い
時
期
に
著
さ
れ
た
俳
書
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
そ
の
成
立
・
内
容
等
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
考
察

を
加
え
た
い
。

　
　
　

一
、
諸
本

　

底
本
と
す
る
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
の
書
誌
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

題
名
…	

外
題
「
誹
諧
小
式
」（
序
題
）、内
題
「
小
式
」（
凡
例
題
）、柱
題
「
誹
」。

書
型
…	

横
本
（
一
三
・
九
糎
×
一
九
・
七
糎
）、
袋
綴
一
冊
。

表
紙
…	

藍
色
卍
繋
ぎ
唐
花
唐
草
摺
出
し
模
様
表
紙

題
簽
…	

左
肩
（
一
二
・
一
糎
×
二
・
三
糎
）、
単
郭
（
一
一
・
九
糎
×
二
・
一
糎
）、

題
簽
後
補
（
墨
書
「
誹
諧
小
式 

全
」
後
表
紙
見
返
し
の
書
き
入
れ
と
別
筆
）。

匡
郭
…	

一
二
・
一
糎
×
一
九
・
〇
糎

字
高
…	

一
一
・
三
糎
（
た
だ
し
、
六
丁
表
、
本
文
二
行
目
を
計
測
）。

柱
刻
…	「
仕
や
う 

序
一
」
～
「
仕
や
う 

序
四
」（
漢
文
序
～
「
凡
例
」
裏
ノ
ド
）、

「
誹
一
」
～
「
誹
卅
二
」・「
卅
三
」
～
「
四
十
」・「
誹
四
十
一
」
～
「
誹

四
十
三
」・（
四
十
四
）
～
「
五
十
五
」・「
五
十
六
終
」 

   *2
（
自
序
～
自
跋
、

各
丁
裏
ノ
ド
）

丁
数
…	

全
六
〇
丁
。（
漢
文
序
一
丁
半
、目
録
一
丁
半
、凡
例
一
丁
、自
序
一
丁
、

本
文
五
三
丁
、
自
跋
二
丁
）

行
数
…	
本
文
は
毎
半
葉
一
四
行
。
漢
文
序
、
一
二
行
。

序
跋
…	「
旹
／
寛
文
二
年
歳
次
壬
寅
春
三
月
下
澣
／
求
心
子
序
」（
二
オ
）、
元

隣
自
序
（
五
）、「
寛
文
二
年
初
春
日
述
也
／
洛
下
六
角
通
／
山
岡
元
隣 

又
号

玄
水

」
自
跋
（
巻
末
）。
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二

刊
記
…	

な
し
。

旧
蔵
者
…
小
寺
玉
晁
旧
蔵
。
印
記
、玉
晁（
朱
文
）。
小
寺
姓
玉
晁
文
庫（
墨
印
）。

　

今
回
底
本
と
し
た
早
大
本
の
他
に
、『
誹
諧
小
式
』
は
、
天
理
大
学
綿
屋
文

庫
（
題
名
に
『
誹
諧
小
式
』
と
す
る
も
の
・『
は
い
か
い
仕
や
う
』
と
す
る
も
の
の
二

冊
）、
聖
心
女
子
大
学
図
書
館
、
東
京
大
学
竹
冷
文
庫
（
題
名
『
は
い
か
い
仕
や

う
』）・
同
洒
竹
文
庫
、国
文
学
研
究
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
題
名
を
『
は

い
か
い
仕
や
う
』
と
す
る
天
理
綿
屋
本
・
竹
冷
文
庫
本
を
含
め
、
全
て
の
伝
本

が
刊
記
を
欠
き
、
題
簽
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
本
文
・
項
目
に
お
い
て
異
同

が
な
く
、
傷
の
箇
所
や
文
字
の
欠
け
の
具
合
か
ら
同
板
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
天
理
綿
屋
文
庫
本
が
、
唯
一
原
装
で
原
題
簽
を
残
す
も
の
で
あ
る
。
単

郭
の
刷
題
簽
で
、
外
題
に
「
は
い
か
い
仕
や
う
」
と
あ
る
が
、
題
簽
上
下
部
分

の
破
損
が
著
し
い
。
東
大
竹
冷
本
は
表
紙
が
改
装
で
あ
る
も
の
の
、
題
簽
部
分

の
み
原
題
簽
が
残
さ
れ
て
お
り
、そ
れ
に
は
「
は
い
か
い
仕
や
う 

後
」
と
あ
る
。

こ
の
原
題
簽
は
天
理
綿
屋
本
と
同
一
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
天
理
綿
屋
本
の
題

簽
も
お
そ
ら
く
こ
の
形
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
改
装
で
あ
る

も
の
の
、
竹
冷
本
が
伝
本
の
中
で
も
っ
と
も
美
本
で
、
早
大
本
・
天
理
綿
屋
本

と
字
高
他
、
寸
法
が
ほ
ぼ
同
寸
で
あ
っ
て
、
刷
り
の
良
さ
か
ら
、
か
な
り
早
い

時
期
の
刷
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
国
文
学
資
料
館
本
、
洒
竹
文
庫
本
は
、

こ
の
三
者
に
比
べ
て
刷
り
が
良
く
な
い
。
資
料
館
本
は
、
原
装
で
は
あ
る
が
題

簽
を
欠
く
も
の
で
、
洒
竹
本
は
改
装
で
題
簽
を
欠
き
、
前
表
紙
左
肩
に
「
誹
諧

小
式
序
」
と
墨
書
が
あ
る
。
早
大
本
を
含
め
、
こ
れ
ら
の
諸
本
が
、
藍
色
地
の

卍
繋
ぎ
唐
花
唐
草
摺
出
模
様
表
紙
で
、
題
簽
は
竹
冷
文
庫
本
同
様
、「
は
い
か

い
仕
や
う 

後
」
と
題
さ
れ
て
出
版
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
聖
心
女
子
大
学
武
島
文
庫
本
（
紫
香
文
庫
旧
蔵
）

で
あ
る
。
聖
心
女
子
大
本
は
、
一
見
原
装
と
見
え
る
が
早
大
・
東
大
・
天
理
・

資
料
館
本
所
蔵
の
全
て
の
伝
本
に
対
し
て
、
表
紙
の
色
と
外
題
が
異
な
る
。
丹

色
地
の
卍
繋
ぎ
唐
花
唐
草
模
様
摺
出
表
紙
で
「
身
の
楽
千
句 

前
」
と
い
う
原

題
簽
を
持
ち
、
そ
の
題
簽
に
は
「
寛
文
二
年
梓
行
」
と
朱
書
が
あ
る
。
だ
が
、

早
大
本
と
寸
法
も
変
わ
ら
ず
、
漢
文
序
以
下
、
目
録
・
自
序
跋
・
本
文
、
柱
刻

な
ど
細
部
に
わ
た
る
ま
で
異
同
は
な
く
、
そ
の
他
の
版
本
同
様
、
早
大
本
は
じ

め
他
の
伝
本
と
同
板
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

写
本
と
し
て
、
天
理
大
学
綿
屋
文
庫
二
冊
（
石
田
文
庫
旧
蔵
本
・
紫
影
文
庫

旧
蔵
本
）、
早
稲
田
大
学
中
村
俊
定
文
庫
、
学
習
院
女
子
大
学
所
蔵
本
な
ど
が

あ
る
わ
け
だ
が
、
天
理
本
写
本
の
内
一
冊
（
石
田
文
庫
旧
蔵
）
は
表
紙
以
下
を

天
理
綿
屋
文
庫
本
（
版
本
）
に
よ
っ
て
透
写
し
た
も
の
（
新
た
に
表
紙
を
付
し

て
「
誹
諧
小
式
」
と
題
簽
が
付
け
ら
れ
て
い
る
）。
ま
た
、早
大
中
村
俊
定
本
は
、「
元

題
簽
ハ
「
は
い
か
い
仕
や
う
」
な
り
、
身
楽
千
句
と
合
し
て
二
部
を
な
す
も
の

な
ら
ん
」
と
筆
写
者
識
語
が
あ
り
、
奥
書
に
「
松
宇
文
庫
本
ニ
ヨ
ル
」
と
注
記

さ
れ
て
い
る 

   *3
。
こ
れ
ら
、
本
書
の
写
本
は
、
全
て
早
大
本
と
同
板
の
写
し
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
存
す
る
全
て
の
版
本
・
写
本
に
関
し

て
、
本
書
は
異
版
や
改
版
が
見
ら
れ
ず
、
同
一
板
木
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
書
の
成
立
年
は
、
漢
文
序
に
よ
っ
て
寛
文
二
年
三
月
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
わ
け
だ
が
、
現
存
す
る
諸
本
全
て
に
お
い
て
、
最
終
丁
は
「
終
」

と
の
み
表
記
さ
れ
刊
記
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
明
確
な
刊
行
時
期
を
特
定
で
き

な
い
。
と
同
時
に
、
刊
記
を
有
し
た
初
刷
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
想

像
が
で
き
る
わ
け
だ
。
こ
う
し
た
出
版
時
期
に
関
し
て
は
、俊
定
文
庫
写
本
に
、

中
村
氏
の
鉛
筆
書
き
で
「
延
宝
四
・
五
年
頃
の
板
カ
」
と
年
記
に
関
す
る
推
察

が
見
ら
れ
る
も
の
と
、
聖
心
女
子
大
本
の
「
寛
文
二
年
梓
行
」
と
朱
書
さ
れ
る

ば
か
り
で
あ
る
。
だ
が
、
聖
心
女
子
大
本
の
表
紙
は
、
色
・
模
様
と
も
に
現
存

す
る
『
身
の
楽
千
句
』
伝
本
と
同
一
の
も
の
で
、
あ
る
い
は
『
身
の
楽
千
句
』

を
「
後
」
編
、『
誹
諧
小
式
』
を
「
前
」
編
と
し
て
「
身
の
楽
千
句
」
と
題
さ

れ
て
出
版
さ
れ
た
可
能
性
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
と
す
る
と
、

本
書
に
は
「
は
い
か
い
仕
や
う 

後
」（
＝
小
式
）、「
身
の
楽
千
句 

前
」（
＝
小
式
）



元隣『誹諧小式』

三

と
い
う
二
形
態
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、そ
う
し
た
刊
行
時
期
や
、

伝
本
の
形
態
、
聖
心
女
子
大
本
の
位
置
づ
け
も
含
め
、
本
書
は
『
身
の
楽
千
句
』

と
の
関
係
を
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、寛
文
十
年
の「
増

補
書
籍
目
録
」、
同
十
一
年
山
田
市
郎
兵
衛
刊
の
「
増
補
書
籍
目
録
」
に
、
元

隣
著
「
仕
様
」
と
し
て
出
版
が
確
認
で
き
る
の
で
、
少
な
く
と
も
寛
文
十
年
以

前
の
刊
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
な
お
、
こ
う
し
た
書
籍
目
録
類
の
記
述
や

原
題
簽
、
漢
文
序
ノ
ド
丁
の
題
に
従
い
、
本
書
は
刊
行
当
時
、
正
式
書
名
「
は

い
か
い
仕
や
う
」
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿

で
は
『
俳
文
学
大
辞
典
』
な
ど
通
行
の
呼
称
に
従
っ
て
本
書
書
名
を
「
誹
諧
小

式
」
と
し
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　

二
、『
身
の
楽
千
句
』
と
の
関
わ
り

　

本
書
の
執
筆
意
図
に
つ
い
て
は
、
跋
文
に
「
や
つ
が
れ
千
の
句
を
連
ね
し

も
、
今
見
る
と
こ
ろ
〴
〵
心
よ
ろ
し
か
ら
ざ
る
事
の
み
有
。
か
つ
は
自
ら
の
不

忘
の
備
へ
に
書
き
な
ら
べ
侍
し
（
中
略
）
我
が
誤
の
悔
し
き
に
こ
る
ゝ
事
の
う

き
を
知
ら
ば
、
い
か
ん
ぞ
。
人
々
に
知
ら
し
て
、
後
の
車
の
戒
め
と
せ
ざ
ら
ん
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る 

   *4
。
こ
こ
で
い
う
「
や
つ
が
れ
千
の
句
」
と
い
う
の
は
自

身
が
同
年
に
成
し
た
『
身
の
楽
千
句
』
の
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
本
書
第

二
十
三
項
「
つ
ゝ
ど
ま
り
の
事
」
に
は
、「
や
つ
が
れ
も
千
句
の
う
ち
に
」
と

し
て
「（
執
ね
き
中
は
や
あ
ら
冷
じ
）
両
夫
は
見
じ
と
尼ア

マ

に
成
つ
ゝ
」
と
引
用

が
な
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
『
身
の
楽
千
句
』
第
十
百
韻
初
裏
十
一
句
目
に
相
当

す
る
。
ま
た
、
第
十
二
項
「
大
ま
は
し
の
発
句
之
事
」
で
引
用
さ
れ
た
元
隣
の

句
「
花
咲
か
ぬ
身
は
泣
く
ば
か
り
犬
桜
」
は
、『
身
の
楽
千
句
』
第
三
百
韻
の

発
句
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、本
書
に
お
い
て
要
語
の
解
説
に
『
身
の
楽
千
句
』

を
用
い
て
い
る
こ
と
は
、
元
隣
の
跋
文
に
見
え
る
「
千
句
」
が
こ
の
『
身
の
楽

千
句
』
を
指
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
見
て
間
違
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
本

 

書
は
跋
文
に
あ
る
通
り
、
こ
の
『
身
の
楽
千
句
』
に
お
け
る
欠
点
を
悔
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
俳
諧
の
全
知
識
を
整
理
し
俳
諧
初
心
者
に
向
け
て
記
し
た
も
の
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
本
書
と
『
身
の
楽
千
句
』
と
の
関
わ
り
は
、
両
書
の

序
跋
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

は
あ
る
が
、
出
版
年
次
や
順
序
な
ど
に
つ
い
て
の
言
及
が
い
ま
だ
不
明
瞭
で
あ

る
。
今
一
度
、両
書
の
記
述
を
も
と
に
そ
の
相
互
関
係
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　
『
身
の
楽
千
句
』
は
、
本
書
と
同
年
、
寛
文
二
年
一
月
の
自
序
と
同
年
四
月

の
山
中
正
淑
に
よ
る
漢
文
序
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。本
書
の
序
跋
の
年
記
が「
寛

文
二
年
初
春
」・
及
び
「
寛
文
二
年
春
三
月
」
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、『
身

の
楽
千
句
』
の
成
立
の
後
に
本
書
が
著
さ
れ
、
同
年
一
月
に
自
跋
、
三
月
に
求

心
子
に
よ
っ
て
漢
文
序
が
付
さ
れ
た
。
そ
の
後
、『
身
の
楽
千
句
』
の
漢
文
序

が
四
月
に
付
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
先
に
成
立
し
た
は
ず
の
『
身
の

楽
千
句
』
に
対
し
て
、
本
書
の
完
成
後
に
序
文
が
付
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
『
身
の
楽
千
句
』
正
淑
の
序
に
は
、

「
作サ

ク 

―二 

為イ
シ
テ

小 

― 

式シ
キ 

一
― 

篇ヘ
ン
ヲ一

而
、
以
附フ

ス
二
于
後シ

リ
ヘ
ニ一 

。」
と
あ
っ
て
、
本
書
『
誹

諧
小
式
』
を
後
編
と
し
、
合
わ
せ
て
二
冊
で
一
書
と
し
て
出
版
さ
れ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る 

   *5
。『
身
の
楽
千
句
』
の
伝
本
は
、
原
題
簽
が
残
る
天
理
大
学

綿
屋
文
庫
（「
身
の
楽
千
句
」）、
東
京
大
学
洒
竹
文
庫
（「
身
の
楽
千
句 

後
」）、

後
補
題
簽
の
同
竹
冷
文
庫
（「
身
楽
十
百
韻
」）、
柿
衞
文
庫
（「
身
楽
十
百
韻
」）

と
な
っ
て
い
て
、
先
に
も
ふ
れ
た
が
、
聖
心
女
子
大
本
『
誹
諧
小
式
』
の
表
紙

と
同
じ
く
、
丹
色
の
卍
繋
ぎ
唐
花
唐
草
の
摺
出
表
紙
を
持
つ
。
そ
の
形
態
は
、

本
書
と
ほ
ぼ
同
寸
で
題
簽
の
書
体
や
そ
の
形
式
が
同
一
で
あ
る
こ
と
、
漢
文
序

の
柱
題
が
「
身
序
一
」
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
本
文
を
除
い
た

箇
所
の
匡
郭
が
単
郭
で
、
寸
法
・
体
裁
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
本
書
と

セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
こ
と
が
両
書
体
裁
面
か
ら
も
窺
わ
れ
る
わ
け
だ
が
、
両
書
の

表
紙
が
模
様
は
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、
地
色
が
藍
色
と
丹
色
と
い
う
よ
う
に
異

な
っ
て
い
る
こ
と
が
気
に
か
か
る
。
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四

　

前
引
の
『
身
の
楽
千
句
』
正
淑
の
序
に
よ
れ
ば
、『
誹
諧
小
式
』
を
『
身
の

楽
千
句
』
の
後
編
と
し
た
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、聖
心
女
子
大
本
『
誹
諧
小
式
』

の
題
簽
と
は
「
前
」「
後
」
に
矛
盾
が
生
じ
る
。
と
す
る
と
、
聖
心
女
子
大
本

の
題
簽
は
、『
誹
諧
小
式
』に
付
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
実
は
、

洒
竹
文
庫
本
『
身
の
楽
千
句
』
と
聖
心
女
子
大
本
『
誹
諧
小
式
』
と
は
、
と
も

に
紫
香
文
庫
旧
蔵
で
あ
り
、
も
と
一
組
と
な
っ
て
い
た
と
覚
し
い
。
そ
の
こ
と

を
ふ
ま
え
る
と
、
洒
竹
本
『
身
の
楽
千
句
』
の
書
題
簽
（「
身
の
楽
千
句 

後
」）

は
、
聖
心
女
子
大
本
『
誹
諧
小
式
』
の
刷
題
簽
（「
身
の
楽
千
句 

前
」）
に
つ

が
え
て
旧
蔵
者
に
よ
っ
て
後
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
旧
蔵
者
に
蔵
さ
れ
た

時
点
で
す
で
に
、
そ
の
題
簽
を
欠
い
た
状
態
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
ま

た
、
旧
蔵
者
の
手
に
入
る
以
前
に
聖
心
女
子
大
本
の
表
紙
が
改
装
さ
れ
、『
身

の
楽
千
句
』の
表
紙
を『
誹
諧
小
式
』に
付
け
替
え
た
も
の
で
あ
っ
た
と
見
れ
ば
、

こ
の
「
前
」「
後
」
の
矛
盾
は
解
決
す
る 

   *6
。
や
は
り
こ
の
両
書
は
、『
身
の
楽

千
句
』
序
文
か
ら
千
句
を
前
編
、
小
式
を
後
編
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
な
が
ら
、
現
存
す
る
両
書
の
形
態
は
、
紺
表
紙
と
丹
表
紙
で
あ
り
、
か
つ
無

刊
記
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
初
刷
り
で
な
い
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
お
そ
ら
く
刊
行
当
時
は
、
刊
記
の
つ
い
た
丹
表
紙
の
『
誹
諧
小
式
』
が

存
在
し
、
丹
表
紙
の
二
冊
組
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
身
の
楽
千
句
』
の
内
容
は
、
第
六
百
韻
ま
で
が
「
題
春
秋
」
と
し
て
、
第

一
雑
春
「
身
の
楽
や
花
見
る
時
と
ひ
と
ね
い
り
」・
第
二
雑
秋
「
さ
び
し
さ
は

い
や
が
上
也
宿
の
秋
」・
第
三
雑
春
「
花
さ
か
ぬ
身
は
な
く
ば
か
り
犬
ざ
く
ら
」・

第
四
雑
秋
「
名
月
に
花
よ
り
後
の
う
さ
も
な
し
」・
第
五
雑
春
「
も
ゝ
の
酒
よ

け
せ
千チ

ヾ

の
う
さ
十
分
一
」・
第
六
雑
秋
「
い
は
ふ
か
な
虫ム

シ
ド
ウ
ゼ
ン

同
前
も
秋ア

キ
ツ
ク
ニ

津
国
」
と

い
う
よ
う
に
、
雑
春
・
雑
秋
の
独
吟
百
韻
を
交
互
に
詠
作
し
た
も
の
、
第
七
は

そ
の
追
加
独
吟
百
韻
（
冬
発
句
）「
空
も
お
し
ゝ
心
一
盃ハ

イ

十
二
月
」、
以
下
、
一

重
・
生
順
・
元
流
と
の
四
吟
百
韻
（
夏
発
句
）「
お
の
が
非ヒ

を
お
も
へ
ば
昼ヒ

ル

の

蛍
か
な
／
元
隣
」、
重
以
と
の
両
吟
百
韻
（
秋
発
句
）「
な
め
し
我
此
体テ

イ

な
ら
ば

菊
の
露
／
元
隣
」、
美
濃
国
円
明
院
と
の
両
吟
百
韻
「
霜
月
つ
い
た
ち
み
の
ゝ

国
円
明
之
院
主
と
此
所
に
い
た
り
て
／
け
ふ
く
る
や
一
や
う
生ジ

ヤ
ウの

有ア
リ
マ馬

の
湯ユ

／

元
隣
」
を
加
え
た
も
の
で
、
千
句
の
形
式
に
は
欠
け
、
内
題
に
「
身
楽
十
百
韻
」

（
巻
首
）と
あ
る
よ
う
に
、十
百
韻
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

前
引
の
「
つ
ゝ
ど
ま
り
の
事
」
に
見
え
る
例
句
の
引
用
で
は
、「
や
つ
が
れ
も

千
句
の
う
ち
に
」
と
し
て 

「
両
夫
は
見
じ
と
尼ア

マ

に
成
つ
ゝ
」
の
句
が
引
か
れ
て

お
り
、
こ
う
し
た
記
述
か
ら
は
、
元
隣
が
こ
の
十
百
韻
を
「
千
句
」
と
し
て
考

え
、「
千
句
」
と
い
う
題
を
付
し
て
刊
行
す
る
こ
と
が
念
頭
に
あ
っ
た
こ
と
が

窺
い
知
れ
る
。
ま
た
さ
ら
に
、『
誹
諧
小
式
』
の
跋
文
に
「
此
小
式
の
旨
を
以
て
、

予
が
数
の
句
を
詰
り
出
ん
は
、
い
か
ゞ
は
せ
ん
。
曰
、
笑
は
ざ
ら
ん
に
は
し
か

じ
」
と
い
う
文
言
か
ら
は
、
本
書
が
こ
の
『
身
の
楽
千
句
』
と
同
時
に
刊
行
さ

れ
る
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
跋
文

の
記
述
と
、
本
書
の
跋
が
『
身
の
楽
千
句
』
の
序
よ
り
も
先
に
成
立
し
て
い
る

こ
と
、及
び
、「
作サ

ク 

―二 

為イ
シ
テ

小 

― 

式シ
キ 

一
― 

篇ヘ
ン
ヲ一

而
、以
附フ

ス
二
于
後シ

リ
ヘ
ニ一 

。」
と
い
う
『
身

の
楽
千
句
』
序
文
の
記
述
を
思
え
ば
、
本
書
と
『
身
の
楽
千
句
』
と
が
同
時
に

刊
行
さ
れ
、
そ
の
刊
行
時
期
は
、『
身
の
楽
千
句
』
の
漢
文
序
に
見
る
よ
う
に
、

寛
文
二
年
の
四
月
以
後
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

　

だ
が
、
そ
う
し
た
観
点
で
諸
本
を
見
て
も
、「
は
い
か
い
仕
や
う
」・「
身
の

楽
千
句
」
と
そ
れ
ぞ
れ
別
題
簽
で
あ
る
た
め
に
、
実
際
に
セ
ッ
ト
と
し
て
出
版

さ
れ
た
か
ど
う
か
断
定
す
る
要
素
に
欠
け
る
。
そ
こ
で
、
書
籍
目
録
類
を
参
照

す
る
と
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
。貞
門
期
の
俳
書
目
録
と
目
さ
れ
る『
誹

諧
渡
奉
公
』（
竹
馬
子
大
鹿
汲
浅
著
、
延
宝
四
年
奥
）
に
「
身
楽
千
句
／
二
冊
内

一
札
仕
様
／
寛
文
二
年
正
月
／
元
隣
述
之
」と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
は
じ
め
、

延
宝
三
年
の「
新
増
書
籍
目
録
」に「
誹
諧
仕
様
／
内
壱
冊
身
楽
千
句
／
元
隣
」、

天
和
元
年
山
田
喜
兵
衛
刊
の
「
書
籍
目
録
大
全
」
に
「
誹
諧
仕
様
／
内
一
冊
身

楽
千
句
／
元
隣
」
と
見
え
、
延
宝
頃
に
は
『
身
楽
千
句
』
が
本
書
と
二
冊
組
で

あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る 

   *7
。
前
述
し
た
寛
文
十
年
・
十
一
年



元隣『誹諧小式』

五

の
書
籍
目
録
や
元
禄
五
年
刊
の
「
廣
益
書
籍
目
録
」
な
ど
に
は 

   *8
、『
身
の
楽

千
句
』
と
本
書
が
横
並
び
に
配
さ
れ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
考
え
合
わ

せ
て
も
、
か
た
が
た
、
本
書
を
二
冊
組
の
書
物
と
見
て
過
た
な
い
だ
ろ
う
。
そ

も
そ
も
、「
は
い
か
い
仕
や
う
」
と
い
う
題
は
、
俳
諧
の
作
法
と
い
っ
た
意
を

表
す
一
般
名
詞
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
本
の
大
意
を
付
し
た
書
籍
目
録
類
に

は
、『
誹
諧
埋
木
』
や
『
毛
吹
草
』『
世
話
焼
草
』『
番
匠
童
』『
を
だ
ま
き
』
な

ど
の
注
と
し
て
「
仕
様
」
と
い
う
語
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
誹
諧

小
式
』
に
付
さ
れ
た
題
簽
「
は
い
か
い
仕
や
う
」
と
は
、『
身
の
楽
千
句
』
の
「
仕

様
」
部
（
作
法
編
）、
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
題
の
観
点

か
ら
見
て
も
、『
誹
諧
小
式
』
が
単
独
の
一
書
で
は
な
く
、『
身
の
楽
千
句
』
と

の
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
書
『
誹
諧
小
式
』
と
『
身
の
楽
千
句
』
と
の
関
係
を
整
理

す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

・	

刊
行
は
、
寛
文
二
年
四
月
以
降
、
寛
文
十
年
以
前
。
本
書
と
千
句
と
は
二

冊
一
組
と
し
て
出
版
さ
れ
、
本
書
は
そ
の
作
法
編
と
し
て
付
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
。

・	

そ
の
際
の
題
簽
は
「
身
の
楽
千
句 

前
」（
＝
千
句
）「
は
い
か
い
仕
や
う 

後
」

（
＝
小
式
）
で
あ
っ
た
こ
と
。

・	

現
存
す
る
伝
本
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。

　
　
　

丹
表
紙      　
　
　
　
　

     　

紺
表
紙

　

○ 

身
の
楽
千
句	

× 

身
の
楽
千
句	

　

現
在

　

× 

は
い
か
い
仕
や
う 

刊
記
有	

○ 

は
い
か
い
仕
や
う 

刊
記
無	

以
上
、
推
論
を
重
ね
た
が
、
本
書
の
書
誌
事
項
に
関
し
て
は
、
記
述
内
容
と
現

存
す
る
諸
本
、書
籍
目
録
類
に
見
え
る
本
書
の
出
版
情
報
を
総
合
し
て
考
え
て
、

右
に
示
し
た
も
の
が
矛
盾
な
く
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る 

   *9
。

　
　
　

三
、
内
容

　

本
書
目
録
に
挙
げ
ら
れ
る
各
項
目
は
、
句
作
の
際
の
心
得
か
ら
、
式
目
、
詠

句
の
注
意
点
に
い
た
る
ま
で
、
詳
細
な
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
序
文
に
も
見

え
る
よ
う
に
「
俳
諧
」
を
「
和
歌
の
一
体
」
と
し
て
捉
え
、
俳
諧
の
用
語
や
作

法
の
説
明
に
お
い
て
和
歌
の
引
用
が
処
々
に
配
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
を
持

つ
。
同
時
代
の
俳
諧
作
法
書
類
に
比
べ
、
そ
の
解
説
が
詳
細
で
明
確
で
あ
る
の

は
、
本
書
序
跋
に
見
え
る
よ
う
に
、
自
身
の
千
句
を
成
し
て
後
の
実
感
が
反
映

さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
貞
門
俳
諧
で
は
、
こ
う
し
た
俳
諧
作
法
書
類
が
本

書
以
前
に
も
、
貞
徳
の
『
俳
諧
御
傘
』（
慶
安
四
年
刊
）
な
ど
多
数
刊
行
さ
れ
て

い
る
。
俳
諧
運
座
の
手
引
き
と
し
て
俳
諧
式
目
書
・
い
ろ
は
順
の
用
語
解
説
・

季
寄
せ
か
ら
な
る
『
は
な
ひ
草
』（
立
圃
編
、
寛
永
十
三
年
）、『
連
歌
新
式
』
に

な
ら
い
貞
徳
の
式
目
歌
を
批
判
し
た
俳
論
書
『
誹
諧
初
学
抄
』（
徳
元
、
寛
永

十
八
年
刊
）、
貞
徳
の
秘
伝
書
と
し
て
歌
道
と
の
関
連
、
連
歌
式
目
の
俳
諧
へ

の
適
用
方
法
・
会
席
の
心
得
な
ど
を
記
し
た
『
天
水
抄
』（
貞
徳
、
寛
永
二
十
一

年
成
）、『
天
水
抄
』
の
中
で
も
「
猶
、
く
る
る
と
て
一
巻
有
。
門
弟
是
に
て
万

事
沙
汰
す
べ
し
。
他
人
に
知
ら
す
べ
か
ら
ず
」
と
秘
伝
書
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
西
武
の
『
久
流
留
』（
寛
永
十
三
年
成
、
慶
安
三
年
刊
）、
例
句
と
そ
の

解
説
か
ら
成
る
季
寄
せ
『
山
の
井
』（
季
吟
、
正
保
四
年
刊
）、
式
目
作
法
を
記

し
た
辞
書
的
側
面
と
季
寄
せ
的
側
面
を
併
せ
持
つ
『
毛
吹
草
』（
重
頼
編
、
正
保

二
年
刊
）、
そ
れ
に
対
し
て
の
反
論
書
と
し
て
、
本
書
で
も
「
非
言
の
書
」
と

し
て
批
判
さ
れ
た
『
郡
山
』（
正
式
、
正
保
三
年
刊
）・『
氷
室
守
』（
貞
室
、
正
保

三
年
刊
）、
同
じ
く
「
非
言
の
書
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
『
馬
鹿
集
』（
重
頼
か
、

明
暦
二
年
刊
）
な
ど
が
あ
る
。『
俳
諧
御
傘
』
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
連
歌
式

目
書
『
無
言
抄
』
や
『
い
ろ
は
新
式
』
に
な
ら
い
、
い
ろ
は
順
で
用
語
（
式
目

作
法
要
語
・
季
語
）
を
配
列
し
、
解
説
を
付
し
た
も
の
な
ど
、
用
語
引
き
を
目

的
に
羅
列
さ
れ
た
も
の
が
多
い
中
、
本
書
で
は
「
第
廿
九　

前
句
に
持
れ
前
句
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を
借
句
之
事
」
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
具
体
的
に
付
け
の
用
法
の
見
出
し
を
項

目
立
て
て
明
示
し
、
そ
の
解
説
が
な
さ
れ
る
、
と
い
う
よ
う
な
実
作
を
想
定
し

た
俳
諧
作
法
の
手
引
き
書
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
独
自
で
あ
る
。
本
書
は
貞
徳

の
没
後
の
式
目
の
乱
れ
を
鑑
み
、
初
心
者
の
た
め
の
作
法
書
で
あ
る
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
が
、こ
う
し
た
各
項
目
か
ら
こ
こ
に
想
定
さ
れ
る
読
者
は
自
ず
か
ら
、

俳
諧
を
始
め
る
全
く
の
初
心
者
で
は
な
く
、
貞
門
（
季
吟
門
）
の
実
作
を
行
っ

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
自
身
の
俳
諧
の
力
を
磨
く
た
め
の
手
引
き
と
し
て

読
ま
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
、
本
書

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
項
目
は
、「
発
句
」
に
関
す
る
も
の
、「
連
句
」
に
関
す
る

も
の
、
そ
の
他
、
概
論
・
て
に
を
は
等
、
と
大
き
く
三
分
類
で
き
る
。
以
下
、

こ
の
分
類
に
大
別
し
て
本
書
に
記
さ
れ
た
内
容
を
紹
介
す
る
。

（
１
）「
発
句
」
に
関
す
る
記
述

　

本
書
に
お
け
る
「
発
句
」
に
関
す
る
記
述
は
、
本
歌
取
な
ど
（
第
二
）、
発

句
の
本
意
（
第
三
）、「
無
心
所
着
」（
第
四
）、
歌
の
制
の
詞
（
第
五
）
聞
発
句
・

古
語
（
第
六
）、詞
を
残
す
発
句
（
第
七
）、切
字
（
第
八
）「
を
」
廻
し
の
発
句
（
第

九
）
三
段
切
発
句
（
第
十
）、
は
ね
字
・
と
め
発
句
（
第
十
一
）、
大
廻
し
の
発

句
（
第
十
二
）
の
一
一
項
目
に
の
ぼ
る
。

　

発
句
に
関
す
る
記
述
は
、
俳
諧
か
ら
の
例
句
、
連
歌
例
、
歌
例
を
用
い
な
が

ら
、
そ
こ
に
解
説
を
付
す
形
式
を
持
つ
。
発
句
に
関
し
て
こ
れ
ほ
ど
の
項
目
を

章
立
て
て
解
説
さ
れ
る
の
は
、
他
に
は
類
を
み
な
い
。
た
と
え
ば
、
本
歌
取
に

関
し
て
述
べ
ら
れ
た
箇
所
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

発
句
の
仕
立
や
う
は
、
さ
ま
〴
〵
の
師シ

デ
ン傳

・
し
な
〴
〵
の
工ク

フ
ウ夫

も
あ
る
事
な

れ
ば
、
い
づ
れ
を
さ
し
て
是
ぞ
と
云
出
ん
も
、
風
を
つ
な
ぐ
類
な
る
べ
け
れ
ど

も
、
本
歌
を
と
る
事
、
和
歌
・
連
歌
よ
り
も
有
法
な
れ
ば
、
い
さ
ゝ
か
記シ

ル

し
侍
る
。

恋コ
ヒ

・
雑ザ

ウ

の
歌
を
取
て
は
四
季
の
歌
を
読ヨ

ミ

、
四
季
の
歌
を
取
て
は
恋コ

ヒ

・
雑ザ

ウ

の
歌
を

読
事
、
つ
ね
の
事
也
。
月
の
歌
を
取
て
月
の
歌
を
詠エ

イ

じ
、
花
の
歌
を
取
て
花
を

読
事
無
念
也
、
と
古
今
の
諚ヲ

キ
テな

り
。
は
い
か
い
も
此
心
な
り
。

　
　
　

契
り
け
ん
心
ぞ
つ
ら
き
織タ

ナ
バ
タ女

の
年
に
ひ
と
た
び
逢
は
あ
ふ
か
は

と
い
ふ
を
取
て
、

　
　
　

ち
ぎ
り
け
ん
心
ぞ
つ
ら
き
餅モ

チ

づ
く
し	

則ノ
リ
ノ
ブ常

（
第
二
「
発
句
之
事
」）

発
句
の
仕
立
て
方
に
関
し
て
は
、
流
派
の
教
え
や
工
夫
な
ど
様
々
あ
る
が
、
本

歌
取
り
に
関
し
て
は
和
歌
・
連
歌
か
ら
と
ら
れ
て
き
た
伝
統
手
法
で
あ
る
、
と

述
べ
、
そ
の
方
法
を
解
説
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
記
述
か
ら
は
、
元
隣
の
叙
述

の
仕
方
や
、
論
立
て
の
手
順
が
、
伝
統
的
な
手
法
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

成
立
し
、
そ
こ
に
論
拠
を
見
い
だ
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ

う
で
興
味
深
い
。
立
項
さ
れ
た
も
の
の
多
く
は
、
こ
の
よ
う
に
例
句
と
解
説
と

で
構
成
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
「
発
句
」
に
関
す
る
記
述
の
内
、
第
八

の
「
切
字
」
に
関
し
て
の
み
、
用
語
を
列
挙
し
、
そ
の
説
明
に
徹
し
て
い
る
。

そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
用
例
だ
け
を
提
示
し
た
項
目
は
、
第
十
か
ら
十
二
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
、
切
字
と
発
句
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
）「
連
句
」
に
関
す
る
記
述

　

連
句
に
関
し
て
は
、
脇
（
第
十
三
）、
第
三
（
第
十
四
）、
四
句
目
（
第

十
五
）、
五
句
目
（
第
十
六
）、
面
八
句
・
九
句
目
（
第
十
七
）、
月
花
に
関
し

て
（
第
十
八
）、
呼
出
花
・
引
上
花
（
第
十
九
）、
句
数
・
去
嫌
（
第
二
十
）、「
糸

遊
」・「
霞
」・「
長
閑
」
の
句
（
第
二
十
一
）、
春
秋
の
両
字
を
添
え
て
季
を
持

つ
句
（
第
二
十
二
）、
親
句
・
疎
句
（
第
二
十
七
）、
故
事
（
第
二
十
七
）、
篇

序
題
曲
流
・
用
付
・
後
付
（
第
二
十
八
）、前
句
に
持
た
れ
前
句
を
借
り
る
句
（
第

二
十
九
）、
異
形
通
体
・
四
手
付
（
第
三
十
）、
の
句
の
仕
立
方
の
五
項
目
、
定

座
・
式
目
関
係
の
三
項
目
、
そ
の
他
、
付
け
様
や
運
座
に
関
す
る
注
記
を
示
し

た
七
項
目
の
計
十
五
項
目
が
相
当
す
る
。

　

連
句
に
関
す
る
記
述
で
は
、
総
じ
て
連
句
の
実
作
を
反
映
し
た
記
述
が
注
目

さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
月
花
の
定
座
に
関
す
る
意
識
が
、
第
十
八
項
、
十
九
項
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で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
「
春
は
三
句
せ
ず
し
て
は
、
か
な
は
ぬ

事
な
れ
ば
、
六
・
七
・
八
句
と
来
て
、
九
句
目
よ
り
十
二
句
目
ま
で
四
句
な
れ

ば
、
定
座
の
花
の
句
、
五
句
去
の
春
、
一
句
近
き
ゆ
へ
也
」「
十
句
目
よ
り
後

は
、
低
き
植
物
も
せ
ぬ
事
也
」「
裏
に
て
も
五
句
目
め
ま
で
に
は
、
春
を
も
仕

候
。
其
故
は
三
句
続
け
て
も
、
定
座
の
花
と
五
句
の
隔
て
有
故
也
」（「
呼
出
花
・

引
上
花
之
事
」）
な
ど
と
、
定
座
へ
の
意
識
を
具
体
的
に
運
座
に
当
て
は
め
て
解

説
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
第
十
三
項
か
ら
第
十
七
項
に
か
け
て
記
さ
れ
た
句

の
仕
立
方
の
記
述
は
、
後
の
俳
諧
式
目
作
法
書
と
し
て
評
価
の
高
い
『
俳
諧
無

言
抄
』
な
ど
に
先
行
す
る
示
し
方
と
し
て
注
目
で
き
る
。
こ
れ
は
、
連
歌
論
か

ら
の
引
用
が
多
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
よ
う
。
先
に
示
し
た
「
花
の
定
座
」
へ

の
意
識
は
、『
俳
諧
無
言
抄
』
に
お
い
て
も
「
連
歌
に
は
、
四
春
八
木
と
覚
て
、

四
句
め
に
春
を
仕
出
さ
ず
」「
春
の
季
出
た
ら
ば
、
そ
の
春
の
う
ち
に
て
花
を

引
上
」（「
裏
」
の
項
）
る
と
あ
っ
て
、
同
様
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

見
て
取
れ
る
。
本
書
に
お
け
る
「
連
句
」
に
関
す
る
記
述
は
、
概
説
的
な
説
明

や
用
語
の
解
説
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
う
し
た
運
座
に
お
け
る
意
識
が
、
句
去
・

去
嫌
と
い
う
別
項
に
立
て
ら
れ
た
季
の
式
目
と
の
兼
ね
合
い
で
説
明
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
よ
り
明
快
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
後
に
、『
歌
仙
ぞ

ろ
へ
』
の
巻
末
に
月
花
の
出
所
を
明
確
に
定
義
し
て
い
る
こ
と
の
素
地
が
こ
こ

に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

本
書
に
先
行
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
貞
門
期
の
作
法
書
類
に
関
し
て
、
大
概

に
つ
い
て
は
先
に
記
し
た
が
、
貞
門
の
作
法
書
が
季
寄
せ
的
側
面
を
充
実
し
つ

つ
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
本
書
で
季
の
詞
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る

の
は
二
項
し
か
な
い
。
季
に
関
す
る
記
述
が
こ
れ
ほ
ど
少
な
い
こ
と
は
注
目
に

値
す
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
本
書
に
お
け
る
季
に
関
す
る
二
項
目
と
は
、「
糸

遊
・
霞
・
長
閑
」
の
項
（
第
二
十
一
）「
春
秋
の
両
字
添
季
持
句
」
の
項
（
第

二
十
二
）
で
、
両
者
と
も
に
、
連
句
の
中
で
の
季
に
関
す
る
言
及
と
い
う
こ
と

に
な
る
。「
糸
遊
・
霞
・
長
閑
」
で
は
、
春
の
季
の
詞
で
あ
り
な
が
ら
、
慣
用

的
に
使
わ
れ
た
り
、
読
み
替
え
ら
れ
た
り
で
き
る
、
と
い
う
語
義
の
多
面
性
を

述
べ
、「
春
秋
の
両
字
添
季
持
句
」
で
は
逆
に
、
投
げ
込
み
的
に
用
い
ら
れ
た

季
節
に
関
し
て
言
及
し
て
い
る
。
連
句
の
運
座
に
あ
っ
て
、
季
の
式
目
と
関
係

す
る
春
・
秋
の
句
は
、
句
数
の
規
定
の
関
係
上
、
夏
・
冬
よ
り
も
多
数
回
詠
む

こ
と
を
要
求
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
際
に
、
一
句
の
句
意
と
は
無
関
係
に
季
節
を

合
わ
せ
る
た
め
だ
け
に
「
春
」
な
い
し
「
秋
」
と
い
う
語
が
詠
み
込
ま
れ
た
句

が
横
行
し
て
い
る
こ
と
を
危
惧
し
て
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、

実
作
の
側
面
か
ら
の
叙
述
と
式
目
遵
守
の
意
識
の
融
合
、
加
え
て
一
句
の
句
意

を
重
視
す
る
元
隣
の
意
識
が
読
み
取
れ
る
。
い
か
に
連
句
で
あ
っ
て
も
、
そ
う

し
た
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
句
作
を
志
向
す
る
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
書
内
で
の
季
に
関
す
る
記
述
の
内
容
が
、
ど
の
季
節
の
詞

で
、
ど
う
い
っ
た
本
意
を
持
つ
の
か
を
解
説
す
る
よ
う
な
季
寄
せ
的
側
面
で
は

な
く
、
実
際
に
連
句
の
運
座
に
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
次
へ
の
展
開
を
考
え
て

季
節
を
配
し
て
い
く
の
か
な
ど
と
い
う
よ
う
な
運
用
の
方
法
な
ど
、
式
目
と
関

わ
る
問
題
か
ら
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
わ
け
だ
。
す

な
わ
ち
、
こ
の
両
項
目
が
月
花
の
定
座
、
句
数
・
去
嫌
に
関
す
る
記
述
の
後
に

配
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
裏
の
月
の
句
と
花
の
定
座
と
の
兼

ね
合
い
に
よ
っ
て
季
移
り
と
な
る
付
合
に
関
す
る
記
述
と
理
解
で
き
、
こ
う
し

た
転
じ
の
重
要
性
を
意
識
し
た
書
か
れ
方
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
俳
諧
作

法
書
と
い
う
が
、
季
語
と
し
て
は
、
連
歌
論
に
見
る
運
用
の
方
法
を
踏
襲
し
な

が
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

（
３
）
そ
の
他

　
「
て
に
を
は
」に
関
し
て
は
、「
つ
ゝ
ど
ま
り
」（
第
二
十
三
）、「
に
と
ま
り
」・「
に

て
ど
ま
り
」（
第
二
十
四
）「
て
に
を
は
」（
第
二
十
五
）
の
四
項
目
あ
り
、
切

字
に
関
す
る
記
述
と
同
じ
く
、用
例
を
用
い
ず
用
語
の
解
説
に
終
始
し
て
い
る
。

逆
に
、
用
例
を
多
用
し
て
、
解
説
が
簡
略
な
の
が
、「
六
義
」（
第
三
十
一
）
に
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関
す
る
記
述
で
あ
る
。『
古
今
』
の
「
序
」
や
『
八
雲
御
抄
』
か
ら
の
影
響
が

見
え
る
。
ま
た
、「
賦
物
」（
第
一
）
に
関
す
る
記
述
が
、
巻
頭
に
配
せ
ら
れ
、

「
た
と
へ
ば
、
発
句
に
山
と
云
字
あ
る
と
き
は
、
賦
何
路
連
歌
と
賦
す
也
。
此

心
は
何
と
云
字
が
謎
の
や
う
な
る
心
に
し
て
、
即
山
路
と
い
ふ
義
也
…
誹
諧
も

此
心
也
。
第
三
ま
で
に
通
は
ぬ
字
を
賦
す
る
也
。
…
追
善
之
連
歌
・
経
文
之
連

歌
・
夢
想
之
連
歌
な
と
か
け
る
事
有
。
さ
れ
共
、
当
流
に
は
賦
物
を
と
ら
ず
、

た
ゞ
誹
諧
之
連
歌
と
五
字
に
て
端
書
す
る
也
」（
第
一
「
賦
物
之
事
」）
な
ど
と

い
う
よ
う
に
、
細
か
く
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
傍
線
を
付
し
た

「
当
流
に
は
」
と
い
う
言
い
方
が
印
象
的
だ
が
、
こ
こ
に
は
、「
連
歌
」
と
「
俳

諧
」
と
の
差
異
と
、「
貞
門
」
と
い
う
流
派
へ
の
意
識
の
あ
ら
わ
れ
を
見
て
と

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
は
、本
書
の
言
で
は
な
い
の
だ
が
、『
身
の
楽
千
句
』

の
自
序
に
お
い
て
元
隣
が
「
俳
諧
は
戯
言
に
し
て
、
た
や
す
く
其
様
い
や
し
き

や
う
に
、
お
の
れ
と
か
き
侍
る
は
何
事
ぞ
や
。
こ
れ
ゆ
へ
、
初
心
の
俳
諧
し
、

連
歌
す
る
人
に
向
ひ
て
は
誹
諧
す
る
と
い
ふ
事
を
隠
す
や
う
に
せ
り
。
か
の
書

つ
く
る
人
、
礼
儀
の
本
を
知
ら
ざ
る
故
な
る
べ
し
。
昔
よ
り
我
身
を
へ
り
く
だ

る
例
は
き
け
ど
、
其
修
す
る
道
を
無
下
に
云
く
だ
す
た
め
し
は
な
し
。
や
つ
が

れ
お
も
ふ
に
、
和
歌
は
黄
金
、
連
歌
は
箔
、
誹
諧
は
泥
、
み
な
同
体
異
名
の
た

か
ら
也
」
と
記
す
よ
う
に
、
元
隣
の
「
俳
諧
」
へ
の
意
識
が
、
和
歌
の
流
れ
に

あ
り
な
が
ら
も
、
和
歌
・
連
歌
・
俳
諧
と
い
う
格
の
序
列
が
あ
る
の
で
は
な
く
、

三
者
三
様
に
そ
れ
ぞ
れ
見
る
べ
き
と
こ
ろ
の
多
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
窺
い

知
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
元
隣
の
記
述
は
、
当
時
の
貞
門
俳
諧
の
流
れ
と

一
致
す
る
。
中
村
氏
に
よ
れ
ば
、「
和
歌
の
一
体
」
と
し
て
俳
諧
を
位
置
づ
け
、

連
歌
と
の
差
異
化
を
図
り
な
が
ら
も
そ
の
地
位
を
連
歌
と
対
等
の
地
位
に
ま
で

押
し
上
げ
よ
う
と
し
た
の
が
、
本
書
で
も
た
び
た
び
引
用
さ
れ
た
重
頼
・
立
圃

ら
の
考
え
で
あ
っ
た 

  *10
。
そ
の
実
態
と
し
て
、
和
歌
的
技
巧
や
連
歌
論
を
踏
襲

し
つ
つ
、一
句
の
句
意
を
重
視
し
、「
俳
言
」
や
文
体
に
よ
っ
て
俳
諧
化
す
る
「
心

の
俳
諧
」
を
目
指
す
こ
と
が
貞
門
で
あ
り
、
と
り
わ
け
季
吟
は
古
典
か
ら
の
差

異
に
よ
っ
て
お
か
し
み
を
得
る
と
い
う
方
法
で
そ
の
地
位
を
確
立
し
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
後
に
、『
守
武
千
句
』
な
ど
に
見
る
卑
近
な
素

材
や
「
俗
態
」・「
俗
言
」
を
用
い
る
と
い
う
よ
う
な
現
在
性
を
持
つ
言
葉
に
よ
っ

て
俳
諧
化
を
図
る
宗
因
流（
談
林
）の
流
行
を
懸
念
し
て
秘
伝
書
で
あ
っ
た『
俳

諧
埋
木
』
の
公
刊
に
至
っ
た
季
吟
の
考
え
と
も
合
致
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
非

言
の
書
」
と
し
て
た
び
た
び
正
式
や
正
章
な
ど
貞
室
門
の
書
物
を
批
判
の
対
象

と
し
て
い
る
点
は
、貞
室
門
と
季
吟
門
と
の
差
異
化
を
意
図
し
た
、季
吟
に
添
っ

た
本
書
の
叙
述
態
度
と
し
て
注
目
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
賦
物
之
事
」
が

本
書
冒
頭
の
項
目
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
和
歌
・
連
歌
に
流
れ
を
汲
む
こ

と
と
、
連
歌
や
宗
因
流
、
ひ
い
て
は
貞
室
門
と
の
違
い
を
明
確
に
示
そ
う
と
し

た
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。
そ
し
て
、巻
末
に
は「
書

物
題
号
之
事
」
と
し
て
「
追
加
」
の
項
目
が
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
な
ど
を
取

り
上
げ
な
が
ら
、
ど
こ
に
着
眼
し
て
題
を
採
用
す
る
の
か
と
い
う
「
作
意
」
に

関
す
る
考
え
を
記
し
て
い
る
。
題
に
関
す
る
手
法
が
こ
れ
ほ
ど
詳
細
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
の
は
、
他
に
は
な
く
、
本
書
の
特
徴
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、「
書
物
題
号
之
事
」
で
述
べ
ら
れ
た
内
容
は
、
古
典
知
識
の
梗
概
的
性
質

を
も
有
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
古
典
や
漢
籍
に
お
け
る
エ
ッ
セ
ン
ス

を
「
題
」
と
い
う
観
点
か
ら
解
説
し
、
読
者
に
対
し
て
古
典
的
知
識
を
付
与
す

る
よ
う
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
見
る
と
、『
誹
諧
小
式
』
が
い
か
に
、
貞
門
の
他
の
作
法
書
類
に

み
え
な
い
独
自
の
視
点
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
が
わ
か
る
。
発
句
で
は
、
和
歌

論
・
連
歌
論
を
利
用
し
な
が
ら
、
例
句
の
解
釈
を
述
べ
る
こ
と
で
各
項
目
を
説

明
し
、
連
句
で
は
そ
れ
を
他
の
式
目
や
運
座
上
の
意
識
を
も
加
味
し
て
解
説
、

「
て
に
を
は
」
は
、
そ
の
使
分
け
を
記
し
、
連
歌
・
和
歌
に
通
ず
る
概
念
に
つ

い
て
は
俳
諧
の
良
い
例
・
悪
い
例
双
方
を
ふ
ま
え
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
顕
在
化

さ
せ
る
と
い
う
よ
う
に
、
理
解
を
促
す
の
に
効
果
的
な
方
法
が
選
択
さ
れ
て
叙

述
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
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お
わ
り
に

　

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
本
書
は
、
体
系
的
に
整
備
さ
れ
た
俳
諧
式
目
作
法

書
と
し
て
は
、
貞
門
俳
諧
に
お
い
て
嚆
矢
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
と
と
も

に
、
当
時
の
連
句
に
お
け
る
式
目
運
用
の
実
態
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
し
て
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
点
に
鑑
み
て
、
こ
こ
に
翻
刻
を
試
み

る
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
本
書
の
文
学
史
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
別
稿
の

用
意
が
あ
る
。

　

注
（
１
）	

雲
英
末
雄
編
『
貞
門
談
林
諸
家
句
集
』（
昭
46
年
、
笠
間
書
院
）、
榎
坂
浩
尚
著

『
北
村
季
吟
論
考
』（
平
８
年
、
親
典
社
）
ほ
か
。

（
２
）	

た
だ
し
、
柱
刻
が
折
込
み
の
内
側
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
確
認
で
き
る
箇
所

と
で
き
な
い
箇
所
が
あ
る
た
め
、
推
定
で
あ
る
。

（
３
）	

松
宇
文
庫
本
は
現
存
し
な
い
た
め
、
中
村
氏
写
本
が
唯
一
の
そ
の
形
状
を
残
す

伝
本
で
あ
る
。

（
４
）	

以
下
、
引
用
に
際
し
て
は
、
適
宜
、
漢
字
・
仮
名
を
当
て
変
え
、
清
濁
・
句
読

点
等
を
補
っ
て
記
し
た
。

（
５
）	

元
隣
の
出
版
物
全
般
に
関
し
て
は
す
で
に
朝
倉
治
彦
氏（
古
典
文
庫
二
一
一『
小

さ
か
つ
き
』「
解
説
―
元
隣
の
作
品
」、『
仮
名
草
子
集
成　

第
二
十
八
巻
』「
解

題
」
等
）
に
よ
っ
て
書
誌
が
示
さ
れ
、
こ
う
し
た
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
本
稿
で
は
『
誹
諧
小
式
』
と
関
連
す
る
箇
所
の
み
の
紹
介
に
と
ど
め

て
お
き
た
い
。

（
６
）	

聖
心
女
子
大
本
は
明
治
三
七
年
に
武
島
文
庫
と
な
っ
て
お
り
、
紫
香
文
庫
、
す

な
わ
ち
大
久
保
紫
香
（
一
八
六
四
～
一
九
二
六
）
の
も
と
に
あ
っ
た
の
は
そ
れ
以

前
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
聖
心
女
子
大
本
は
、
明
治
の
初
期
に
は
す
で

に
現
存
す
る
形
態
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
紫
香
が
原
装
と
誤
る
ほ
ど
、
出

版
後
の
か
な
り
早
い
段
階
で
表
紙
が
取
り
違
え
ら
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

（
７
）	

こ
こ
に
、
中
村
氏
が
自
身
の
写
し
た
『
誹
諧
小
式
』
の
刊
行
時
期
を
延
宝
四
～

五
年
頃
か
、
と
推
定
す
る
に
至
っ
た
所
以
が
窺
い
知
れ
る
。

（
８
）	

元
禄
五
年
刊
の
書
籍
目
録
に
は
、「
二
／
身
の
楽
千
句
」「
一
／
は
い
か
い
仕
様
」

と
あ
っ
て
、「
は
い
か
い
仕
様
」
が
一
冊
、
そ
れ
と
は
別
に
「
身
の
楽
千
句
」

が
二
冊
組
で
あ
る
か
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
聖
心
女
子
大
本
の
題
簽
に
従

う
な
ら
ば
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
『
身
の
楽
千
句
』
は
前
後
編
の
二
冊
組
で
、

聖
心
女
子
大
本
が
そ
の
形
を
残
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

う
し
た
視
点
で
、
書
籍
目
録
類
の
記
述
を
見
直
し
て
み
る
と
、『
渡
奉
公
』
で

は
『
身
の
楽
千
句
』
が
二
冊
組
で
、
そ
の
内
の
一
冊
の
内
容
が
「
は
い
か
い
仕

や
う
」
で
あ
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
う
な
る
と
、「
は
い
か
い
仕
や
う 

後
」
と
題
さ
れ
た
『
誹
諧
小
式
』
と
「
身
の
楽
千
句 

前
」
と
題
さ
れ
た
『
誹

諧
小
式
』
と
二
種
類
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
り
、
こ
う
し
た
可
能
性
が
な
い
と

は
言
い
切
れ
な
い
。
し
か
し
、
寛
文
年
間
の
書
籍
目
録
の
記
述
で
は
、
小
式
と

千
句
と
が
別
々
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
寛
文
年
間
に
は
、

「
身
の
楽
千
句 

前
」「
は
い
か
い
仕
や
う 

後
」
の
前
後
編
を
な
す
一
書
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
９
）	

雲
英
末
雄
氏
は
、「
丹
表
紙
の
俳
書
」（
大
阪
俳
文
学
研
究
会
会
報
第
32
号
、
平

10
年
10
月
）
の
中
で
、
丹
表
紙
を
持
つ
俳
書
が
存
在
し
た
の
は
明
暦
・
万
治
辺

り
が
下
限
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
、「
寛
文
期
ま
で
は
下
ら
ぬ
と
思
う
が
い
か
が

な
も
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
問
題
提
起
を
し
て
い
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
私
の
推

定
し
た
『
身
の
楽
千
句
』・『
誹
諧
小
式
』
の
初
刷
は
、
も
っ
と
も
下
限
の
も
の

で
、
稀
有
な
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
が
、
な
お
調
査
を
要
す
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
稿
を
改
め
て
論
ず
る
べ
く
今
は
課
題
と
し
た
い
。

（
10
）	

中
村
俊
定
「
貞
門
俳
諧
史
」（『
俳
句
講
座
１ 

俳
諧
史
』
明
治
書
院
）

付
記	
今
回
、
書
誌
調
査
に
際
し
資
料
閲
覧
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
天
理
大
学

附
属
天
理
図
書
館
を
は
じ
め
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
・
聖
心
女
子
大
学
図
書

館
・
国
文
学
研
究
資
料
館
の
各
機
関
お
よ
び
翻
刻
の
許
可
を
賜
り
ま
し
た
早
稲

田
大
学
図
書
館
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
深
沢
了
子
氏
に
は
、

格
別
の
ご
配
慮
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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一
〇

『
誹
諧
小
式
』
翻
刻
・
索
引

〈
凡
例
〉

　

翻
刻
に
あ
た
り
、
概
ね
以
下
の
要
領
に
従
っ
た
。

・	

原
則
と
し
て
旧
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
、「
コ
ト
」・「
ド
モ
」
な
ど
の
合
字

は
開
い
て
記
し
た
。

・	

異
体
字
に
関
し
て
は
残
し
た
も
の
も
あ
る
。

・	

濁
点
・
ル
ビ
（
カ
タ
カ
ナ
）
原
文
の
ま
ま
。

・	

レ
点
・
一
二
点
も
原
文
通
り
。

・	

句
読
点
は
適
宜
補
っ
て
記
し
た
。
但
し
、
原
文
ま
ま
の
句
読
点
に
は
「
。4

」

と
傍
点
を
振
っ
て
区
別
し
て
あ
る
。

・	

丁
移
り
は
、（
例
）
本
文
…
」（
一
オ
）
と
示
し
た
。

・	

索
引
に
際
し
て
は
、
本
書
本
文
中
に
あ
る
人
名
・
引
用
書
物
等
を
対
象
と
し
、

表
音
式
五
十
音
順
で
採
用
し
た
要
語
索
引
と
、
引
用
歌
・
引
用
句
を
対
象
と

し
、
五
十
音
順
に
採
用
し
た
引
用
歌
句
索
引
か
ら
な
る
も
の
と
す
る
。

・	

索
引
内
の
表
記
は
清
濁
、
漢
字
仮
名
に
関
し
て
は
原
文
の
ま
ま
。
た
だ
し
、

ル
ビ
は
省
い
て
あ
る
。

・	

な
お
、
索
引
に
お
け
る
書
名
に
関
し
て
は
、
本
文
内
の
表
記
に
揺
れ
が
あ
る

た
め
、
漢
字
を
当
て
変
え
た
も
の
が
あ
る
。

・	

索
引
の
頁
番
号
に
は
、
算
用
数
字
を
用
い
た
。

【
翻
刻
】

誹
諧
小
式
序

誹
―

諧
ハ

者
本
―

邦
ノ

之
習
―

俗
而ニ

シ
テ、

其　
来

ル
コ
ト

尚ヒ
サ
シ矣

。
故

ニ
上

ミ
自

リ二

名
郷
鉅
―

公
一

下
モ

至
マ二
テ

士
―

庶
走
―

卒
ニ一

諷
シレ

之
ヲ

吟
シレ
テ

之
ヲ

、
以

テ
攄ノ

フ
二
其　
懐

ヲ一

。
可

シレ

謂
ツ

盛
矣ナ

リ
ト。

想
ニ

　

夫
レ

斯
ノ

　

道
似

テレ

軽
ニ

而
非

スレ

軽
ニ

。
似

テ二

戯
―

言
ニ一

而
非

ス二

戯
―

言
ニ一

矣
。
至

テ二
ハ

其
ノ

淵
―

源
ニ一

者
、
理
―

義
精
―

密
而ニ

シ
テ、

最
モ

出
ツ二

於
高
―

玅
ニ一

。
雖

トレ
モ

然
ト

世
―

人
不

レ

知
二
其

ノ
規
―

格
ヲ一

。
信

マ
カ
セ
テレ

口
ニ

乱
―

道
シ
テ

而
失

ス二

之
ヲ

平
―

易
ニ一

。
可

キ二

勝　
嘆

ス一

哉カ
ナ

。
粤

ニ

山
岡
元
隣

ハ
者
、
斯

ノ
　

道
ノ

之
師
―

範
而ニ

シ
テ

一
―

世
ノ

之
偉
―

人
也ナ

リ

。」（
一
オ
）
其

ノ
平
―

日
ノ

述
作
雋
―

永
無

シレ

窮
リ

。
因

テレ

茲
ニ

播
二―
揚

ス
芳
―

誉
ヲ

於
遐
―

邇
ニ一

矣
。
頃

ロ
編

二―
纂

シ

古
今

ノ
之
奥
―

賾
ヲ一

、
名

テ
曰

二

誹
―

諧
小
―

式
ト一

。
其

ノ
　

意
欲

スレ

啓
二―

迪
セ
ン
ト

後
―

輩
ヲ一

。

以
テ三

予
為タ

ル
ヲ

二

莫
―

逆
ノ

之
友

一

示
シレ
テ

之
ヲ

、
索

ム二

其　
序

ヲ一

。
披

テレ

巻
ヲ

閲
スレ
ル
ニ

之
ヲ

、

言　
近
而シ

テ

指ム
ネ　

遠
ク

評
緻
而ニ

シ
テ

理　
明

ナ
リ

。
実

ニ
俳
―

諧
ノ

之
筌
―

蹄
論
―ノ
之
模
―

楷

也ナ
リ

。
於ア　

乎ヽ
、
人　
能

ク
弘

ムレ
ト
ハ

道
ヲ

者
、
豈

ニ
謂

フレ
カ

隣
ヲ

耶
。
矧　
又
以

テ二

六
―

義
ヲ一

、

箋
二―

解
ス

斯
ノ

　

道
ヲ一

。
是

レ
補

フ二

前
―

人
ノ

所
ヲ一

レ

未ル
タレ

備
ヘ

。
其　
功
不

二

亦　
大

ナ一
ラ

乎ヤ

。

可
レ
嘉

ツ
可

レ
尚

ス
矣
。
於

テレ

是
ニ

乎
書

ス
。」（
一
ウ
）

　

旹
ニ

寛
文
二
年
歳
次ヤ

ト
ル二

二
壬
寅

ニ一

春
三
月
下
澣

求
心
子
序
」（
二
オ
）

　
　
　

目　

録

第
一　

賦
物
之
事

第
二　

発
句
之
事　
本
歌
本
語
取
用
様

第
三　

発
句
本
意
之
事

第
四　

無
心
所
着
之
事

第
五　

歌
之
制
之
詞
之
事　
は
い
か
い
も
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一
一

第
六　

聞
発
句
之
事　
并
古
語

第
七　

詞
を
残
す
発
句
之
事

第
八　

切
字
之
事

第
九　

を
ま
は
し
の
発
句
之
事

第
十　

三
段
切
発
句
之
事

第
十
一　

は
ね
字
と
め
発
句
之
事

第
十
二　

大
廻
之
発
句
之
事

第
十
三　

脇
之
句
之
事	

」（
二
ウ
）

第
十
四　

第
三
之
事

第
十
五　

四
句
目
之
事

第
十
六　

五
句
目
之
事

第
十
七　

面
八
句
之
事　
同
九
句
目

第
十
八　

月
花
之
句
之
事

第
十
九　

呼
出
花
・
引
上
花
之
事

第
二
十　

句
数
之
事　
并
去
嫌

第
廿
一　

糸
遊
・
霞
・
長
閑
と
云
句
之
事

第
廿
二　

春
秋
之
両
字
添
季
持
句
之
事

第
廿
三　

つ
ゝ
と
ま
り
の
事

第
廿
四　

に
と
ま
り
の
事　
并
に
て
と
ま
り

第
廿
五　

て
に
を
は
の
事

第
廿
六　

故
事
用
や
う
の
事

第
廿
七　

親
句
疎
句
之
事	

」（
三
オ
）

第
廿
八　

篇
序
題
曲
流
之
事　
并
用
付
・
後
付

第
廿
九　

前
句
に
持
れ
前
句
を
借
句
之
事

第
三
十　

異
形
通
体　
并
四
手
付
之
事

第
三
十
一　

六
義
之
事

追
加　

書
物
題
号
之
事	

」（
三
ウ
）

　
　
　

小
式
凡
例

操
下―
摭

シ
テ

所
ノレ

近
キ二

耳
目

ニ一

之
句

ヲ上

、
以

テ
加

ル二

評
―

品
ヲ一

者
ノ
ハ

、
蓋

シ
欲

ス二

使メ
ン
ト

シ下
レ テ
人

ヲ

易
カ上

レ ラ
暁

シ二

其
ノ

　

意
ヲ一

也
。

解
ク
ニ

以
ス二
ル

俚
―

語
ヲ一

者
ノ
ハ

、
為

メ二
ニ

初
学

ノ一

設
ル二

記
―

誦
ノ

之
便

リ一
ヲ

耳ノ
ミ

。

往
―

ニ々
引

二―
用

ユ
愚
―

句
ヲ一

。
是

レ
似

タレ
リ

無
キ二
ニ

類
―

例
一
。
雖

トレ
モ

然
リ
ト

、
若

シ
人　
来

テ

問
フレ
ト
キ
ハ

之
、
則
再

セ
為

メレ
ナ
リ

開
―二
未

セ
ン
カ

其
ノ

余
―

蘊
ヲ一

也
。
非

ス二

敢
テ

自ミ

以
テ

為
ス一

レ ル
ニ

好
シ
ト

矣
。

摘
テ二

紅
―

梅
千
―

句
ニ

所
ノレ

載
ス
ル

貞
―

徳
―

翁
之
句

ヲ一

、
為ナ

シレ

批
ヲ

為ナ
スレ

判
ヲ

者
ノ
ハ

、
世
―

人

以
テ二

翁
ノ

之
句

ヲ一

知
テレ

為
ス二
ル
コ
ト
ヲ

模
―

範
ト一

而
、
偶く 

雖
トレ
モ

有
リ二

鄙
―

浅
ノ

之
句

一
、
不

レ

及
二
参
―

考
ス
ル
ニ

之
ヲ一

、」（
四
オ
）又
従

テ
而
師

トレ
ス

之
ヲ

。
故

ニ
愚
録

シ
テ

以
テ

救
フ二

流
―

俗

因
―

襲
ノ

之
弊

ヲ一

。
若

シ
援ト

ツ
テ二

余
―

子
ノ

之
述
―

作
ヲ一

、
論
―

弁
筆
―

削
ス
ル
ト
キ
ハ

、
則
恐

ク
ハ

為
ラ二
ン
コ
ト
ヲ

其
ノ

　

人
ノ

之
瑕
―

瑾
ト一

也
。
於

ケレ
ル
ト
キ
ハ

翁
ニ

則
何

ツ
減

ン二
ヤ

其
ノ

徳
―

輝
ヲ一

哉
。

嗜
ム二

誹
諧

ヲ一

之
徒
、
頃

ロ
倣

テレ

例
ニ

而
、
編

二―
輯

シ
発
句

ヲ一

、
成

シ二
テ

一
―

書
ト一

、
行

フ二

于

世
ニ一

。
有

リ二

可
ナ
ル

者
ノ一

、
有

二
不
―

可
ナ
ル

者
ノ一

。
後
―

学
択

テ二

善
ナ
ル

者
ノ一
ヲ

而
従

ヘレ

之
ニ

。

家
伝
耳
―

提
等

ノ
秘
―

蘊
不

ル二

略ホ
ヽ　

匿カ
ク
マ一

者
ノ
ハ

、
欲

ス二

与
レ
衆
共

ニ一
レ セ

ン
ト

之
ヲ

。

終	

」（
四
ウ
）

誹
諧
は
和
歌
の
一
体テ

イ

に
て
、
其
歌
は
『
古
今
集
』
に
起ヲ

コ

り
、
は
い
か
い
の
連
歌

は
宗サ

ウ

祇ギ

・
宗
長
の
時
よ
り
連
歌
の
追ツ

イ

加カ

な
ど
に
有
し
と
い
へ
ど
、
猶
、
百
匀イ

ン

・

千
句
と
首シ

ユ

尾ビ

せ
る
こ
と
は
、
山
崎
の
宗
鑑カ

ン

、
勢
州
の
守モ

リ
タ
ケ武

の
時
に
初ハ

シ
マり

、
貞
徳

の
世
に
ぞ
盛
に
は
成
て
、花
の
朝
、月
の
夕
に
も
此
会
を
催モ

ヨ
ヲし

け
る
と
な
ん
。猶
、

其
門
弟
立
圃
・
重
頼
・
西
武
・
正
章
・
季
吟
等
、
此
道
の
先セ

ン
ハ
イ輩

也
。
貞
徳
没ボ

ツ

し

給
ひ
て
こ
の
か
た
、
心
々
に
成ナ

リ
ワ
カ別

れ
、
宗サ

ウ

匠シ
ヤ
ウと

し
て
集
あ
ま
ざ
る
も
な
く
、

点テ
ン
ジ
ヤ者

と
し
て
人
之
事
。4

も
ど
き
云
出
ぬ
も
ま
れ
な
り
き
。
有
が
中
に
も
非ヒ

 
コ
ン言

の
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一
二

書シ
ヨ

は
」（
五
オ
）
正マ

サ
ノ
リ式

の
『
郡コ

ホ
リ
ヤ
マ山

』、
正マ

サ
ア
キ
リ章

の
『
ひ
む
ろ
も
り
』
に
初ハ

シ
マり

『
馬バ

鹿カ

集シ
フ

』
に
甚

ハ
ナ
ハ
タし

。
い
か
ん
ぞ
、
才
高
ふ
し
て
徳
ひ
く
き
。
や
つ
か
れ
、
今
初
心
の

為
に
句
の
抑ヨ

ク
ヤ
ウ揚

褒ハ
ウ
ヘ
ン貶

一
品
二
品シ

ナ

云
出
る
も
、
全

マ
ツ
タ
ク他

の
悪ア

シ

き
を
い
ひ
、
を
の
れ
が

善
に
ほ
こ
ら
ん
と
に
は
あ
ら
ず
。
其
故
は
余ヨ

人
の
句
の
上
を
以
て
難ナ

ン

じ
出
ず
。

や
つ
か
れ
今
一
両
句
お
も
は
し
か
ら
ざ
る
を
作
出
、其
我ワ

ガ

句
を
批ヒ

ハ
ン判

し
侍
る
也
。

若モ
シ

人
の
句
に
似ニ

た
る
も
あ
ら
ば
、
等ト

ウ
ル
イ類

也
と
見
の
が
し
給
ふ
べ
し
。
こ
れ
我ワ

ガ

心

な
り
。」（
五
ウ
）

　
　
　

○
第
一　

賦
物
之
事

連
歌
に
は
、「
山
」「
船
」「
人
」「
木
」「
路
」
や
ら
ん
を
五
ヶカ

と
い
ふ
也
。
其

外
、「
唐カ

ラ

」「
神カ

ミ

」「
垣カ

キ

」「
嵐
」「
袋フ

ク
ロ」

な
と
い
ひ
て
、
千
変ベ

ン
ハ
ン
ク
ワ

万
化
の
字
を
賦フ

す

る
を
小
賦フ

シ
モ
ノ物

と
云
也
。
た
と
へ
ば
、
発
句
に
「
山
」
と
云
字
あ
る
と
き
は
、

「
賦フ

ス
ナ
ニ
ミ
チ
レ
ン

何
路
連
歌
」
と
賦フ

す
也
。
此
心
は
何
と
云
字
が
謎ナ

ゾ

の
や
う
な
る
心
に
し
て
、

 

即
ス
ナ
ハ
チ

  「
山
路
」と
い
ふ
義
也
。
此
何
と
い
ふ
文
字
上
に
あ
る
を
、上ウ

ハ
フ賦

と
云
。
又
、

発
句
に
「
嵐
」
と
い
ふ
字
あ
る
時
は
、「
山
何
」
と
賦
す
。「
山
嵐
」
と
い
ふ
心

也
。
此
何
と
い
ふ
文
字
下
に
あ
る
を
下シ

タ
フ賦

と
い
ふ
也
。
猶
、
宗
伊
な
と
定
め
を

か
れ
た
る
『
賦
物
集
』
と
云
」（
六
オ
）
一
巻
有
。
ま
た
、「
二
字ジ

反ヘ
ン

音ヲ
ン

」
ト
ハ
、

発
句
に
「
花
」
と
い
ふ
字
あ
る
時
は
「
縄ナ

ハ

」
と
い
ふ
心
也
。「
夏
」
と
い
ふ
字

あ
る
時
は
「
綱ツ

ナ

」
と
い
ふ
義
也
。

「
一
字
露ロ

見ケ
ン

」　
「
香カ

」
は
「
蚊カ

」
な
り
。

「
三
字
中チ

ウ
リ
ヤ
ク

略
」　
「
菖ア

ヤ
メ蒲

」
は
「
雨
」
と
い
ふ
心
也
。

「
三
字
上
下
略
」「
五
字
中
三
字
略
」
な
と
も
此
心
な
る
へ
し
。
百
匀イ

ン

連
歌
に
は
、

大
か
た
な
き
事
也
。
千
句
な
ど
に
ま
ゝ
見
え
侍
る
。
又
、
発
句
に
「
嵐
」
と
い

ふ
字
と
「
道
」
と
云
字
あ
る
に
は
、「
山
」
と
い
ふ
字
は
賦フ

さ
ぬ
也
。「
山
嵐
」

と
云
や
ら
ん
。「
山
路
」と
い
ふ
や
覧
。ふ
た
か
た
に
通
て
、知
が
た
き
ゆ
へ
な
り
。

誹
諧
も
此
心
也
。
第
三
ま
で
に
通カ

ヨ

は
ぬ
」（
六
ウ
）
字
を
賦
す
る
也
。
た
れ
も

知
た
る
事
な
が
ら
、
初シ

ヨ
ガ
ク学

の
為
に
委

ク
ワ
シ
クし

る
し
侍
る
。
大
か
た
此
心
持
也
。
又
、

「
追ツ

イ
セ
ン善

之
連
歌
」「
経キ

ヤ
ウ

文モ
ン

之
連
歌
」「
夢ム

サ
ウ想

之
連
歌
」な
と
か
け
る
事
有
。
さ
れ
共
、

当タ
ウ
リ
ウ流

に
は
賦フ

シ
モ
ノ物

を
と
ら
ず
、た
「ゝ
誹
諧
之
連
歌
」と
五
字
に
て
は
し
書
す
る
也
。

　
　
　

○
第
二　

発
句
之
事  

本
歌
本
語
取
用
や
う

発
句
の
仕
立
や
う
は
さ
ま
〴
〵
の
師シ

デ
ン伝

し
な
〴
〵
の
工ク

フ
ウ夫

も
あ
る
事
な
れ
ば
、

い
づ
れ
を
さ
し
て
是
ぞ
と
云
出
ん
も
風
を
つ
な
く
類
な
る
べ
け
れ
ど
も
、
本
歌

を
と
る
事
、和
歌
・
連
歌
よ
り
も
有
法
な
れ
ば
、い
さ
ゝ
か
記シ

ル

し
侍
る
。」（
七
オ
）

恋コ
ヒ

・
雑ザ

ウ

の
歌
を
取
て
は
四
季
の
歌
を
読ヨ

ミ

、
四
季
の
歌
を
取
て
は
恋コ

ヒ

・
雑ザ

ウ

の
歌
を

読
事
、
つ
ね
の
事
也
。
月
の
歌
を
取
て
月
の
歌
を
詠エ

イ

し
、
花
の
歌
を
取
て
花
を

読
事
、
無
念
也
と
古
今
の
諚ヲ

キ
テな

り
。
は
い
か
い
も
此
心
な
り
。

契
り
け
ん
心
ぞ
つ
ら
き
織タ

ナ
バ
タ女

の
年
に
ひ
と
た
ひ
逢
は
あ
ふ
か
は

と
い
ふ
を
取
て
、

　
　

ち
き
り
け
ん
心
ぞ
つ
ら
き
餅モ

チ

つ
く
し	

則ノ
リ
ノ
フ常

心
は
明
也
。

思
へ
ど
も
人
め
づ
ゝ
み
の
高
け
れ
は
川
と
見
つ
ゝ
も
え
こ
そ
渡
ら
ね

と
云
を
取
て
近キ

ン
ダ
イ代

の
歌
に
、」（
七
ウ
）

五
月
雨
の
ふ
る
の
中
道
し
り
ぬ
れ
は
川
と
見
つ
ゝ
も
猶
渡
り
け
る

こ
れ
は
、
恋
の
歌
を
取
て
季
の
歌
に
読
な
し
て
、
其
心
も
新

ア
ラ
タ
シ
ク

聞
ゆ
る
也
。
又
、

上
の
句
に
読
た
る
詞
を
腰コ

シ

へ
や
り
、
下
の
句
に
な
し
、
又
、
下
の
句
を
上
の
句

に
成
し
て
読
も
不

ク
ル
シ
カ
ラ
ス

苦
。
又
、
其
歌
と
あ
ら
は
し
て
と
る
も
、
ひ
と
つ
の
法
也
。

た
ゞ
、
其
歌
を
と
れ
り
と
し
ら
せ
ず
し
て
取
を
、
絹キ

ヌ

を
盗ヌ

ス
ミて

染
て
着キ

た
る
心
也
、

と
先セ

ン
ダ
ツ達

深
く
に
く
み
侍
し
。

本
歌
本
語
を
用
て
心
を
添

ソ
ユ
ル

有
。

　
　

を
み
な
へ
し
た
と
は
ゞ
あ
は
の
内ナ

イ
シ侍

哉	

季
吟
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一
三

こ
れ
は
、
か
の
「
蒸ム

セ

る
粟ア

ハ

の
ご
と
し
」
と
い
へ
る
」（
八
オ
）
を
ふ
ま
へ
て
、

内ナ
イ
シ侍

と
云
そ
へ
た
る
此
句
の
作
意
な
り
。

月
に
な
け
同
じ
く
は
今
ほ
と
ゝ
き
す

こ
れ
は
、「
月
に
な
け
同
じ
雲
井
の
時
鳥
」
と
い
ふ
を
取
て
、
同
敷
は
今
と
い

へ
る
此
句
の
は
た
ら
き
也
。

月
見
れ
は
ち
ゞ
に
物
こ
そ
悲カ

ナ

し
け
れ
我
身
ひ
と
つ
の
秋
に
は
あ
ら
ね
と

と
い
ふ
を
と
り
て
、

詠ナ
カ

む
れ
ば
ち
ゞ
に
物
思
ふ
月
に
ま
た
我
身
ひ
と
つ
の
み
ね
の
秋
か
ぜ

	

長
明

こ
れ
は
、
彼
千
里
の
「
我
身
ひ
と
つ
の
秋
に
は
あ
ら
ね
ど
」
と
い
へ
る
に
あ
た

り
て
、
そ
の
「
詠
こ
し
月
に
ま
た
わ
が
身
ひ
」（
八
ウ
）
と
つ
の
秋
也
」
と
こ

た
へ
侍
る
也
。
こ
れ
ら
贈サ

ウ
ト
ウ答

の
格カ

ク

な
り
。

ま
た
、
法
橋
兼ケ

ン
ザ
イ載

の
句

ニ
、

　
　

ま
つ
人
に
た
ち
え
や
霞
む
宿
の
梅ウ

メ	

『
新
つ
く
ば
』

こ
れ
は
、彼
「
我ワ

カ
ヤ
ド宿

の
梅
の
立
え
や
見
え
つ
ら
ん
思
ひ
の
外
に
君
が
来
ま
せ
る
」

と
い
ふ
を
取
て
、
待
人
の
こ
ぬ
は
我
宿
の
梅
の
立
え
や
、
其
人
の
為
に
霞
み
つ

ら
ん
と
人
と
梅
と
を
恨ウ

ラ

み
、
心
を
打
か
へ
し
て
仕
立
給
へ
り
。
此
う
ち
か
へ
し

て
い
へ
る
に
て
、心
あ
た
ら
し
く
成
侍
也
。
か
や
う
な
る
も
ひ
と
つ
の
格カ

ク

な
り
。

又
、
声
を
か
り
、
余ヨ

の
も
の
に
云
た
て
、
或
は
秀
句
を
か
ぬ
る
も
有
。」（
九
オ
）

治
る
や
神ジ

ン

祇ギ

霊レ
イ

地ヂ

の
四
方
の
春

ま
た
愚
句
に
も
、

な
む
と
い
つ
は
味ア

チ

奇キ

妙メ
ウ

也
菊
の
酒

此
類ル

イ

も
「
ち
ぎ
り
け
ん
」
の
格
と
同
心
也
。
又
、
一
字
を
た
が
え
す
し
て
用
る

も
有
。
こ
れ
も
其
所
に
よ
り
て
用
や
う
、
心
を
各カ

ク

別ベ
ツ

に
し
て
用
る
也
。『
伊
勢

物
語
』
に
融ト

ヲ
ルの

大ヲ
ト臣ヽ

の
「
し
の
ぶ
も
ぢ
す
り
」
の
歌
を
女
の
返ヘ

ン
カ歌

に
用
た
る
、

此
心
也
。『
左サ

デ
ン伝

』
な
ど
に
も
詩シ

を
賦フ

す
と
云
て
、
古コ

シ詩
を
用
た
る
例レ

イ

有
。

あ
る
人
の
物
が
た
り
に
、

　
　
　
　
　

桜
を
見
て
、

い
に
し
へ
の
奈ナ

ラ良
の
み
や
此
八
重
桜゙

此
句
は
誹ハ

イ
ゴ
ン言

な
き
や
う
に
聞
ゆ
。
さ
れ
」（
九
ウ
）ど
も
、よ
く
は
云
ま
は
し
た
り
。

右
、本ホ

ン

歌カ

本ホ
ン

語ゴ

を
取
用
る
格
也
。さ
れ
共
、こ
れ
の
み
に
て
限カ

キ

る
ま
じ
き
事
な
り
。

大
か
た
此
理
を
以
て
、
古コ

ジ
ン人

の
句
を
お
ほ
く
見
れ
ば
、
心
は
自シ

ゼ
ン然

に
し
る
ゝ
也
。

定テ
イ
カ家

卿ケ
ウ
コ
ト
ハ

詞　

云
、「
和ワ

カ歌
ニ

無ナ
シ二

師シ
シ
ヤ
ウ匠

一
。
惟タ

ヽ
モ
ツ
テ

以
二

旧フ
ル
キ

歌ウ
タ
ヲ一

為ス
レ

師シ
ト

。
染ソ

メ
二

於

心コ
ヽ
ロ
ヲ

古コ
フ
ウ風

一
、
習ナ

ラ
ハ二

詞
コ
ト
ハ
ヲ

於
先セ

ン
タ
ツ達
ニ一

者ハ

、
誰タ

レ
ヒ
ト
カ

人  

不サ
ラ
ンレ

詠エ
イ

レ
之コ

レ
ヲ

哉ヤ

。」  

　
　
　

○
第
三　

発
句
本ホ

ン

意イ

之
事

秀
句
を
い
か
ほ
ど
よ
く
云
お
ほ
せ
た
り
と
い
へ
ど
も
、
其
本ホ

ン
イ意

た
が
ひ
た
る
は

き
ら
ひ
侍
也
。

か
へ
る
さ
は
思
ひ
き
ら
れ
ぬ
藤フ

ヂ

見
哉

藤
み
と
い
へ
る
秀
句
は
、
人
を
棄キ

シ市
す
る
」（
十
オ
）
わ
ざ
に
藤フ

チ

身ミ

と
い
へ
る

も
の
有
て
、
刃ヤ

イ
バも

や
す
ら
か
に
た
ゝ
す
き
ら
れ
ぬ
を
い
へ
る
に
や
。
庭
に
も
せ

よ
山
に
も
せ
よ
屠ト

所シ
ヨ
ニ

云
た
て
た
る
も
い
か
ゞ
に
や
、
是
の
み
も
か
ぎ
ら
ず
。

め
ぐ
り
く
る
年
も
羊ヒ

ツ
ジの

あ
ゆ
み
哉

ま
め
が
な
で
か
く
は
七シ

ツ
ホ歩

の
し
筆ヒ

ツ

哉

両
句
共
に
其
故コ

ジ事
を
あ
な
ぐ
る
時
は
、
不フ

キ
ツ吉

の
例レ

イ

也
。
聯レ

ン
グ句

な
ど
に
も
、

華ハ
ナ
グ
ル
マ乗

止ト
ヽ
ム二

黄ク
ワ
ウ
テ
フ蝶

一
と
い
ふ
対ツ

イ

に

藤フ
チ
ヅ
ナ綱

繋ツ
ナ
ク二

黒コ
ク
ギ
ウ牛
ヲ一

此
対ツ

イ
ジ字

は
能ヨ

ク

対ツ
イ

し
侍
れ
共
、
や
さ
し
き
黄ク

ワ
ウ
テ
フ蝶

に
む
く
つ
け
き
黒コ

ク
ギ
ウ牛

づ
な

（
マ
マ
）

 

き

あ
は
さ
ん
事
、
風フ

ゼ
イ情

お
も
は
し
」（
十
ウ
）
か
ら
ず
。
か
や
う
例レ

イ

も
あ
ま
た
有
、

ま
た
さ
の
み
ほ
む
ま
じ
き
花
を
事
々
敷
め
づ
る
も
ま
た
本
意
ち
が
ひ
侍
る
也
。

ま
し
て
愛ア

イ

す
る
も
の
を
さ
も
し
く
い
ひ
く
た
さ
ん
を
や
。
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一
四

あ
な
ゆ
か
し
鼠ネ

ヅ
ミの

ふ
ん
の
花
ざ
か
り

い
づ
れ
の
花
も
め
づ
る
歌
人
の
心
な
れ
共
、
や
ぶ
椿ツ

ハ
キの

花
、
さ
の
み
ゆ
か
し
か

る
べ
き
花
と
も
見
え
ず
。
も
し
又
、

あ
な
む
さ
し
鼠
の
ふ
ん
の
花
の
枝

と
せ
ば
花
へ
の
悪ア

ツ
コ
ウ口

な
る
べ
し
。と
か
く
発
句
は
人
の
聞
な
れ
ぬ
題ダ

イ

聞
に
く
し
。

此
比
の
発
句
帳
と
も
を
見
れ
ば
、草
や
ら
木
や
ら
ん
、聞
な
れ
ぬ
草
木
の
」（
十
一

オ
）
異イ

メ
ウ名

の
句
共
見
え
た
り
。
ま
た
き
ゝ
に
く
き
格カ

ク

有
。

衣
川
に
た
つ
や
弁ベ

ン
ケ
イ慶

が
柳
な
た

此
下
の
秀
句
、
柳
か
と
お
も
へ
は
長
刀
の
や
う
に
も
聞
え
、
長
刀
か
と
お
も
へ

ば
「
や
」
の
字
か
み
に
付
て
、風フ

ゼ
イ情

お
も
は
し
か
ら
ず
。
此
ゆ
き
や
う
の
句
作
、

新
敷
と
て
専セ

ン

に
す
る
初シ

ヨ
シ
ン心

有
。
点テ

ン

を
か
け
、
あ
ま
さ
へ
集
に
い
る
ゝ
撰セ

ン
シ
ヤ者

有
。

お
か
し
き
事
の
最サ

ウ
ジ
ヤ
ウ上

な
り
。
聞
に
く
さ
に
上
手
は
も
て
は
や
さ
ぬ
ゆ
へ
、
古
き

集
に
も
見
え
ぬ
を
、
め
づ
ら
し
き
事
か
と
思
ひ
て
す
る
な
る
べ
し
。
ま
た
、

接ツ
ギ
ア
シ足

で
花
の
枝エ

を
る
や
さ
く
ら
か
け
」（
十
一
ウ
）

此
句
も
同
じ
や
う
に
聞
に
く
き
中
に
も
、
そ
の
お
ら
る
ゝ
花
と
ふ
ま
え
て
お
る

器ウ
ツ
ハ
モ
ノ 

と
混コ

ン
ラ
ン乱

し
て
、
い
づ
れ
か
何イ

ヅ

れ
と
も
わ
け
も
な
く
侍
る
也
。
古
き
句
の
批

判
に
、雲

や
こ
け
ら
風
の
し
ら
ぐ
る
月
が
ん
な

此
句
も
、
し
ら
ぐ
る
う
つ
は
も
の
は
つ
き
が
ん
な
、
し
ら
げ
ら
る
ゝ
物
は
月

也
。
し
ら
ぐ
る
も
の
と
し
ら
け
ら
る
ゝ
も
の
、ひ
と
つ
な
り
て
わ
け
な
き
よ
し
、

 

最
モ
ツ
ト
モ

　

な
る
批ヒ

ハ
ン判

也
。
又
、此
比
の
時
鳥
の
発
句
共
を
見
れ
ば
、上
よ
り
「
ほ
と
ゝ

ぎ
」
と
云
つ
め
。4

と
ま
り
の
五イ

ツ
モ
ジ

文
字
の
は
じ
め
に
。4

「
す
」
と
云
出
せ
る
事
お

ほ
く
有
。
お
も
は
し
か
ら
ぬ
風フ

セ
イ情

也
。」（
十
二
オ
）

千セ
ン
キ
ン金

の
声
は
ほ
と
ゝ
ぎ
寸ス

白ハ
ク

哉

此
句
、
疝セ

ン
キ気

と
の
し
う
句
は
勿モ

チ
ロ
ン論

叶カ
ナ
ヒ

侍
れ
共
、
よ
く
吟ギ

ン

ず
る
程ホ

ト

、
時
鳥
が

寸ス
 
ハ
ク白

に
な
り
た
る
に
や
。
ま
た
題ダ

イ

を
取
侍
ら
は
「
寄ヨ

ス
ル二

寸ス

白ハ
ク
ニ一

時
鳥
」
と
や
い

ふ
べ
か
ら
ん
、
い
と
聞
に
く
し
。
ま
た
、

谷
ぞ
こ
に
な
く
や
ほ
と
ゝ
き
数ス

千チ
ン

丈ジ
ヤ
ウ

一
声
に
や
む
は
ほ
と
ゝ
ぎ
す
け
も
な
し

同
じ
や
う
に
聞
侍
れ
共
、
此
両
句
は
「
寸
白
」
と
は
雲ウ

ン
デ
イ泥

の
ち
が
ひ
有
。
此
間

に
あ
さ
か
ら
ぬ
心
こ
も
り
侍
る
也
。
誹
諧
の
み
に
も
限
ら
す
、
か
ん
な
の
文
章

に
も
此
心
有
也
。
あ
る
人
の
物
語
に
面

オ
モ
シ
ロ
キ白

対ツ
イ

と
て
、

　
　

弘ク
　
ゼ
イ誓

の
ふ
ね
の
舟フ

ナ
ウ
タ歌

牛ゴ

ヅ

メ

ツ

頭
馬
頭
の
」（
十
二
ウ
）
馬
か
た
ふ
し

『
傍ハ

ウ
ジ
ン
ノ
ナ
ン

人
難
』

ニ
云
、
弘ク

　
セ
イ誓

の
舟
の
舟フ

ナ
ウ
タ歌

も
、
も
と
な
き
事
と
い
へ
共
、
上
を
ま

く
ら
言コ

ト
バ葉

に
し
て
、
は
い
か
い
体
に
を
ゐ
て
、
尤
お
も
し
ろ
し
。「
牛ゴ

ヅ

メ

ヅ

頭
馬
頭

の
馬
か
た
ぶ
し
」、
一
向カ

ウ

不
　
　
イ
ハ
レ
ス
　

レ

謂
。「
馬
か
た
ふ
し
」
は
、
馬
を
を
ふ
も
の
歌
也
。

し
か
る
を
「
牛ゴ

ヅ

メ

ツ

頭
馬
頭
の
馬
か
た
ぶ
し
」
と
い
へ
る
は
、
馬
が
わ
れ
と
う
た
ふ

に
や
。
但
ま
た
、
此
鬼ヲ

ニ

は
冥メ

イ
ド途

に
て
馬
を
を
ふ
鬼
に
や
。
彼カ

ノ

『
毛ケ

フ
キ
ク
サ

吹
草
』
時ジ

ダ
イ代

の
「
は
と
ゝ
ぎ
す
」
な
ど
い
へ
る
。
五ゴ

音イ
ン

相サ
ウ

通ツ
ウ

の
発
句
共
を
正マ

サ
ノ
リ式

・
正
章ア

キ
ラの

非ヒ
 
ゴ
ン言

の
書
に
「
へ
た
と
ぎ
す
」
と
難ナ

ン

じ
、
追オ

ヒ

た
て
ら
れ
し
よ
り
い
づ
か
た
へ
鳴ナ

キ

て
行
つ
ら
ん
」（
十
三
オ
）「
よ
ど
ゝ
き
す
」
も
、
そ
れ
よ
り
後
の
集シ

フ

に
は
希マ

レ

也
。

『
郡
山
』『
ひ
む
ろ
森
』
の
両リ

ヨ
ウ
シ
ヨ書

は
、
こ
の
道
け
い
こ
せ
る
も
の
一
覧ラ

ン

し
て
俗ツ

ク
ナ
ン難

を
の
か
れ
ず
は
有
べ
か
ら
ざ
る
書
也
。
い
か
さ
ま
に
も
時
鳥
の
句
は
仕
が
た
き

も
の
に
や
。

　
　
　

○
第
四　

無ム

心シ
ン

所シ
ヨ

着ヂ
ヤ
クの

発
句
之
事

無
心
所
着
と
い
へ
る
は
、
和ワ

カ歌
よ
り
も
難ナ

ン

ぜ
る
事
也
。
其
有
様
、
心
を
着ツ

ク

る
所

な
し
と
て
一
首
に
し
か
と
し
た
る
体
な
き
也
。『
八ヤ

ク
モ
ノ雲

御ミ
シ
ヤ
ウ抄

』
ニ

云
、た
ゞ
、そ
ゞ

ろ
ご
と
な
り
。
あ
し
く
よ
め
ば
そ
の
す
が
た
と
も
な
き
も
の
な
り
。

わ
き
も
子
か
ひ
た
ひ
に
お
ふ
る
す
ぐ
ろ
く
の
こ
と
ひ
の
う
し
の
く
ら
の
う

へ
の
か
さ
」（
十
三
ウ
）

は
い
か
い
に
も
か
ゝ
る
句
の
み
多
し
。

花
は
ね
に
か
へ
る
の
声
や
さ
き
は
し
り
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一
五

足
引
の
山
さ
る
や
月
の
か
つ
ら
の
木

こ
れ
ら
の
句
い
ひ
か
け
の
み
に
心
を
入
て
、
何
を
い
へ
る
と
も
聞
え
ず
。
一
句

も
立
す
、
ま
し
て
平
句
な
ど
に
は
数
を
も
し
ら
ぬ
程
あ
れ
ど
も
、
前
句
に
ま
ぎ

れ
て
一
句
立
や
う
な
れ
は
、
誰タ

レ

も
気キ

を
付
ず
。
此
頃
は
殊

ニ
、
発
句
帳
共
多
く

板ハ
ン
コ
ウ行

有
。
其
集
共
を
見
る
に
発
句
の
部
立
を
も
し
ら
れ
ぬ
と
見
え
た
り
。
其
故

は
冬
の
衣
が
へ
の
句
を
も
夏
の
更カ

ウ
イ衣

の
部ブ

に
入
、
元
日
の
此
句
を
花
の
所
に
入

た
る
も
有
。
お
も
ふ
に
、
こ
れ
は
「
花
の
春
」
と
云
詞
を
見
誤ア

ヤ
マ
リて

撰セ
ン
ジ
ヤ者

句
の
」

（
十
四
オ
）
心
を
も
し
ら
れ
ぬ
な
る
べ
し
。
ま
し
て
、
散チ

ル
ハ
ナ花

・
咲サ

ク
ハ
ナ花

・
つ
ぼ
む

花
の
句
の
な
ら
べ
や
う
も
次シ

ダ
イ第

な
き
の
み
な
り
。
ま
た
、
発
句
帳
に
切
字
を
も

し
か
と
知
ぬ
や
う
な
る
口
つ
き
し
て
、
百
句
二
百
句
い
り
た
る
人
、
あ
ま
た

有
。
こ
れ
は
、
世
に
は
い
か
い
の
名
を
と
る
べ
き
為
に
や
、
い
と
不
審シ

ン

な
り
。

若
名
を
し
ら
る
べ
き
為
な
ら
は
、
一
句
二
句
に
て
も
よ
ろ
し
く
、
本
意
た
ゞ
し

き
句
を
せ
ら
る
べ
し
。
代
々
の
撰セ

ン
ジ
フ集

に
も
、
名
歌
一
首
二
首
入
て
後
世
に
名
を

残
し
た
る
た
め
し
多ヲ

ヽ

し
。
此
道
建コ

ン
リ
ウ立

の
為
な
れ
は
、
其
句
を
あ
け
て
一
々
巨コ

サ
イ細

に
批ヒ

ハ
ン判

し
た
き
物
な
れ
ど
、
句
を
指サ

ス

時
は
、」（
十
四
ウ
）
例
の
非
言
の
書
の
や

う
に
な
る
ゆ
へ
、ま
づ
あ
ら
か
た
の
格
を
あ
げ
侍
る
。
類
を
以
て
推ヲ

シ

給
ふ
べ
し
。

す
べ
て
、
其
身
其
徳
に
も
至
す
し
て
、
み
だ
り
に
発
句
帳
つ
く
る
人
多
し
。
其

撰セ
ン
シ
ヤ者

の
心
に
は
、
代
々
の
和
歌
の
撰セ

ン

者
と
ひ
と
し
き
や
う
に
も
お
も
は
る
へ
け

れ
ど
、
退

　
シ
リ
ソ
キ

て
見
る
時
は
、
下
心
さ
も
し
く
侍
る
歟
。

又
、
此
比
の
撰セ

ン
シ
フ集

に
、
貞テ

イ
ト
ク
ヲ
ウ

徳
翁
句
な
り
と
て
悪

　
ア
シ
キ

句
お
ほ
く
見
え
侍
る
。
大
か

た
は
、
貞テ

イ
ト
ク徳

へ
の
手タ

ム
ケ
グ
サ

向
草
也
と
い
へ
り
。
若
又
、
実ジ

ツ

に
貞テ

イ
ト
ク徳

句
也
と
も
、
撰
集

と
い
へ
る
か
ら
は
、
よ
ろ
し
か
ら
ざ
る
句
は
入
ら
る
ま
じ
き
事
也
。
愚グ

 
ス
イ推

を
め

ぐ
ら
し
」（
十
五
オ
）
侍
に
、
貞テ

イ

徳
は
名
高
き
人
な
れ
は
、
此
集
に
は
貞
徳
の
句

も
あ
ま
た
有
と
、
初
心
に
お
も
は
せ
て
、
其
発
句
帳
の
面メ

イ
ボ
ク目

に
せ
ら
る
ゝ
と
見

え
た
り
。
貞
徳
名
人
た
り
と
い
ふ
共
、
云
出
さ
る
ゝ
句
毎ゴ

ト

に
名
句
も
あ
る
ま
じ

き
事
な
り
。
又
、
人
の
発
句
望
め
る
時
、
我
も
お
も
は
し
か
ら
ず
は
、
知
な
が

ら
其
座
の
興
ま
で
に
云
出
す
事
も
有
事
な
る
を
、
そ
れ
を
貞
徳
の
句
と
だ
に
い

へ
ば
、
吟
味
も
な
く
て
集
に
入
ら
る
ゝ
を
、
初
心
の
と
も
が
ら
、
貞
徳
の
句
に

も
か
ゝ
る
句
有
と
て
手
本
に
す
る
、
せ
ん
か
た
な
き
事
共
也
。
貞
徳
心
あ
ら
ば

草
の
か
げ
」（
十
五
ウ
）
に
て
、
い
か
ば
か
り
か
な
し
ま
れ
ん
。
孔
子
・
老
子
・

釈シ
ヤ
カ迦

な
ど
の
詞コ

ト
ハは

云
出
さ
る
ゝ
毎
に
、
皆
金キ

ン
ゲ
ン言

也
。
そ
れ
は
世
を
同
じ
う
し
て

か
た
る
事
に
も
あ
ら
ず
。
貞
徳
の
事
は
い
へ
る
も
愚ヲ

ロ
カ、

唯タ
ヽ
イ
マ今

定
家
卿
の
幽ユ

ウ
レ
イ霊

也

と
名
の
り
て
云
出
る
と
も
、
其
名
に
迷
て
は
悦ヨ

ロ
コぶ

ま
じ
。
ま
た
、
三サ

ン
サ
イ歳

の
童ト

ウ
ジ子

な
り
と
も
、其
詞コ

ト
ハの

よ
ろ
し
き
に
は
心シ

ン
フ
ク服

し
侍
ら
ん
と
お
も
ふ
も
ま
た
我
心
也
。

　
　
　

○
第
五　

歌
の
制セ
イ

の
詞
之
事　
は
い
か
い
も

歌
の
読ヨ

ミ

か
た
に
制セ

イ

の
詞
と
い
へ
る
事
有
。
こ
れ
は
、
古
人
の
云
出
し
た
る
事

を
一
句
に
て
も
と
ら
ぬ
を
し
へ
也
。
其
故
は
古
人
此
詞
に
粉フ

ン
コ
ツ骨

し
た
る
詞
也
。」

（
十
六
オ
）

月
や
あ
ら
ぬ　
春
や
む
か
し　

霞
か
ね
た
る

ほ
の
〳
〵
と
あ
か
し
の
う
ら

な
と
い
へ
る
言
詞
也
。
か
や
う
の
歌
を
集
め
た
る
制セ

イ

の
言コ

ト
ハと

て
一
冊
有
。
あ
る

が
中
に
も
家カ

隆リ
ウ

の
歌
お
ほ
し
。
さ
れ
と
も
、
此
一
冊
に
は
限
る
べ
か
ら
ず
。
近キ

ン

代
の
歌
な
り
と
も
、
作
者
の
ふ
か
く
思
入
た
る
詞
は
と
ら
ぬ
か
よ
き
也
。

ま
た
、
幾
度
に
て
も
よ
め
る
詞
有
。

久
か
た
の
月　
　

を
し
て
る
や
難ナ

ニ
ハ波

あ
し
引
の
山
時
鳥
の
類
こ
れ
な
り

同
じ
古
人
の
歌
な
が
ら
「
足ア

シ
ヒ
キ引

の
山
鳥
」
は
ま
く
ら
詞
也
。
そ
れ
ゆ
へ
幾
度
読

て
も
く
る
し
か
ら
ず
。「
ほ
の
〳
〵
と
あ
か
し
」
の
」（
十
六
ウ
）
歌
は
人
丸
ふ

か
く
思
入
め
づ
ら
し
き
景ケ

イ

気
を
つ
ら
ね
し
故
也
。
か
や
う
の
詞
を
主ヌ

シ

有
詞
と
い

へ
り
。

此
心
、
誹
諧
に
も
有
。

霞
を　
　
　
　
　

衣
に
た
と
へ
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一
六

夕
立
を　
　
　
　

太
刀
に
取
な
を
し

色
葉
を　
　
　
　

い
ろ
は
に
云
な
ら
ひ

霜
を　
　
　
　
　

柱ハ
シ
ラに

け
づ
り
な
す
類

千
度
、
百
度
、
云
出
る
と
も
。
新

ア
タ
ラ

敷シ
キ

一ヒ
ト
コ
ト言

を
だ
に
加ク

ハ

へ
ば
、
人
の
句
を
盗
め
る

と
も
い
は
れ
ず
。
等
類
と
も
難
じ
が
た
し
。
又
、
主ヌ

シ

あ
る
詞
を
発
句
に
と
る
事

は
申
に
不
及
。
平
句
に
も
せ
ま
じ
き
事
也
。
主ヌ

シ

あ
る
詞
と
は
、

稀
に
逢ア

フ

夜
は
ま
ん
丸
に
ね
も
せ
い
て
」（
十
七
オ
）

　
　

玉
子
の
お
や
が
い
そ
く
衣キ

ヌ
く々	

貞
徳

ま
虫
の
さ
た
は
お
か
し
ま
せ
と
よ

　
　

見
る
も
に
く
へ
の
字
戴イ

タ
ヽ
クヨ

入
道	

季
吟

い
か
さ
ま
に
盗
な
ら
ん
下
心

か
き
そ
こ
な
へ
る
恣

ホ
シ
イ
マ
ヽの

字

か
や
う
の
類
あ
け
て
か
そ
ふ
へ
か
ら
ず
。
何
は
何
に
似
た
る
と
見
た
て
、
そ
れ

は
そ
れ
な
る
か
と
取
な
し
、
景
気
を
詠
め
、
感カ

ン

を
催モ

ヨ
ヲし

、
謎ナ

ソ

の
心
を
云
め
ぐ
ら

し
、
文モ

字
の
上
に
つ
き
て
仕
立
な
と
、
際サ

イ
ゲ
ン限

も
な
き
事
な
れ
は
、
句
を
引
例
を

あ
ぐ
る
に
及
は
す
。

　
　
　

○
第
六　

き
ゝ
発
句
之
事

や
み
の
夜
は
松
原
ば
か
り
月
夜
哉
」（
十
七
ウ
）

　
　

涼
風
は
川
は
た
斗
あ
つ
さ
哉	

一
重

五
月
雨
は
山
路
斗
や
水
ひ
た
し

右
、
や
み
の
夜
は
松
ば
ら
斗
に
て
残
る
世
界
は
皆
月
夜
也
と
、
松
原
の
し
げ
り

た
る
と
月
の
光ヒ

カ
リの

明
ア
キ
ラ
カな

る
と
を
云
た
て
た
る
也
。
残
二
句
も
此
心
を
以
て
聞
は

明
也
。
其
外
、

か
い
で
見
よ
何
の
香
も
な
し
梅
の
花

此
花
に
が

（
マ
マ
）き

く
ら
ぶ
れ
は
万ハ

ン
ク
ワ花

香
な
し
と
也
。

し
ら
鷺
の
巣
だ
ち
の
後
は
か
ら
す
哉

巣
が
か
ら
に
な
る
と
也
。

二
人
行
ひ
と
り
は
ぬ
れ
ぬ
し
ぐ
れ
哉

二
人
な
が
ら
ぬ
る
ゝ
と
い
ふ
心
也
、
と
古
来
聞
来
れ
り
。
更
に
今
一
説
有
。」

（
十
八
オ
）
は
い
か
い
の
み
に
も
か
き
ら
す
唐

モ
ロ
コ
シに

も
、

飛ヒ
 
テ
フ鳥

顥カ
ケ

不ス

動ウ
コ
カ

と
ぶ
鳥
の
影
は
動
す
、
其
と
ふ
鳥
の
実シ

ツ

の
姿ス

カ
タか

動
け
は
影カ

ケ

は
随
ふ
と
也
。

鶏
ニ
ハ
ト
リ

ニ
有ア

リ
二
三
足ソ

ク
一　

卵
カ
イ
コ
ニ

有ア
リ

レ
毛ケ

鶏ト
リ

の
見
え
た
る
所
の
足
は
二
つ
に
て
、
其
ゆ
か
ん
と
思
ふ
心
の
足
共
に
は
三
つ

也
。
玉
子
か
へ
り
て
後
、
く
ろ
き
鳥
の
子
は
く
ろ
く
、
し
ろ
き
鳥
の
子
は
白
く

な
れ
は
、
か
い
こ
の
内
よ
り
も
毛ケ

有
と
な
り
。
禅セ

ン
ケ家

の
学カ

ク
シ
ヤ者

の
心
を
勘カ

ン
ベ
ン弁

す
る

語ゴ

な
と
に
あ
ま
た
有
事
也
。
か
や
う
の
事
よ
り
工
夫フ

ウ
シ仕

習
て
も
、
従
浅
入
深
の

道
理
な
れ
ば
、
真マ

コ
トの

道
に
も
以
た
る
と
也
。」（
十
八
ウ
）

　
　
　

○
第
七　

詞
を
の
こ
す
発
句
の
事

千
代
も
見
ん
丁テ

イ
コ固

か
夢ユ

メ

を
春
の
門

こ
の
心
は
、
丁
固
ゆ
め
に
腹
の
上
に
松
生
た
り
と
見
た
り
し
を
恠ア

ヤ
シみ

、
人
に
語

カ
タ
リ

け
れ
ば
、
松
は
十
八
公
と
か
く
な
れ
ば
、
十
八
年
の
後
、
公コ

ウ

の
位ク

ラ
ヰに

の
ほ
り
給

ふ
べ
し
と
円

ユ
メ
ア
ハ
セ 

せ
し
か
ば
、
後
、
其
こ
と
く
あ
り
し
。
其
故コ

シ事
を
以
て
千
代
も

へ
ん
と
云
。
春
の
門
と
い
へ
る
に
て
松
と
い
ふ
事
を
言イ

ハ

す
し
て
、
言ケ

ン
グ
ワ
イ外

に
あ
ら

は
し
た
り
。

　
　

星
祭
る
香
の
煙
や
蚤ノ

ミ

の
い
き	

季
吟

こ
れ
は
、
世セ

ワ話
に
「
の
み
の
い
き
天
へ
の
ぼ
る
」
と
い
ふ
を
以
て
、
七
夕
ま
つ

る
香
の
煙
も
」（
十
九
オ
）
天
に
の
ぼ
る
と
い
ふ
事
を
云
ま
は
し
た
る
也
。
彼カ

ノ

在サ
イ
 
チ
ウ
ジ
ヤ
ウ

中
将
の
、「
我
身
ひ
と
つ
は
も
と
の
身
に
し
て
」
と
云
は
な
ち
て
、
二
条
の

后
は
ま
し
ま
さ
ぬ
と
い
ふ
事
を
言ゲ

ン
グ
ワ
イ外

に
も
た
せ
た
る
と
、
事
こ
そ
か
は
れ
、
大
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一
七

か
た
心
通カ

ヨ

ひ
侍
る
也
。

右
二
句
の
類ル

イ

、
初
心
の
な
ら
ぬ
句
体
也
。
す
へ
て
宗
匠
と
あ
か
め
、
師
と
頼
み

侍
る
に
も
、
目
き
ゝ
有
べ
き
事
也
。
年
ば
か
り
よ
り
て
、
我
は
誰タ

レ

が
口ク

 
テ
ン伝

を
う

け
、
我
は
誰
が
門モ

ン
テ
イ弟

な
り
と
、
我ワ

カ

師シ

を
鼻ハ

ナ

に
あ
て
ゝ
、
自シ

マ
ン慢

せ
ら
る
れ
と
、
常ツ

ネ

の
句
の
仕
立
や
う
・
付
は
だ
へ
な
と
し
ら
ざ
る
人
は
う
け
ら
れ
侍
ら
す
。
我
さ

へ
」（
十
九
ウ
）
不フ

 
カ
ン堪

に
て
人
を
堪カ

ン
ノ
ウ能

に
す
る
と
い
ふ
道タ

ウ
リ理

、
努ユ

メ
く々

有
べ
か
ら

ず
。
た
ま
〳
〵
爰
や
か
し
こ
の
懐
帋
を
見
る
に
も
、
つ
け
は
だ
へ
の
味
、
一
句

の
賓ヒ

ン
シ
ユ主

の
差シ

ヤ
ヘ
ツ別

あ
る
は
、
ま
れ
な
る
か
と
覚
え
た
り
。
賓ヒ

ン
シ
ユ主

の
事
も
次ツ

イ
テに

し
る

し
侍
る
べ
し
。
た
と
へ
ば
、「
松マ

ツ

の
雪
」
と
い
ふ
時
は
、「
松
」
は
主シ

ユ

に
て
「
雪
」

賓ヒ
ン

也
。
客

キ
ヤ
ク

也
。
又
、「
宿
の
秋
」、「
秋
の
宿
」
な
ど
い
ふ
も
此
心
持
也
。
前
句

の
肌ハ

タ

に
よ
り
て
味ア

チ

有
事
也
。
つ
ら
に
く
き
事
い
ふ
と
お
ぼ
し
め
し
候
は
ん
づ
れ

共
、
此
書
を
御
覧
し
て
五
年
十
年
合カ

点テ
ン

ゆ
か
ぬ
事
を
も
、
一
い
ろ
二
い
ろ
に
て

も
得ト

ク
シ
ン心

せ
ら
れ
し
方
々
も
」（
二
十
オ
）
有
へ
し
。
さ
れ
と
も
、
人
の
心
す
な

を
な
ら
ね
は
、
一
品
二
品シ

ナ

の
理
を
も
初
て
知シ

ラ

れ
し
人
、
其
得エ

た
る
所
の
悦

ヨ
ロ
コ
ヒは

忘ワ
ス（
マ
マ
）

て
、
我ワ

カ

利リ

口コ
ウ

発ハ
ツ

明メ
イ

の
や
う
に
も
て
な
し
、
あ
る
は
、
む
か
し
よ
り
心
得
た
る

顔
ぶ
り
に
て
、か
へ
つ
て
と
り
〳
〵
に
あ
ざ
け
ら
れ
ん
初シ

ヨ
シ
ン心

も
あ
る
へ
け
れ
ど
、

我
は
も
と
よ
り
我
一
人
の
為
に
せ
ず
、
な
べ
て
の
為
な
れ
は
、
其
義
を
も
か
へ

り
見
す
、
あ
ら
か
た
の
事
は
書
あ
ら
は
し
侍
る
。
猶
、
委
事
は
し
ば
ら
く
口
伝

に
の
こ
し
侍
る
。

　
　
　

○
第
八　

切
字
之
事

発
句
に
は
、
ま
づ
切
字
と
云
物
な
く
」（
二
十
ウ
）
て
は
叶
は
ぬ
也
。
猶
、
其
子

細
有
。哉カ

ナ

・
所モ

ガ
ナ願

・
が
も
な
「
も
が
な
」
と
同
じ
心
也
。「
も
」
は
休
め
字
。

が
な
同

け
り
・
ぞ
・
や
・
か
・
つ
・
き
・
を
事
は
次
に
し
る
す
。

し
む
か
ふ
「
し
」
は
き
れ
字
。
過
去
の
「
し
」
は
切
に
な
ら
す
。

ぬ
「
を
は
ん
ぬ
」
は
き
れ
字
。「
不
の
ぬ
」
に
て
は
き
れ
す
。

い
く
・
い
づ
ら
・
い
つ
こ
・
い
づ
れ
・
い
か
で
・
と
れ
・
ど
ち
・
何

　
　

か
や
う
の
う
た
が
ひ
の
詞
い
つ
れ
も
切
字
也
。

い
さ
・
た
れ
・
た
り
・
め
り
・
け
れ
・
け
り
・
な
り

　
　

か
や
う
に
「
り
」
と
と
ま
り
た
る
詞

も
な
し
・
は
な
し
・
こ
そ
・
ら
し
・
ら
ん

此
外
に
も
、
あ
ま
た
侍
れ
ど
、
大
か
た
此
心
持
也
。

ま
た
、
下
知
の
詞
の
類

花
に
く
め
・
月
に
な
け
・
ち
ら
せ
・
ふ
く
な

な
と
い
へ
る
詞
、
き
り
も
な
し
。

右
の
切
字　

哉
・
も
が
な
・
は
な
し
・
も
な
し
」（
二
十
一
オ
）

な
と
の
外
、
大
か
た
と
ま
り
に
は
せ
ぬ
、
可カ

也
。

な
り
と
ま
り
・
け
り
と
ま
り
、
な
と

又
、上
に
下ゲ

ヂ知
し
て
下
に
「
哉カ

ナ

」
と
と
め
、上
に
「
こ
そ
」
と
云
て
、下
に
「
哉
」

と
な
る
事
、
宗
匠゙
わ

（
マ
マ
）

 

さ
也
。
仕
立
や
う
心
持
有
。

　
　
　

○
第
九　

を
ま
は
し
の
発
句
之
事

花
さ
か
ぬ
草
木
も
あ
る
を
石
の
竹

ど
ん
ぐ
り
の
木
さ
へ
も
あ
る
を
利リ

根コ
ン

草ソ
ウ

こ
の
仕
立
や
う
は
上
に
「
さ
へ
」
と
い
ひ
て
、
下
に
「
を
」
と
抑ヲ

サ
ヘ

侍
る
也
。
句

の
心
は
、
花
さ
か
ぬ
草
木
さ
へ
あ
る
を
、
こ
の
石
の
竹
の
花
さ
く
は
奇キ

 
メ
ウ妙

也
と
、

石
や
竹
に
は
花
さ
か
ぬ
も
の
な
る
を
、
と
い
ふ
心
に
仕
た
て
た
る
也
。
も
の
二

つ
を
く
ら
べ
い
へ
る
に
て
心
自シ

 
ゼ
ン然

に
切
る
也
。」（
二
十
一
ウ
）「
を
」
の
字
を
切

字
の
所
に
出
し
侍
れ
ば
、
常
の
「
て
に
を
は
」
の
「
を
」
の
字
に
て
も
切
字
に

な
る
か
と
お
も
ひ
あ
や
ま
り
、
又
、
古
人
の
二
の
句
の
と
ま
り
に
「
を
」
の
字
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一
八

を
す
へ
た
る
を
見
て
、
切
字
か
と
思
ふ
人
有
故
に
、
こ
れ
も
ひ
と
つ
の
口
伝
に

て
侍
れ
共
、
爰
に
し
る
し
侍
る
也
。
た
と
へ
は
、

白
雲
と
花
さ
く
木
々
を
み
ね
の
景

か
や
う
な
る
は
、
切
字
に
て
は
な
く
侍
る
。
又
、
も
の
ふ
た
つ
く
ら
べ
ず
し
て

も
切
る
有
。
こ
ゝ
に
一
両
句
あ
げ
侍
る
。
其
格
は
口
伝
の
こ
し
侍
る
。

　
　

霜
に
た
え
し
み
さ
ほ
も
あ
る
を
雪
の
松	

美
州
住

　
　

を
し
か
り
し
春
さ
へ
あ
る
を
年
の
暮	

愚
句
」（
二
十
二
オ
）

ま
た
、
祖ソ

 
ハ
ク白

の
句
に
、

　
　
　
　

暁
か
た
雨
は
れ
た
る
元
日
に

来
る
春
は
さ
は
ら
ぬ
物
を
よ
る
の
雨

此
句
は
彼
「
く
る
春
は
八
重
む
ぐ
ら
に
も
さ
は
ら
ざ
り
け
り
」
と
い
へ
る
を
下

心
に
持
て
、
雨
の
暁
は
れ
た
る
を
云
め
ぐ
ら
し
侍
る
に
や
。
其
隠イ

ン

者シ
ヤ

の
身
の
程ホ

ド

を
お
も
へ
ば
一
入
珍
重
な
る
に
や
。
こ
れ
ら
や
、
を
ま
は
し
の
発
句
の
手
本
な

る
へ
し
。

　
　
　

○
第
十　

三
だ
ん
切
発
句
之
事

　
　

花
は
ひ
も
柳
は
髪
を
と
き
つ
風

　
　

織
女
は
だ
て
の
薄ウ

ス

ぎ
り
雲
の
帯	
則
常

　
　
　

○
第
十
一　

は
ね
字
ど
め
発
句
之
事
」（
二
十
二
ウ
）

　
　

名
ぞ
高
き
月
や
桂
を
折
つ
ら
ん

　
　

歌
も
な
し
花
や
め
い
ぼ
く
な
か
る
ら
ん	

季
吟

　
　
　

○
第
十
二　

大
ま
は
し
の
発
句
之
事

　
　

あ
な
た
ふ
と
春
日
の
み
が
く
玉
つ
島

　
　

花
さ
か
ぬ
身
は
は
く
斗
犬
ざ
く
ら	

元
隣

右
三
色
の
発
句
、
甚ジ

ン

深く
の
口ク

 
デ
ン伝

あ
る
事
に
て
、
其
道
の
堪
能
な
ら
ず
し
て
は
、

た
と
ひ
仕
立
や
う
し
る
と
い
へ
ど
も
、
つ
か
う
ま
つ
ら
ざ
る
事
、
道
の
法
な
り
。

や
つ
か
れ
一
句
仕
し
も
僣セ

ン

踰エ

の
罪ツ

ミ

の
が
る
ゝ
に
所
な
け
れ
と
、
と
て
も
せ
し
事

な
れ
ば
書
付
侍
し
。

宗
養
よ
り
伝
受
の
書
に
云
、

　
　
　
　

永
享
年
中
北
野
万
句	

御
所
様
御
句
」（
二
十
三
オ
）

み
づ
か
き
の
ふ
り
て
久
し
く
松
の
雪

と
、
あ
そ
ば
し
候
を
、
梵
灯
庵
主
宗
匠
に
て
、
是
は
「
久
し
き
」
と
御
沙
汰
候

は
ゝ
珍
重
の
御
句
た
る
へ
き
を
、
大
廻
無

二

御
存
知

一

ゆ
へ
、
と
申
さ
れ
し
を

き
こ
し
め
し
、
し
か
ら
ば
引
な
を
し
て
こ
そ
侍
ら
め
と
、
御
機
色
あ
し
か
り
け

れ
ば
、
都
の
住
居
か
な
は
ず
し
て
す
る
が
の
か
た
は
ら
と
侍
し
と
也
。
其
外
、

二
字
切キ

レ

・
三
字
切
な
と
い
へ
る
発
句
の
仕
立
や
う
有
事
也
。
ま
た
、
恋
の
発
句

に
心
持
有
事
也
。

　
　
　

○
第
十
三　

脇
の
句
の
事

ま
づ
、
脇
は
発
句
に
随

シ
タ
カ
ヒて

時ジ
 
セ
ツ節

た
」（
二
十
三
ウ
）
が
ひ
な
き
や
う
に
打
そ
ひ
、

付
た
る
よ
し
。
其
上
、
月
・
雪
・
宿
、
或
は
、
草
木
・
鳥
・
獣ケ

モ
ノの

名
な
と
、
又
、「
比
」

と
い
ふ
字
に
て
と
む
る
、
つ
ね
の
事
也
。「
涼
し
さ
」「
長
閑
さ
」
な
と
と
む
る

事
も
自シ

 
ゼ
ン然

に
有
。
世
俗ゾ

ク

に
も
い
へ
る
や
う
に
、
発
句
は
客キ

ヤ
ク
シ
ン人

、
脇
は
亭テ

イ
シ
ユ主

、
第

三
は
相

シ
ヤ
ウ
バ
ン伴

人
な
れ
ば
、
ま
つ
亭
主
脇
は
、
客
人
発
句
の
御
意イ

に
そ
む
か
ぬ
や

う
に
と
心
得
た
る
、
よ
き
也
。
時ジ

 
セ
ツ節

を
た
が
え
ぬ
、
一
つ
の
法
也
。
時
節
を
た

が
え
ぬ
と
は
、
同
じ
春
に
て
も
三
ケ
月
に
わ
か
ち
、
一
月
の
う
ち
に
て
も
、
上
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一
九

旬シ
ユ
ン・

中
旬
・
下
旬
と
分
ち
侍
る
。
同
じ
時
節
と
」（
二
十
四
オ
）
い
ひ
な
が
ら
、

霞
な
ど
の
や
う
に
春
三ミ

月ツ
キ

に
渡
る
も
の
有
。
さ
れ
ど
、
霞
に
も
う
す
き
・
こ
き
、

時
節
の
景
気
あ
り
。
忠タ

ヽ
ミ
ネ峰

の「
い
ふ
ば
か
り
に
や
み
よ
し
の
ゝ
山
も
か
す
み
て
」

と
よ
ま
れ
し
は
、
元
日
の
霞
也
。
此
「
い
ふ
ば
か
り
」
と
い
へ
る
に
、
深
き
心

有
事
也
。
元
日
の
句
・
立
秋
の
句
な
ど
、
一
日
に
か
き
る
時
節
也
。
同
し
上
旬

の
う
ち
な
か
ら
、
元
日
の
句
に
白ア

ヲ
ム
マ馬

の
節セ

チ

会エ

の
う
は
さ
も
、
脇
に
時
節
ち
が
ひ

也
。
立
秋
の
句
に
七
夕
の
道ダ

ウ

具グ

付
た
る
も
、
其
心
な
り
。
此
心
持
肝カ

ン
ヨ
ウ要

な
り
。

其
故
に
取
な
し
、か
つ
て
せ
ぬ
事
也
。
詩
の
法
に
起キ

ジ
ヤ
ウ
テ
ン
ガ
ウ

承
転
合
と
て
」（
二
十
四
ウ
）

一
の
句
に
て
心
を
起ヲ

コ

し
、
二
の
句
に
て
其
心
を
承ウ

ケ

、
三
の
句
に
て
転テ

ン

じ
、
末ス

エ

の

句
に
て
惣
の
心
を
合
す
る
事
有
、
発
句
・
脇ワ

キ

・
第
三
も
起キ

ジ
ヤ
ウ
テ
ン

承
転
の
心
に
来
る
、

能ヨ
ク

候
。
第
三
は
も
と
よ
り
相

シ
ヤ
ウ
ハ
ン伴

人
に
た
と
へ
侍
れ
は
、
か
け
は
な
れ
た
る
、
よ

く
侍
る
。
其
故
に
取
な
し
も
仕
候
。
紹
巴
法
橋
よ
り
玄
仍
へ
つ
か
は
さ
れ
た
る

書
に
、
脇
に
五
つ
の
法
有
。

一
ニ
ハ  

相ア
ヒ
タ
イ対

、　

二　

打ウ
チ
ソ
ヘ添

、　

三　

違チ
カ
ヒ
ツ
ケ附

、

四　

 

心
付
、　

五　

比コ
ロ
ド
マ
リ

留

本
歌
・
本
語
、
或

ア
ル
ヒ
ハ

世セ

ワ話
な
ど
に
本
づ
き
仕
立
た
る
句
の
脇
は
、
大
か
た
其
発

句
に
云
の
こ
し
た
る
詞
を
取
て
仕
也
。」（
二
十
五
オ
）
猶
、
其
発
句
に
よ
り
て

そ
の
云
の
こ
さ
ぬ
言
葉
を
と
ら
ぬ
事
有
。
い
さ
ゝ
か
口
伝
。
又
、
大
小
の
脇
な

ど
い
へ
る
事
有
。
貞
徳
老
よ
り
の
口
伝
な
り
。

　
　
　

○
第
十
四　

第
三
の
句
の
事

ま
つ
、
第
三
は
、「
て
と
め
」「
ら
ん
と
め
」、
な
べ
て
の
事
也
。
其
様
子
に
よ

り
て
、「
に
」
と
も
「
も
な
し
」
と
も
と
む
る
也
。
貞
徳
の
第
三
に
、

春
の
末
天
下
に
名
あ
る
時
鳥

と
、
と
め
ら
れ
た
る
事
有
。
か
や
う
の
と
め
や
う
、
百
匀イ

ン

誹
諧
に
は
な
き
事
也
。

「
に
」と
と
め「
も
な
し
」と
と
む
る
事
、勿
論
習
あ
る
事
な
れ
は
、師シ

伝
」（
二
十
五

ウ
）
な
き
人
は
え
せ
ぬ
事
と
云
な
か
ら
、
又
、
其
習
を
得
れ
ば
別
の
事
も
な
き

事
也
。
か
や
う
の
曲
は
常
に
せ
ぬ
事
也
。
た
ゝ
、「
て
と
め
」「
ら
ん
ど
め
」
の

第
三
に
、
た
け
高
く
、
景ケ

イ
キ気

う
つ
り
、
思
ひ
入
ふ
か
く
第
三
め
き
て
聞
ゆ
る
に

あ
さ
か
ら
ぬ
口
伝
も
工
夫
も
あ
る
事
也
。
惣
し
て
物
の
上
手
は
、
さ
し
た
る
事

も
な
き
事
を
つ
ゐ
で
お
も
し
ろ
く
し
出
し
侍
る
也
。
此
こ
と
諸シ

ヨ
ケ
イ芸

の
上
に
渡
り

侍
へ
し
。
不
審シ

ン

に
お
ほ
し
め
す
人
々
は
、
な
に
に
て
も
一
か
た
の
名
人
に
御
た

づ
ね
あ
る
べ
し
。

　
　

梅
の
花
み
に
こ
そ
き
つ
れ
雪
を
は
き
て	

可
全
」（
二
十
六
オ
）

　
　

御ヨ

所シ
ヨ

車
花
に
く
る
〳
〵
み
す
巻マ

キ

て	

梅
信

　
　

に
く
や
風
花
と
知
て
そ
吹
ぬ
ら
ん	

昌
珎

　
　

後
々
も
見
よ
と
や
古
歌
を
集
ら
ん	

正
慶

大
か
た
か
や
う
の
風フ

情セ
イ

な
る
へ
し
。
前
句
を
聞
ざ
れ
共
お
も
し
ろ
し
。
第
三
の

み
に
か
ぎ
ら
す
、
前
句
な
し
に
面
白
き
、
上
品ボ

ン

の
句
也
。
中
品
の
句
ま
で
は
、

前
句
の
光
り
に
て
よ
く
聞
え
て
、
前
句
な
し
に
は
さ
も
な
き
な
り
。
そ
れ
さ
へ

有
を
、
前
句
を
か
り
前
句
に
も
た
れ
ん
は
、
作
者
の
無
念
歟
。
さ
れ
ど
も
前
句

に
も
た
る
ゝ
句
を
聞キ

ヽ

知シ
ル

人
も
稀マ

レ

也
。
前
句
に
も
た
れ
ぬ
や
う
に
と
、
年
こ
ろ
心

か
く
れ
共
甚

ハ
ナ
ハ
タ

成
か
た
し
。」（
二
十
六
ウ
）

　
　
　

○
第
十
五　

四
句
目
之
事

  

脇
の
句
の
お
も
ぶ
り
と
は
、
一
く
ら
ゐ
か
は
り
て
、
い
か
に
も
か
ろ
く
仕
立

た
る
よ
し
。
其
故
に
、「
て
に
を
は
」
に
て
、「
た
る
」「
な
り
」「
め
り
」
な
ど
ゝ

留
る
由
、紹シ

ヤ
ウ
ハ巴

の
口
伝
書
に
は
侍
れ
ど
も
、ま
た
、文
字
に
て
、「
路ミ

チ

」「
雪　

キ

」「
雲
」

な
ど
と
、
と
ま
り
た
る
も
有
な
り
。
た
ゞ
、
か
る
く
付
た
る
、
よ
き
と
云
心
な

る
べ
し
。
連
歌
に
は
面オ

モ
テ

連レ
ン

歌ガ

と
て
、
か
る
き
を
専セ

ン

に
し
侍
れ
共
、
は
い
か
い
に

は
、
た
ゝ
か
ろ
き
ば
か
り
に
て
な
ま
づ
き
な
る
は
お
も
し
ろ
げ
な
き
也
。
能
可

心
得
。
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二
〇

　
　
　

○
第
十
六　

五
句
目
之
事
」（
二
十
七
オ
）

是
も
、
た
け
高
く
第
三
の
お
も
か
け
に
仕
立
た
る
能
也
。
さ
れ
と
も
、
左
様
に

ば
か
り
は
な
り
が
た
き
故
、
た
け
た
か
か
ら
ぬ
句
も
仕
る
事

ニ
候
。
す
べ
て
上

の
句
の
「
て
と
め
」「
ら
ん
と
め
」
の
句
は
、
第
三
を
つ
か
う
ま
つ
る
心
に
て

仕
た
る
よ
し
。

　
　
　

○
第
十
七　

面
八
句
之
事　
付
九
句
目

お
も
て
八
句
之
事
、
大
か
た
の
法
度
、
貞
徳
の
十
首
の
歌
を
以
て
類
を
ゝ
し
給

ふ
べ
し
。
其
ひ
と
つ
に
、

誹
諧
は
式シ

キ
モ
ク目

そ
な
き
大
か
た
は
和ワ

漢カ
ン

の
ご
と
く
去
き
ら
ふ
べ
し

和
漢
に
は
季キ

 
コ
ヒ恋

述シ
ユ
ツ
ク
ワ
イ懐

旅
同
字ジ

連
歌
の
ご
と
く
し
か
る
べ
き
哉
」（
二
十
七

ウ
）
但
、「
打
」
と
い
ふ
字
の
や
う
な
る
「
て
に
は
」
字
は
、
い
づ
れ
も
三
句
ざ
り
な
り
。

誹
諧
は
右
五
色
を
を
し
な
べ
て
七
句
を
は
五
句
五
句
は
三
句
に

名
所
国
神
祇
釈
教
恋
無
常
述
懐
々
旧
お
も
て
に
ぞ
せ
ぬ

水
辺
や
ま
た
山
類
の
体
用
は
連
歌
の
ご
と
く
用
ゆ
へ
き
也

私
に
云
、
連
歌
に
は
水
辺
・
山
類
と
も
に
、
体
用
々
と
か
、
用
体
体
と
は
三
句
つ
ゞ
き
、
用

体
用
・
体
用
体
と
は
さ
み
て
は
せ
す
。
し
か
れ
と
も
、
貞
徳
晩
年
に
は
、
体
用
の
わ
か
ち
な

く
、
三
句
つ
ゝ
け
て
せ
ら
れ
し
也
。
此
ゆ
へ
、
貞
徳
流
を
く
む
も
の
は
今
体
用
を
わ
か
た
す
。

猶
其
座
の
宗
匠
次
第
な
る
へ
し
。

鬼
女
と
ら
お
ほ
か
み
の
千
句
も
の
面
に
も
す
れ
と
一
座
一
句
に

新
式
の
一
座
一
句
は
二
句
す
へ
し
」（
二
十
八
オ
）
二
句
の
物
を
は
三
句
有

へ
し

三
句
あ
る
物
は
四
句
有
四
句
の
も
の
お
も
て
を
か
へ
て
五
つ
あ
る
へ
し

私
云
、
か
く
四
句
の
も
の
は
五
つ
と
ゆ
る
し
来
れ
と
も
、
四
本
の
花
を
五
句
す
る
事
は
な
し
。

此
心
を
以
て
余
は
な
そ
ら
へ
し
る
へ
し
。

新
式
に
う
ら
と
面
を
き
ら
ふ
も
の
は
い
か
い
に
て
は
七
句
さ
る
へ
し

連
歌
に
は
せ
ぬ
物
の
名
や
古
事
詞
け
や
け
き
も
の
は
一
座
一
句
に

や
つ
か
れ
そ
の
か
み
九
句
目
に
、
恋
の
句
を
つ
か
う
ま
つ
り
侍
れ
は
、
或
人
難

曰
、
連
歌
に
は
十
句
目
ま
て
、
恋
無
常
等
の
句
に
は
ゞ
か
り
有
。
い
か
に
誹
諧

は
法
度
ゆ
る
き
と
て
、
九
句
よ
り
恋
な
ど
せ
ん
」（
二
十
八
ウ
）
事
い
か
が
、
と

申
さ
れ
し
を
、
予

こ
た
へ
侍
し
は
、
其
あ
や
ぶ
み
な
か
ら
し
め
ん
為
に
、
古
人

法
を
た
て
を
か
れ
た
り
。
こ
れ
に
か
ぎ
ら
ず
、
季
は
連
歌
に
は
七
句
去
を
誹
諧

に
は
五
句
去
な
る
を
も
、
連
の
事
思
ひ
出
て
、
七
句
さ
ら
ば
連
誹
の
替
め
な
し

と
理
り
侍
し
。
か
や
う
の
遠
慮
ず
き
た
る
事
、田イ

ナ
カ
セ
ツ

舎
説
と
て
、連
歌
よ
り
も
ま
ゝ

有
事
に
聞
及
候
。
い
ま
も
田
舎
に
は
し
か
と
し
た
る
宗
匠
な
き
故
、
云
が
ち
の

や
う
に
、
さ
ま
〴
〵
の
い
り
ほ
が
な
る
事
有
。
ま
た
、
京
の
宗
匠
た
ち
は
あ
ま

り
物
や
は
ら
か
に
て
、
打
こ
し
の
心
、
吟
味
な
き
が
ち
也
。
入イ

レ

あ
は
し
侍
ら
は
」

（
二
十
九
オ
）
都ト

ヒ鄙
と
も
に
上
手
出
来
侍
べ
し
。

　
　
　

○
第
十
八　

月
花
之
句
の
事

月
は
お
も
て
の
七
句
目
ま
で
、
二
の
折
よ
り
は
十
三
句
目
ま
て
に
仕
、
花
は
裏

の
十
三
句
目
を
定
座
と
い
へ
り
。
さ
れ
と
も
、
脇
・
第
三
に
も
花
を
も
い
た
す

な
り
。
う
ら
の
月
は
は
や
く
出
し
た
る
、
可
也
。
月
を
を
そ
く
出
せ
は
、
花
の

句
に
つ
か
へ
て
わ
る
し
。
又
、
花
の
句
に
月
を
結
て
す
る
事
有
。
こ
れ
を
月
花

の
句
と
い
ふ
。月
は
四
季
と
も
に
有
ゆ
へ
に
、花
に
ひ
か
れ
て
春
也
。月
花
の
句
、

一
座
に
二
句
は
な
し
。
ま
た
、
花
紅
葉
と
つ
ゝ
き
て
は
雑
な
り
。
ま
た
、
ふ
る

き
連
歌

ニ
、」（
二
十
九
ウ
）

花
の
後
青
葉
な
り
し
が
紅
葉
し
て

と
い
ふ
や
う
な
る
句
は
、
三
季
の
事
を
い
へ
と
も
句
は
秋
也
。
ま
た
、
花
の
句

に
お
も
は
し
か
ら
ぬ
有
。
た
と
へ
は
、

　

障シ
ヤ
ウ
ジ子

の
そ
と
に
も
る
ゝ
人
声

あ
つ
ま
り
て
双
六
を
打
花
の
春
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二
一

　

身
を
粉コ

に
な
し
て
棒ボ

ウ

つ
か
ふ
也

渡
る
世
や
そ
ば
切キ

リ

を
う
つ
花
の
春

か
や
う
の
句
、
他
流
の
懐
帋
に
見
え
侍
る
。
上
に
い
へ
る
事
、「
花
の
春
」
に

も
能
相サ

ウ
ヲ
ウ応

せ
り
と
も
見
え
ず
。
前
句
に
は
、
上
に
い
へ
る
事
ば
か
り
に
て
能
付

也
。
し
か
ら
ば
、「
花
の
春
」付
あ
ま
り
た
る
と
や
い
は
ん
。
ま
た
、「
花
の
春
」を
、

言
葉
の
」（
三
十
オ
）
た
ら
ぬ
所
の
た
し
に
し
た
る
や
う
に
て
聞
に
く
し
。
花
の

句
は
、
其
「
花
」
と
い
ふ
字
な
く
て
は
、
其
一
句
聞
え
難
や
う
な
る
よ
し
。
花

を
や
と
ひ
た
る
や
う
な
る
は
、
花
の
本
意
に
あ
ら
す
。
ま
た
、
花゙
も（

マ
マ
）し

・
花

さ
ま
よ
く
〳
〵
よ
き
句
に
あ
ら
ざ
れ
は
、
道タ

ウ

外ケ

も
の
也
。
惣
じ
て
、
月
花
と
も

に
時ジ

ギ宜
あ
る
事
に
て
、
発
句
し
た
る
も
の
三
人
以
上
の
連
衆
に
て
は
、
花
は
せ

ぬ
事
也
。
月
の
句
に
も
辞ジ

キ義
あ
る
と
い
へ
共
、
花
の
句
の
大
切
な
る
ご
と
く
に

は
あ
ら
す
。
十
三
句
目
を
花
定ジ

ヤ
ウ
サ座

と
古
来
よ
り
さ
た
め
来
れ
る
事
も
、
句ク

毎コ
ト

に

我
人
花
の
句
を
」（
三
十
ウ
）
は
ゞ
か
り
て
十
三
句
目
ま
で
の
ば
し
た
る
を
、
又

十
四
句
め
に
下
の
句
に
せ
ん
も
い
か
ゝ
と
て
、
十
三
句
に
せ
し
事
也
と
や
。
其

故
に
、
独
吟
か
其
座
の
宗
匠
な
れ
ば
、
い
づ
か
た
に
て
も
辞ジ

ギ義
な
し
に
す
る
事

也
。
若
ま
た
、
余
人
も
珍
重
な
る
句
あ
る
時
は
、
宗
匠
・
貴
人
に
理
て
す
る
事

也
。
宗
匠
よ
り
も
よ
き
花
の
前
句
と
お
も
へ
る
時
は
、
ゆ
る
し
て
た
れ
に
も
付

さ
せ
る
事
也
。
と
に
も
か
く
に
も
、
花
の
句
を
よ
か
ら
し
め
ん
為タ

メ

也
。
さ
れ
ど

も
、
今
は
十
三
句
目
花
の
定
座
と
き
は
ま
り
侍
れ
は
、
そ
れ
よ
り
此コ

ナ
タ方

に
は
大

か
た
仕
ぬ
よ
し
。
若
き
衆
の
」（
三
十
一
オ
）
く
せ
と
て
、
こ
れ
に
か
き
ら
す
伝

受
の
「
て
に
を
は
」、
ま
た
は
、
と
め
や
う
の
曲
な
と
、
一
色
、
二
い
ろ
習
て
は
、

立
に
も
居イ

ル

に
も
そ
れ
の
み
せ
ら
る
ゝ
也
。
す
べ
て
習
の
有
事
は
、
つ
ね
に
は
せ

ぬ
も
の
ゝ
由

ニ
候
。
月
の
句
も
た
と
へ
は
、「
月
に
し
の
べ
る
」「
月
に
ま
つ
」「
月

に
書
を
見
る
」
な
と
い
へ
る
は
、
さ
も
有
ぬ
へ
し
。
季
を
も
た
せ
ん
為
斗
に
、

「
月
に
何
す
る
」「
月
に
か
を
す
る
」
な
ど
い
へ
る
や
う
な
る
月
に
縁エ

ン

な
き
事
は

聞
に
く
し
。

　
　
　

○
第
十
九　

呼ヨ
ヒ

出ダ
シ

花
・
引
上
花
之
事

よ
ひ
出
し
花
は
、大
か
た
は
せ
ぬ
事
也
。
う
ら
の
六
句
め
よ
り
以
後
に
春
の
句
」

（
三
十
一
ウ
）
出
せ
は
、
花
よ
ひ
出
し
に
な
る
也
。
其
故
、
う
ら
の
六
句
目
以
後

春
を
せ
ぬ
、
よ
き
也
。
春
は
三
句
せ
す
し
て
は
か
な
は
ぬ
事
な
れ
は
、
六
・
七
・

八
句
と
来
て
九
句
め
よ
り
十
二
句
め
ま
て
四
句
な
れ
は
、
定デ

ウ

座ザ

の
花
の
句
五
句

去
の
春
一
句
近
き
ゆ
へ
也
。
さ
れ
ど
も
、
貴
人
・
高
家
六
句
め
以
後
に
、
春
を

せ
ら
れ
た
る
と
き
、
あ
し
き
と
も
い
ひ
が
た
し
。
其
時
、
雑
の
花
、
他
の
季
の

花
を
す
る
也
。
雑
の
花
と
は
、「
花
紅
葉
」「
花
聟
」
の
類
、
他
の
季
の
花
と
は
、

「
余
花
」
ま
た
、「
花
の
後
青
葉
な
り
し
が
紅
葉
し
て
」
な
と
い
へ
る
句
也
。
さ

れ
ど
も
、
春
の
花
だ
に
仕
か
た
き
に
、」（
三
十
二
オ
）
雑
の
花
、
他
の
季
の
人

に
さ
せ
ん
も
い
か
ゞ
な
れ
ば
、
遠エ

ン
リ
ヨ慮

す
る
事
也
。
九
句
め
よ
り
以
後
に
高
き
う

へ
も
の
せ
ず
。
十
句
め
よ
り
後
は
ひ
く
き
植
物
も
せ
ぬ
事
也
。
引
上
花
と
は
、

十
三
句
め
よ
り
こ
な
た
に
、
前
句
春
に
て
も
な
き
に
花
の
句
を
す
る
事
也
。
う

ら
に
て
も
五
句
め
ま
て
に
は
、
春
を
も
仕
候
。
其
故
は
三
句
続ツ

ヽ
キて

も
定
座
の
花

と
五
句
の
隔

ヘ
ダ
テ

有
故
也
。
又
、
い
つ
く
に
て
も
春
一
句
来
る
に
は
、
花
の
句
を
つ

け
、
二
句
三
句
来
て
後
、
花
の
句
は
せ
ぬ
と
い
へ
る
、
田
舎
説
也
。
不
可
信
用
。

「
は
な
や
か
」
と
い
ふ
言
葉
、「
さ
く
」「
に
ほ
ふ
」「
薫カ

ホ
ル」」（
三
十
二
ウ
）
な
と

結ム
ス

ば
す
し
て
は
、
正
花
に
な
ら
ず
。
こ
れ
は
、「
栄エ

イ

」
の
字ジ

を
「
は
な
や
か
」

と
読
故
也
、
と
貞
徳
の
説
な
り
。「
花
や
か
」、
句
に
よ
り
て
正
花
に
も
成
也
。

し
か
ら
は
、
植ウ

ヘ

物
に
二
句
な
り
。

　
　
　

○
第
二
十　

句
数
之
事　
并
去
嫌

五
句
去

　

春
秋
之
句　
三
句
ヨ
リ
五
句
マ
テ
つ
ゞ
く
。
二
句
ニ
テ
ハ
す
て
ず
。
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二
二

同
　

夏
冬
之
句　
二
句
ヨ
リ
三
句
マ
テ
。
平
句
に
て
は
、
一
句
に
て
も
不

レ
苦
。

三
句
去

　

神
祇
之
句　
一
句
に
て
も
く
る
し
か
ら
ず
。
三
句
よ
り
多
く
は
せ
す
。

同
　

釈
教
之
句　

同
前
。

同
　

述
懐
・
無
常　
一
句
に
て
も
く
る
し
か
ら
ず
。
引
合
て
は
三
句
も
す
る
也
。

無
常
ば
か
り
も
三
句
は
つ
ゝ
か
ず
。
述
懐
ば
か
り
も
三
句
は
つ
ゞ
か
ず
。
懐
旧
と
い
ふ
事
、

述
懐
と
同
し
分
に
し
て
用
る
也
。
ま
た
、
述
懐
・
無
常
・
述
懐
な
と
、
は
さ
み
て
は
悪
。

同
　

恋
之
句　
二
句
よ
り
五
句
ま
て
一
句
に
て
は
不
捨
。
恋
の
字
は
折
を
き
ら
ふ
也
。」（
三
十
三
オ
）

三
句
去

　

居
所　
一
句
に
て
も
不
苦
。
三
句
ま
で
つ
ゞ
く
。
其
中
に
も
住
居
や
「
家
の
風
」
な
と
、
よ
は
き

も
の
は
二
句
去
也
。
寺
・
宮
は
居
所
に
あ
ら
す
。

同
　

山
類　
同
前
。
体
用
之
事
、
前
ニ
し
る
す
。

同
　

水
辺　
同
前
。

二
句
去

　

人
倫　
二
句
も
つ
ゝ
く
。
主
君
の
「
君
」
は
非

二
人
倫

一
。
恋
の
「
君
」
は
人
倫
な
り
。
氏
・
官
名
、

人
―

倫
に
あ
ら
ず
。

「
塗
師
」
は
人
倫
也
。「
ぬ
し
や
」
と
す
れ
は
、
人
倫
を
の
か
る
ゝ
也
。
此
格
を
以
て
、
か
や

う
類
は
を
し
て
し
る
へ
し
。

如
来
・
菩
薩

并
ニ

祖
師
の
名
、非

二
人
倫

一
。
僧
之
聖
、賢
之
名
、孔
子
顔
回
を
は
し
め
、皆
人
倫
也
。

其
わ
か
ち
は
、
仏
家
に
は
人
倫
を
の
か
れ
、
家
を
出
る
を
本
意
と
せ
り
。
儒
者
は
人
倫
た
る

を
つ
ね
の
道
と
す
る
故
也
。
さ
る
に
よ
り
て
、「
い
も
ほ
り
小
僧
」
な
と
い
へ
る
は
人
倫
也
。

名
僧
と
い
ふ
は
非

二
人
倫

一
也
、
と
い
ふ
古
人
の
説
な
り
。

三
句
去

　

旅
之
句　
三
句
よ
り
お
ほ
く
は
せ
す
。
一
句
に
て
も
不
苦
。
旅
之
字
は
一
座
に
三
つ
。

三
句
去

　

生
類　
か
は
り
た
る
物
も
二
句
よ
り
多
く
は
せ
す
。
鳥
ト
鳥
、
虫
ト
虫
、
魚
ト
魚
、
獣
ト
獣
。」

（
三
十
三
ウ
）

但
、
二
句
去
モ
有

　

同　
鳥
や
虫
と
の
や
う
に
替
た
る
事
也
。

三
句
去

　

植
物　
か
は
り
た
る
も
二
句
よ
り
多
く
は
不

レ
続
。
木
と
木
、
草
と
草
。

又
、
二
句
サ
リ

　

同  

木
と
草
と
の
や
う
に
か
は
り
、
ま
た
、
竹
な
と
ゝ
か
は
り
た
る
事
也
。

三
句
去

　

衣
類　
二
句
よ
り
お
を
く
は
つ
ゝ
か
す
。
衣
と
い
ふ
字
は
五
句
去
也
。
衣
川
な
と
い
へ
る
は
三
句

去
。
袖
ト
袖
、
三
句
去
也
。

二
句
去

　

名
所　
二
句
よ
り
お
ほ
く
は
つ
ゞ
か
す
。

三
句
去

　

夜
分　
三
句
ま
て
も
す
る
也
。
一
句
に
て
も
く
る
し
か
ら
す
。「
夜
あ
け
」
も
夜
分
。
ま
た
、「
夜

の
明
て
」
と
し
て
も
夜
分
也
。「
明
は
な
れ
」
と
す
れ
は
朝
時
分
也
。「
け
ふ
の
月
」「
け
ふ

の
今
宵
」
非
夜
分
。
大
か
た
、「
け
ふ
」
と
い
ふ
字
そ
へ
は
、
夜
分
に
あ
ら
す
。

三
句
去

　

時
分　
夕
時
分
・
朝
時
分
也
事
也
。
朝
の
時
分
と
暮
の
時
分
と
は
打
越
嫌
。

二
句
去

　

降
物　
二
句
よ
り
お
ほ
く
は
つ
ゝ
か
す
。
雪
・
雨
・
露
な
と
か
は
り
た
る
事
也
。

同
　

聳
物　
同
。
但
、
霧
は
ふ
り
も
の
・
聳
物
、
両
方
也
。

　

器
財　
同
し
や
う
な
る
器
も
の
三
句
は
つ
ゝ
か
す
。
此
さ
り
き
ら
ひ
や
う
は
し
な
〳
〵
、
む
つ
か

し
き
事
有
。
其
座
の
宗
匠
に
と
は
る
へ
し
。」（
三
十
四
オ
）
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二
三

　
　
　

○
第
廾
一　

糸
遊
・
霞
・
長
閑
ト
云
句
の
事

「
糸
ゆ
ふ
」
と
は
、
春
の
日
か
げ
の
空
に
ち
ら
〳
〵
し
て
目
に
さ
え
ぎ
る
を
い

ふ
也
。
詩
に
、野ヤ

ハ馬
・
陽ヤ

ウ
エ
ン炎

・
遊ユ

ウ
シ糸

な
と
作
れ
る
も
、此
事
と
ぞ
。
し
か
る
を
、今
、

最イ
ト

優ユ
ウ
チ
ヤ
ウ

長
に
た
る
ゝ
つ
り
針バ

リ

な
と
い
へ
る
句
を
、「
い
と
ゆ
ふ
」
に
声
似
た
れ
ば
と
て
春
の
季
に
用
事
誤
也
。

「
か
す
む
る
」
と
云
詞
、
掠リ

ヤ
ウの

字
な
れ
ば
打
ま
か
せ
て
春
に
は
な
り
難ガ

タ
シ。

肖セ
ウ
ハ
ク柏

句
ニ

、「
い
く
重エ

物
い
ひ
か
す
む
覧
」
か
や
う
の
あ
い
し
ら
ひ
な
く
て
は
、
季

に
成
か
た
き
由
、
貞
徳
説
也
。「
目
の
か
す
む
」「
鐘
の
霞カ

ス
ム」

な
と
は
、
霞
の
字

な
れ
ば
春
也
。」（
三
十
四
ウ
）
長ノ

 
ト
カ閑

と
云
句
の
事
、
勿モ

チ
ロ
ン論

春
也
。
乍
去
、
近キ

ン
ネ
ン年

、

春
の
季キ

に
つ
ま
り
て
長
閑
に
も
あ
る
ま
じ
き
事
を
、「
長
閑
」
と
い
ふ
字
を

無ム

リ理
に
云
そ
へ
春
に
な
し
、
殊

ニ
三
つ
物
の
は
い
か
い
な
と
に
、
諸シ

ヨ
ダ
ウ
グ

道
具
を

「
茶チ

ヤ
ウ
ス磨

長
閑
に
て
」
の
、「
硯

ス
ヽ
リ

長
閑
に
て
」
の
、「
か
ぢ
屋
の
家イ

ヘ

居ヰ

長
閑
て
」
な
ど
、

あ
ら
ぬ
も
の
ま
で
を
の
ど
か
が
る
作サ

ク
シ
ヤ
ヲ
ヽ

者
多
し
。
下
手
の
連
歌
師
の
ま
ね
か
聞
に

く
し
。
勿モ

チ
ロ
ン論

、
ふ
る
き
草
子
の
言コ

ト
ハ葉

な
ど
に
、
ゆ
ふ
な
る
心
に
の
ど
か
と
書
た

る
所
有
と
も
、
そ
れ
は
味
の
ち
が
ひ
た
る
も
の
也
。
か
様
の
事
、
所
詮
人
の
し

た
る
は
笑
す
し
て
、
我
は
せ
ぬ
、
よ
き
な
る
べ
し
。」（
三
十
五
オ
）

あ
た
ら
敷
舟
の
帆ホ

ハ
シ
ラ柱

長ノ
ト
ケ
ク閑

て

客
人
を
ま
つ
膳ゼ

ン

立
は
長
閑
に
て

罪ザ
イ
ニ
ン人

を
鬼
や
長
閑
に
せ
め
ぬ
ら
ん

か
や
う
の
長
閑
、
世
に
た
く
さ
ん
也
。
或
、
水
・
山
・
野
・
原
な
と
の
景
。
又
は
、
人
の
心
の
上
、
月
・

日
の
光
な
と
の
外
、
い
な
物
の
長
閑
聞
に
く
し
。

　
　
　

○
第
廾
二　

春
秋
ノ
両
字
添
季
持
句
ノ
事

た
と
へ
は
、「
春
の
夕
く
れ
」「
秋
の
中
空
」
な
と
云
つ
け
た
る
は
云
に
不
及
。

「
春
の
つ
き
山
」「
秋
の
泉
水
」
な
と
、
是
は
「
春
山
」「
秋
水
」
と
云
へ
る
文

字
も
有
。
其
上
、山
も
水
も
春
秋
に
し
た
が
ひ
て
景
気
も
か
は
る
も
の
な
れ
ば
、

く
る
し
か
る
ま
じ
き
事
也
。
ま
た
、「
春
の
台ウ

テ
ナ」、

か
や
う
の
詞
聞
な
れ
ず
。
つ

ま
り
た
る
」（
三
十
五
ウ
）
や
う
な
れ
ど
も
、「
春
台
」
と
い
ふ
字ジ

あ
れ
は
く
る

し
か
る
ま
じ
き
か
。
詩
の
題
に
、「
春シ

ュ
ン―

女シ
ヨ

ノ
恨ウ

ラ
ミ」

と
い
へ
る
あ
り
と
い
へ
ど
も
、

「
春
の
女ヲ

ン
ナ」

一
向
に
い
は
る
ま
じ
。
詩
の
題
の
心
は
、
女
は
陰イ

ン
キ気

を
つ
か
さ
と

る
故
、
春
の
陽ヤ

ウ
キ気

に
感カ

ン

じ
て
恋レ

ン

慕ボ

の
心
も
起
れ
る
と
云
心
也
。
ま
た
、

お
も
ひ
切
つ
ゝ
世
を
そ
む
く
秋

か
や
う
の
句
も
、
秋
と
い
ふ
字
、
ふ
と
出
た
る
や
う
な
れ
共
、
四
季
の
う
ち
に

も
秋
は
物
思
ふ
事
一
し
ほ
ま
さ
る
時
な
れ
ば
、
聞
に
く
か
ら
す
。
唐

モ
ロ
コ
シに

も
此
心

有
。
同
じ
事
な
が
ら
、「
世
を
そ
む
く
夏
」・「
世
を
そ
む
く
冬
」な
ど
、聞
に
く
し
。

春
秋
の
」（
三
十
六
オ
）
両
字
は
大
か
た
、
悦
し
き
方
に
は
春
、
憂ウ

レ
ハし

き
方
に
は

秋
と
い
ふ
、
相
応
也
。
さ
は
い
へ
と
、
め
て
た
き
事
に
「
千
秋
」
と
も
い
へ
り
。

し
か
る
を
春
と
い
ふ
字
に
あ
づ
か
ら
ぬ
事
を
、
季
に
つ
ま
り
て
、

大
事
を
な
ら
ふ
春
の
兵
法

山
崎
出
て
あ
ぶ
ら
う
る
春

な
ど
つ
ま
り
て
聞
え
侍
る
也
。
問
て
云
、
し
か
ら
は
『
紅
梅
千
句
』
に
貞
徳
の

句
に
、初ハ

セ瀬
よ
り
出
て
勧
進
の
春

と
い
ふ
句
も
あ
し
き
に
や
。
答
て
云
、
此
句
は
お
も
は
し
か
ら
す
。
貞
徳
は

此
道
の
名
人
に
し
て
、
其
才
た
か
き
事
、
猶
樊ハ

ン
ク
ワ
イ

会
が
た
ゝ
か
ひ
に
長
ぜ
る
が
」

（
三
十
六
ウ
）
ご
と
し
。
し
か
れ
ど
も
、
か
や
う
の
句
お
ほ
く
の
中
に
見
る
事
、

樊ハ
ン
ク
ワ
イ

会
が
兵
つ
き
て
に
げ
た
る
事
有
が
ご
と
し
。
し
か
る
を
、
今
此
貞
徳
の
句
を

お
も
ひ
つ
ま
り
た
る
春
と
い
ふ
句
せ
ん
事
、
兵
を
事
と
せ
る
も
の
ゝ
、
に
げ
な

が
ら
、
樊ハ

ン
ク
ワ
イ会

が
に
げ
た
る
た
め
し
を
引
て
、
辱ハ

チ

と
せ
ざ
る
が
ご
と
し
。
こ
れ
に

限カ
キ

ら
す
、『
紅
梅
千
句
』、
つ
ま
り
た
る
句
・
一
句
の
落ラ

ク
チ
ヤ
ク着

せ
ぬ
句
お
ほ
し
。
其

悪
を
捨
て
、
よ
き
所
ば
か
り
に
せ
給
ふ
へ
し
。
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○
第
廾
三　

つ
ゝ
ど
ま
り
の
事

上
の
句
の
「
つ
ゝ
ど
ま

（
マ
マ
）

 

り
」
も
む
か
し
は
有
し
事
と
い
へ
共
、
今
は
な
き
事

也
。」（
三
十
七
オ
）
下
の
句
の
「
つ
ゝ
ど
ま
り
」
よ
く
と
ま
る
と
留
り
兼
る
と
、

ふ
た
品
あ
り
。

と
を
る
き
せ
る
に
た
ば
こ
つ
き
つ
ゝ

く
ら
き
座ザ

敷シ
キ

に
火
を
と
も
し
つ
ゝ

か
や
う
の
「
つ
ゝ
」
ば

（
マ
マ
）と

ま
り
侍
ら
す
。
ま
た
、
と
ま
る
「
つ
ゝ
」
有
。

　

ツ
ク
ハい

の
ち
の
か
き
り
思
ひ
わ
ひ
つ
ゝ

き
え
し
跡
か
ら
雪
は
降
つ
ゝ

同
じ
『
百
人
一
首
』
の
う
ち
な
が
ら
、

ふ
じ
の
高
ね
に
雪
は
ふ
り
つ
ゝ

我
衣
手
は
露
に
ぬ
れ
つ
ゝ

と
い
ふ
に
軽ケ

ウ
チ
ウ重

有
。「
つ
ゝ
と
め
」
の
よ
く
こ
ま
か
に
聞
ゆ
る
子
細
侍
れ
ど
、

人
ひ
と
の
工
夫
の
為
に
引
て
発ハ

ナ
タず

。」（
三
十
七
ウ
）

や
つ
か
れ
も
千
句
の
う
ち
に
、

両
夫
は
見
じ
と
尼ア

マ

に
成
つ
ゝ

　
　
　

○
第
廾
四　

に
と
ま
り
の
事　
并
に
て
と
ま
り

上
の
句
の「
に
と
ま
り
」、別
に
を
さ
へ
字
な
と
い
ふ
事
も
な
し
。
と
ま
ら
ぬ
句
、

む
ら
〳
〵
と
お
り
ゐ
し
雀
立
跡
に

大
か
た
、
過
去
の
「
し
」
文
字
上
に
有
て
は
と
ま
ら
ず
。
そ
れ
も
句
体
に
よ
る

べ
し
。
か
や
う
事
、
限
も
な
き
事
な
れ
は
、
逐チ

ク

一
し
る
す
に
い
と
ま
あ
ら
ず
。

余
は
準

ナ
ソ
ラ
ヘて

し
る
べ
し
。

下
の
句
の
「
に
と
ま
り
」、
習
あ
る
事
な
れ
は
、
習
得
ぬ
間
は
せ
ぬ
が
よ
き
也
。

「
ま
に
〳
〵
」
と
い
ふ
「
に
と
ま
り
」、
嫌キ

ラ
ハず

と
」（
三
十
八
オ
）
古
来
よ
り
云
来

れ
り
。

私
ニ

云
、こ
れ
は
、彼
「
紅
葉
の
錦
神
の
随マ

ニ

意く
」
と
か
く
ゆ
へ
に
、き
ら
は
す
。
た
と
へ
は
、「
盗

は
番
の
ね
ふ
る
ま
に
〳
〵
」
な
ど
い
へ
る
、
あ
い
だ
〳
〵
の
心
あ
る
は
き
ら
ふ
也
。

「
に
と
ま
り
」
に
「
た
に
」
と
い
ふ
詞
嫌
す
と
古
来
よ
り
い
へ
り
。

私
ニ

云
、「
た
に
」
は
「
さ
へ
」
と
い
ふ
心
な
る
故
な
る
べ
し
。
か
く
い
へ
と
折
あ
ひ
に
は
、

い
か
ゝ
。
し
か
ら
は
、
唯
・
さ
へ
・
だ
も
な
と
云
か
へ
て
し
か
る
へ
し
。

「
に
て
と
ま
り
」
の
上
に
を
く
字

を
・
は
・
も
・
か
ら
ぬ
・
に
は

此
外
、「
さ
へ
」と
い
ふ
字
も
を
さ
へ
字
也
。猶
、此
外
に
心
持
有
。別
帋

ニ
述ノ

フ
レ
之
。

「
に
と
ま
り
」「
に
て
と
ま
り
」共

ニ
一
句
去
。
下
の
句
の「
て
と
め
」「
み
ゆ
と
め
」

習
有
事
な
れ
は
、
普フ

通ツ
ウ

に
は
せ
ぬ
事
也
。」（
三
十
八
ウ
）

　
　
　

○
第
廾
五　

て
に
を
は
の
雑
詞

▲
上
に
「
こ
そ
」
と
云
て
は
、
下
に
「
れ
」
と
留
也
。
ま
た
、「
人
こ
そ
見
え

ね
秋
は
き
に
け
り
」、
こ
れ
は
「
見
え
ね
」
と
「
ね
」
の
字
に
て
を
さ
え
た

る
故
、「
り
」
と
留
れ
り
。
惣
じ
て
、「
え
・
け
・
せ
・
て
・
ね
」
の
横ワ

ウ
ツ
ウ通

み
な
、

「
こ
そ
」
と
い
ふ
字シ

ノ
押ヲ

サ
ヘ字

也
。
此
外
に
「
こ
そ
」
と
い
ふ
字
の
つ
か
ひ
や
う
、

あ
ま
た
あ
り
。
是
よ
り
下
に
し
る
す
「
て
に
を
は
」
何
れ
も
一
応
ば
か
り
な

り
。
堪タ

ン
ノ
ウ能

の
人
、
此
面
に
か
は
り
た
る
事
せ
ら
れ
た
り
と
も
。
初
心
は
難
ぜ

す
し
て
、
そ
れ
に
随
て
審ツ

マ
ビ
ラ
カ

  

に
と
ひ
、
其
奥カ

ラ
ギ
　（
マ
マ
）

義　

を
極キ

ハ

め
給
へ
し
。

▲
上
に
「
ぞ
」
と
云
て
は
、
下
に
「
る
」
と
留ト

メ

侍
る
。」（
三
十
九
オ
）

▲
上
に
う
た
が
ひ
の
「
や
」
文
字
あ
り
て
、
下
に
。4

「
て
」
と
も
。4

「
し
」
と
も

決ケ
ツ

し
た
る
詞コ

ト
ハに

て
は
、
と
ま
り
侍
ら
す
。

▲
心
の
立
帰
る
「
て
に
は
」
あ
り
。「
亦マ

タ

不ヨ
ロ
コ
ハ
シ
カ
ラ
ス
ヤ

レ

説
乎
」
な
ど
い
へ
る
類
、
よ
ろ

こ
ば
し
か
ら
ず
や
。
中
々
よ
ろ
こ
ば
し
き
、
と
い
ふ
心
也
。

▲
「
ら
し
」
と
「
ら
ん
」
と
「
け
ら
し
」、
皆
二
句
去
。
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▲
「
け
ら
し
」
と
「
け
ら
し
」、
七
句
去
也
。
三
字
仮カ

ナ名
故
也
。
と
ま
り
に
は

三ミ
ツ
キ
ラ
フ

嫌
レ
折

ヲ
。

▲
「
て
ん
」「
な
ん
」「
せ
ん
」
な
ど
、
か
は
り
た
る
は
ね
字
と
ま
り
に
は
二
句

去
な
り
。
と
ま
り
な
ら
ね
は
、
付
て
も
不
苦
也
。
も
と
よ
り
、
折
あ
ひ
を
き

ら
ふ
也
。

▲
「
と
ら
ん
」「
お
ら
ん
」
な
ど
の
は
ね
詞
、「
ら
」
の
」（
三
十
九
ウ
）
字
は
、

上
の
字
に
付
た
る
字
ゆ
へ
、一
字
は
ね
也
、と
い
ふ
説
あ
れ
と
も
、ま
た
、「
覧
」

の
字
に
も
通
ひ
て
聞
ゆ
る
故
、
是
も
「
ら
ん
」
の
二
字
は
ね
と
同
前
に
嫌
た

る
、
よ
き
也
。

▲
「
ら
る
ゝ
」「
ざ
ら
ん
」「
な
ら
し
」「
ぬ
ら
し
」「
つ
ら
し
」
か
や
う
の
三
仮

名
皆
七
句
去
。
連
歌
に
は
面
を
嫌
也
。
留
り
に
は
、
一
座

ニ
三
。

▲
「
け
り
」「
け
ら
し
」「
け
き
」
等
の
「
け
」
文モ

ジ字
、
皆
二
句
去
也
。「
け
り

と
ま
り
」
五
有
。

▲
「
る
ゝ
」
と
云
詞
、二
句
去
。「
し
く
る
ゝ
」「
日
の
く
る
ゝ
」
な
ど
の
類
也
。

▲
「
る
留ト

マ

り
」
二
句
去
。「
帰
れ
る
」「
通
え
る
」
な
と
。

▲
「
る
ら
ん
」
二
句
去
也
。「
残
ら
ん
」「
帰
る
ら
ん
」
な
ど
。」（
四
十
オ
）「
る

ら
ん
」
は
、
三
字
か
ん
な
と
は
替カ

ハ
リて

見
渡
し
に
も
く
る
し
か
ら
す
。「
残
る
」

「
帰
る
」
の
「
る
」
文
字
は
、
其
字
に
付
て
二
句
去
の
「
ら
ん
と
ま
り
ふ
り
」

「
る
ら
ん
と
ま
り
」
と
云
事
は
な
き
事
也
。

▲
「
不
の
ぬ
」、「
を
は
ん
ぬ
」、
と
い
ふ
は
、
た
と
へ
は
、

	

「
百
人
一
首
」
の
中
に
も

	

　
「
ほ
さ
ぬ
袖
だ
に
」「
知
る
も
し
ら
ぬ
も
」

	

な
と
と
い
ふ
類
、「
不
の
ぬ
」
也
。

	

　
「
八ヤ

 
ソ
 
シ
マ

十
島
か
け
て
こ
ぎ
出
ぬ
」「
秋
き
ぬ
と
」

	

な
と
「
を
は
ん
ぬ
」
の
「
ぬ
」
也
。

▲
夏
の
夜
は
ね
ぬ
に
明
ぬ　
上
ハ
「
不
の
ぬ
」
下
ハ
「
を
は
ん
ぬ
」

　

雪
ま
だ
消
ぬ　

み
な
き
え
ぬ

春
の
山
か
げ　

「
不
の
ぬ
」　

「
を
は
ん
ぬ
」

　
「
を
は
ん
ぬ
」
は
二
句
去
也
。

▲
「
不
の
ぬ
」
と
「
ぬ
」。
但タ

ヽ
シ、「

不
の
ぬ
」
は
大
切
な
る
」（
四
十
ウ
）
の
間

打ウ
チ
コ
シ越

ま
で
は
不キ

ラ
フ
ベ
カ
ラ
ザ
ル

レ
可

レ
嫌
之
由ヨ

シ

、
新
式
に
被サ

タ
メ
ラ
ル

レ
定
。
今
は
付
句
斗
を
嫌
也
。「
不

の
ぬ
」
と
「
を
は
ん
ぬ
」
と
は
更
に
不
嫌
。
乍
去
、
前
句
の
留
に
、「
う
き

世
の
事
は
聞
は
て
ぬ
」
と
あ
る
に
、
付
句
の
腰
、「
お
も
ひ
も
よ
ら
ぬ
」
な

と
あ
る
は
、
折
あ
ひ
聞
に
く
き
故
に
、
付
ぬ
事
に
成
れ
り
。
新
式
に
大
切
と

い
ふ
詞
は
稀マ

レ

な
る
と
い
ふ
義
に
は
あ
ら
す
。
い
く
ら
も
い
は
で
叶
は
ぬ
文
字

な
れ
ば
、
重テ

ウ
ハ
ウ宝

な
る
と
い
ふ
事
也
。

▲
「
す
る
」
と
い
ふ
詞
に
「
せ
ん
」
と
云
句
、二
句
去
。「
す
る
」
と
〳
〵
、「
せ

ん
」
と
〳
〵
と
二
句
去
也
。

▲
「
ず
」
と
〳
〵
、
二
句
去
。「
し
ら
ず
」「
聞キ

カ

す
」
の
類
」（
四
十
一
オ
）

▲
右
二
い
ろ
も
大
切
な
る
故
二
句
去
也
。

▲
「
さ
る
」
に
「
不
の
ぬ
」
付
句
も
不
嫌
。

▲
「
せ
ざ
る
」「
行
ざ
る
」
の
類
。

▲
「
あ
ら
さ
る
」
に
「
有
」
の
字
二
句
去
。

▲
「
也
」
と
「
や
」、「
な
る
」
と
「
な
る
」、「
な
れ
」
と
「
な
れ
」、皆
二
句
去
也
。

▲
「
な
り
」
と
い
ふ
に
二
あ
り　
一
つ
に
は
「
な
り
け
り
」。
是
は
「
也
」
の
字
也
。
又
、

一
に
は
「
な
り
に
け
り
」。
是
は
「
成
」
の
字
な
り
。
此
「
成
」
の
字
は
三
句
去
也
。「
也
」

の
字
は
、
文
字
た
ゝ
し
く
あ
れ
と
も
、
上
に
体
な
け
れ
は
い
は
れ
ぬ
付
字
な
れ
は
、「
て
に

を
は
」
な
る
故
に
、「
也
」
と
〳
〵
は
、
先
に
い
ふ
か
こ
と
く
二
句
ざ
り
な
り
。
た
と
へ
は
、

春
也
、
秋
な
り
と
申
す
類
也
。
さ
れ
は
、
文
字
か
は
る
故
に
「
也
」
の
字
の
「
な
り
」、「
成
」

の
字
「
な
り
」
と
は
、
一
切
き
ら
は
す
。
能
聞
分
て
去
嫌
へ
し
。

　
「
成
に
な
れ
」「
な
れ
や
な
る
」「
な
ら
し
」「
な
ら
ん
」
等
、「
な
」
の
一

字
こ
そ
お
な
じ
け
れ
。
し
た
の
付
字
か
は
り
た
る
詞
な
れ
は
、」（
四
十
一
ウ
）

皆
付
句
ば
か
り
を
嫌
也
。

▲
「
な
れ
や
」「
な
ら
し
」「
な
ら
ん
」
三
つ
か
な
な
れ
は
、
面
を
嫌
、
誹
に
は

七
句
去
な
り
。
句
の
と
ま
り
に
は
一
座
に
二
句
あ
り
。
誹
に
は
三
句
有
。

▲
「
な
ら
ん
」
に
二
あ
り
。
た
と
へ
は
、「
雨
な
ら
ん
」
と
い
ふ
は
て
に
を
は
也
。
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「
雨
と
な
ら
ん
」
と
い
ふ
は
「
成
」
の
字
也
。

▲
「
な
り
に
け
り
」
一
座
に
二
有
。
誹
に
は
三
有
へ
し
。
と
ま
り
に
は
た
け
を

か
へ
二
有
へ
し
。
右
、
六
ケ
条
『
御
傘
』
の
文
。

▲「
ら
ん
」と
下
に
は
ぬ
る
に
は
、上
に「
や
」「
か
」「
い
づ
れ
」「
な
に
」「
た
れ
」

な
と
い
へ
る
、う
た
か
ふ
心
の
字
有
て
は
ぬ
る
事
、常
の
」（
四
十
二
オ
）
習
也
。

「
な
ん
」「
せ
ん
」「
け
ん
」
な
と
の
一
字
ば
ね
に
は
、を
さ
へ
字
の
沙
汰
な
し
。

又
、
上
に
う
た
が
ひ
の
字
な
く
て
「
ら
ん
」
と
は
ぬ
る
事
有
。

久
か
た
の
光
の
ど
け
き
春
の
日
に
し
つ
心
な
く
花
の
ち
る
ら
ん

　

こ
れ
は
、
う
た
が
ひ
の
字
上
に
な
け
れ
と
、
か
ゝ
る
長
閑
な
る
春
の
日
に
、

何
と
て
し
づ
か
な
る
心
な
く
花
は
散
ぞ
、と
心
に
と
が
め
て
い
へ
り
。
此「
て

に
を
は
」
数
多
有
。『
い
せ
も
の
が
た
り
』
に
、

	

　

逢
事
は
玉
の
を
ば
か
り
お
も
ほ
え
て
つ
ら
き
心
の
長
く
み
ゆ
ら
ん

　

右
、
一
応
の
「
て
に
を
は
」
也
。
猶
、
ふ
か
き
」（
四
十
二
ウ
）
さ
か
ひ
に
至

り
て
は
、「
こ
そ
」「
ら
ん
」
等
字
は
申
す
に
不
及
。「
の
」
ゝ
字
に
さ
へ
有

文
無
文
の
習
有
事
に
て
、
漢
家
の
を
き
字
の
法
も
通
せ
る
心
有
と
そ
。

　
　
　

○
第
廾
六　

故
事
用
や
う
の
事

連
歌
に
は
古
事
を
こ
の
め
る
を
「
物
知
連
歌
」
と
て
嫌
侍
れ
ど
、
定
家
卿
な
ど

よ
み
給
へ
る
歌
に
も
、
ま
た
紹
巴
な
ど
せ
ら
れ
し
連
歌
に
も
、
古
歌
を
と
り
、

草
子
の
詞
を
用
ひ
、
古コ

コ語
を
や
は
ら
け
、
経
文
な
ど
の
心
を
た
ど
り
給
へ
る
、

数
を
し
ら
ず
。
ま
た
、
用
ひ
つ
け
た
る
故
事
は
く
る
し
か
ら
ず
。
聞
な
れ
ぬ
古

事
は
い
か
ゝ
、
と
い
ふ
説
有
。
此
聞
」（
四
十
三
オ
）
な
れ
ぬ
と
い
ふ
に
、
ふ
た

つ
の
品
あ
り
。
文モ

ン
マ
ウ盲

な
る
宗サ

ウ
シ
ヤ
ウ匠

の
耳
に
は
、
世
に
知
わ
た
り
た
る
『
大
学
』
の

中
に
あ
る
文
字
も
、
聞
な
れ
ぬ
成
へ
し
。
連
歌
の
事
は
し
ら
す
、
誹
諧
に
を

ゐ
て
は
、『
源
氏
』『
さ
衣
』『
伊
勢
物
語
』
等
、『
万
葉
集
』「
八
代
集
」、『
つ

れ
〳
〵
草
』『
ま
く
ら
さ
う
し
』、
漢
家
の
書
に
も
「
五
経
」「
六
経ケ

イ

」『
史シ

キ記
』

『
左サ

伝
』「
荘
老
之
篇
」『
文モ

ン
セ
ン選

』『
白
氏
文
集
』、仏
書
に
も
『
法
華
経
』『
碧ヘ

キ
ガ
ン岩

』、

此
外
、
世
間
流ル

フ布
の
書
に
あ
る
事
、
聞
な
れ
す
と
は
云
が
た
か
る
へ
し
。
ま
た
、

我
し
ら
ぬ
古
事
付
る
人
有
時
、
よ
く
し
り
た
る
か
ほ
ぶ
り
し
て
、
お
も
し
ろ
が

る
宗
匠
」（
四
十
三
ウ
）
世
に
多
し
。
か
く
い
へ
る
と
て
、
連
誹
の
宗
匠
件
の
書

共
を
見
す
し
ら
ぬ
を
曲
事
と
い
ふ
に
は
あ
ら
ず
。
こ
れ
は
た
ゝ
、
を
の
れ
が
せ

は
き
を
か
ざ
り
て
、
人
の
ひ
ろ
き
を
そ
し
り
、
し
ら
ぬ
を
よ
く
知
た
る
か
ほ
に

も
て
な
す
人
の
為
に
い
へ
り
。
其
し
ら
ぬ
に
い
た
り
て
は
、
よ
く
故
事
来ラ

イ
レ
キ歴

を

と
ひ
き
は
め
、
其
上ウ

ヘ

に
宗
匠
や
く
に
は
句
作
・
付
は
た
へ
、
吟
味
せ
ら
る
へ
し
。

こ
れ
、
し
ら
ず
な
か
ら
も
し
れ
る
の
道
に
し
て
、
か
ね
て
は
ま
た
弟
子
の
迷マ

ヨ
ヒを

解ト
ク

の
法
な
る
へ
し
。
能
叶
た
る
故
事
を
用
ゆ
る
に
は
、
別
に
習
も
工
夫
も
な
き

事
也
。
た
と
へ
は
、」（
四
十
四
オ
）

ふ
か
き
う
ぢ
川
舟
で
渡
さ
ん

と
い
へ
る
句
に
、佐
ゝ
木
い
け
づ
き
に
乗
て
先
陣ジ

ン

せ
ら
れ
し
故コ

ジ事
を
も
つ
て
も
、

よ
く
肌ハ

ダ

の
あ
へ
る
付
や
う
有
。
ま
た
、

さ
す
か
ら
か
さ
は
夕
立
の
た
め

と
い
ふ
句
に
、
秦シ

ン
ノ
シ
ク
ワ
ウ

始
皇
の
御ミ

 
カ
リ狩

の
と
き
松
の
大
木
と
な
り
て
雨
を
も
ら
さ
ざ
り

し
故
事
も
句
作
に
て
能
付
也
。

廾
余
年
ま
つ
り
ご
ち
し
も
時
移ウ

ツ
リ

半ハ
ン
フ
ン分

か
た
る
仙
境ケ

ウ

の
ゆ
め

前
句
は
敦ア

ツ
モ
リ盛

の
謡
に
「
平
家
世
を
取
て
廾
余
年
」
と
云
詞コ

ト
ハを

取
て
平
家
の
故
事

也
。
し
か
る
を
、
二
十
余
年
政
せ
し
と
い
ふ
に
た
よ
り
て
彼カ

ノ
カ
ン
タ
ン

邯
鄲
の
」（
四
十
四

ウ
）
十
年
の
夢
を
思
ひ
出
て
半
分
と
切キ

リ

用
候
。
此
句
に
ま
た
、

約
束
の
夕
に
ば
か
り
雨
と
な
り

こ
れ
は
ま
た
、
楚ソ

王ワ
ウ

の
巫ブ

山サ
ン

に
て
神シ

ン
ジ
ヨ女

と
契
り
給
ひ
し
か
ね
ご
と
に
、
朝ア

シ
タに

は

雲
と
な
り
暮ユ

フ
ヘに

は
雨
と
成
て
君
に
ま
み
え
ん
、
と
ち
か
ひ
し
を
思
出
、
半
分
か

た
る
と
い
ふ
に
あ
た
り
、「
暮ユ

フ
ベに

ば
か
り
雨
と
な
り
」
と
あ
い
し
ら
ひ
侍
。『
無

言
抄
』
云
、
本
歌
の
事
、
三
句
に
渡
る
べ
か
ら
す
。
本
説セ

ツ

・
物
語
同
之
、
但
、
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二
七

に
げ
歌
あ
ら
は
不ク

ル
シレ

苦カ
ラ
ス。

た
と
へ
は
、

月
に
心
や
ひ
か
れ
行
ら
ん

と
い
ふ
句
に
、」（
四
十
五
オ
）

足
な
み
も
な
づ
め
る
駒
の
秋
の
夜
に

と
付
て
ま
た
、

岩
ふ
み
く
れ
ぬ
あ
ふ
さ
か
の
関

と
い
ふ
は
、
前
句
「
あ
ふ
坂
の
関
の
清シ

水
に
か
げ
見
え
て
い
ま
や
引
ら
ん
望モ

チ

月

の
駒コ

マ

」。
後
は
、「
あ
ふ
さ
か
の
関
の
岩
か
ど
ふ
み
な
ら
し
山
立
出
る
き
り
は
ら

の
駒
」
と
い
ふ
歌
に
て
付
る
也
。
此
心
を
は
い
か
い
に
も
、

を
さ
む
る
国
の
様ヤ

ウ
ス子

か
た
れ
る

札
の
徳
ひ
ろ
し
六
十
万
人
に

異イ
キ
ヤ
ウ
ク
ン
ジ
ユ

香
群
集
よ
教オ

シ
ヘな

す
場ニ

ハ

初
は
「
遊
行
柳
」
後
は
「
誓
願
寺
」
の
謡
也
。

　
　
　

○
第
廾
七　

親
句
疎
句
之
事
」（
四
十
五
ウ
）

親
句
は
詞
を
対
し
、
或
は
道
具
を
以
て
付
。
疎
句
と
い
ふ
は
、
心
を
用モ

チ
ヒて

付
る

を
い
ふ
也
。
発
句
も
其
通
也
。
親
句
と
い
へ
る
は
た
と
へ
ば
、

梅
に
鴬　

柳
に
鞠　

極
楽

ニ
地チ

 
ゴ
ク獄

虎
の
尾
と
云
に　

龍
の
髯ヒ

ゲ

な
と
付
る
義
也
。
世セ

ワ話
に
道
具
付
と
云
。
疎
句
と
い
ふ
に
至
り
て
は
定
ま
り
た

る
付
物
も
な
し
。
何
に
て
も
心
の
上
を
以
付
る
也
。
世
に
心゙
付
と
い
ふ
、
こ

れ
也
。見

め
ぐ
ら
し
け
り
四
方
の
山
々

物
お
も
ひ
ま
き
れ
や
す
る
と
宿
を
出
て

ま
た
し
と
思
ふ
く
れ
は
幾イ

ク

度

身
の
程
を
恋
し
き
う
ち
に
か
へ
り
見
て
」（
四
十
六
オ
）

其
故
に
親シ

ン

句ク

は
初
心
仕
て
、
初
心
も
聞
侍
る
也
。
疎
句
は
名
人
の
み
し
て
、
名

人
の
み
能
聞
也
。
か
く
い
へ
る
と
て
、
親
句
は
名
人
は
せ
ぬ
と
い
ふ
に
は
あ
ら

す
。
た
と
へ
は
、
七
五
三
を
以
て
人
を
ふ
る
ま
ひ
て
、
一
旦
の
公
義
を
調

ト
ヽ
ノ
ユる

、

親
句
の
体テ

イ

也
。
糟サ

ウ
コ
ウ糠

を
以
て
、
ま
め
や
か
な
る
友
を
ま
ね
き
て
う
ら
な
く
か
た

ら
へ
る
、
疎ソ

ク句
の
体
也
。
若
ま
た
、
七
五
三
を
以
て
心シ

ン
ジ
チ実

の
友
と
語
ら
ん
は
、

鬼
に
鉄テ

ツ
キ
ウ棒

也
。
さ
れ
は
に
や
、
親
疎
か
ぬ
る
句
を
秀シ

ウ
イ
ツ逸

と
は
い
へ
り
。
此
疎
句

の
体
、
宗
匠
わ
ざ
な
り
と
い
へ
る
事
、
僻ヒ

ガ

心
得
に
思
ひ
、
其
ま
ね
を
し
て
仕シ

そ

こ
な
へ
る
事
、
い
と
見
ぐ
る
し
。
世
話
に
も
」（
四
十
六
ウ
）
疎
句
の
わ
る
き
は

犬
も
く
は
ぬ
、
と
云
へ
り
。
其
仕
そ
こ
な
ひ
の
発
句
一
つ
ふ
た
つ
記シ

ル

し
侍
る
。

余ヨ

は
、
推ヲ

シ
テ
シ
ル
ヘ
シ

而
可
知
。

目メ

出デ

度タ
サ

や
と
に
も
目メ

テ出
度タ

キ

御
代
の
春

春
や
春
花
や
花
な
る
花
の
は
る

名
月
や
一
天
四
海
雲
も
な
し

か
や
う
の
句
し
て
、
初
心
に
ひ
け
ら
か
し
、
い
か
さ
ま
に
も
功コ

ウ
シ
ヤ者

わ
ざ
か
と
心

に
く
が
ら
せ
る
人
多
し
。
彼カ

ノ
ゼ
ン禅

家ケ

に
、「
六ロ

ク
〳
〵
グ
ワ
ン
ラ
イ

々
元
来
三
十
六
鷺サ

キ
ハ
シ
ロ
ク
カ
ラ
ス
ハ
ク
ロ
シ

白
烏
黒
」

な
ど
、た
ゝ
ち
に
云
は
な
せ
る
と
同
じ
事
の
や
う
に
作サ

ク
シ
ヤ者

は
お
も
ふ
べ
け
れ
ど
、

誠
に
似ニ

た
る
事
は
似
た
れ
ど
も
、是ゼ

な
る
事
は
是ゼ

な
ら
ぬ
な
る
べ
し
。」（
四
十
七

オ
）
古
人
の
仕
た
る
疎
句

　
　

月
の
秋
花
の
春
た
つ
朝
か
な	

宗
祇

　
　

花
さ
き
て
心
に
残
る
春
も
な
し	

御
製

ま
た
、
此
ご
ろ
の
句
に
、

思
ひ
な
し
か
晴ハ

ル

れ
ど
霞
む
け
さ
の
空

　
　
　

○
第
廾
八　

篇
序
題
曲
流　
并
用
付
・
後
付
之
事

此
五
つ
の
品シ

ナ

、
和
歌
の
体
よ
り
沙サ

タ汰
有
事
也
。
ま
づ
、
篇ヘ

ン
ジ
ヨ
ダ
イ

序
題
の
三
つ
は
大

あ
ら
め
な
る
義
也
、
曲キ

ヨ
ク
リ
ウ流

は
つ
ぶ
さ
に
こ
ま
か
な
る
義
也
。
歌
に
も
篇ヘ

ン
ジ
ヨ
ダ
イ

序
題
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二
八

曲キ
ヨ
ク
リ
ウ

流
と
あ
な
が
ち
五
句
次シ

 
ダ
イ第

せ
る
に
は
あ
ら
ず
。
も
と
よ
り
、
上
の
句
に

篇ヘ
ン
ジ
ヨ
ダ
イ

序
題
の
心
有
て
、
下
の
句
曲キ

ヨ
ク
リ
ウ

流
な
る
も
有
。
下
の
句
篇
序
題
に
て
、
上
の
句

曲
流
」（
四
十
七
ウ
）
な
る
も
有
。
一
句
に
篇
序
題
の
心
有
て
、
四
句
曲
流
な
る

も
有
。
ま
づ
其
次
第
に
か
な
ひ
た
る
、
し
る
し
侍
る
。

春
過
て　
篇　

　

夏
来
に
け
ら
し　
序　

　

白
妙
の　
題

衣
ほ
す
て
ふ　
曲　

　

あ
ま
の
か
く
山　
流

ま
た
、
一
句
篇
序
題
に
て
四
句
曲
流
な
る
も
有
。
慈シ

 
エ
ン円

の
歌
に

う
き
世
哉
よ
し
の
ゝ
花
に
春
の
か
ぜ
し
ぐ
る
ゝ
空
に
有
明
の
つ
き

こ
れ
「
う
き
世
哉
」
と
い
へ
る
を
四
句
に
て
云
の
へ
た
り
。
連
諧
に
て
い
は
く
、

今
は
と
て
心
ぼ
そ
く
も
立
わ
か
れ

さ
す
が
に
お
も
ひ
た
え
ぬ
玉
の
緒ヲ

三
井
さ
し
て
落
て
こ
そ
ゆ
け
」（
四
十
八
オ
）

物
ぐ
る
ひ
腰コ

シ

に
は
扇
目
に
な
み
だ

連
誹
に
て
は
、
篇
序
題
曲
流
の
句
を
す
る
と
い
へ
る
事
は
な
し
。
と
か
く
我
句

を
篇
序
題
の
心
に
な
し
た
る
、
よ
き
也
。
我
句
を
曲
流
に
す
れ
は
用
付
に
成
て

わ
る
し
。
此
外
、
二
道
・
四
道
な
と
い
へ
る
事
侍
り
。

用
付
と
い
へ
る
事
は
、
初
心
の
ま
ゝ
有
事
に
て
、
中チ

ウ
シ
ン心

以
後
に
は
か
つ
て
な
き

事
な
り
。
た
と
へ
は
、

　
「
傘

カ
ラ
カ
サ」

と
い
ふ
に
、「
骨ホ

ネ

」「
帋カ

ミ

」「
油ア

フ
ラ

」
な
と
付ツ

ク
ル、

道
具
の
用
付
也
。「
指サ

ス

」

「
張ハ

ル

」
な
ど
付ツ

ク
ル、

心
の
用
付
也
。
ま
た
、
後ウ

シ
ロ 

付ツ
ケ

と
い
へ
る
は
、

　
「
仏
」
と
い
ふ
に
「
石イ

シ

」、「
香カ

ウ
シ
ユ需

」
と
云

ニ
「
長ナ

ギ
ナ
タ刀

」」（
四
十
八
ウ
）
な
と
付

る
事
也
。
引
合
て
「
石
仏
」「
長
刀
」「
香
需
」
と
な
れ
ば
、「
石
」
も
「
長
刀
」

も
名
字
に
て
、
虚キ

ヨ

に
な
り
、
実シ

ツ

は
「
仏
」
と
「
香カ

ウ
ジ
ユ需

」
な
る
故
也
。
右
二
い
ろ

は
名ミ

ヤ
ウ
ジ字

上
に
付
た
り
。
ま
た
、
名
字
下
に
つ
く
も
有
。「
観ク

ワ
ン
セ
ヲ
ン

世
音
」「
菩ホ

薩サ
ツ

」
な

と
の
類タ

グ
ヒな

り
。「
鑓
」
に
「
梅
」、「
桜
」
に
「
鯛タ

イ

」
付
る
よ
し
。

ま
た
、「
酒
」
に
「
奈
良
」・「
奈
良
」
に
「
酒
」、「
茶
」
に
「
宇
治
」・「
々（

宇
治
）々

」

に
「
茶
」、
ど
ち
を
付
て
も
く
る
し
か
ら
ず
。
皆
、
体タ

イ

な
る
故
也
。
こ
れ
ら
は
、

ま
の
あ
た
り
な
る
事
な
る
故
に
少

ス
コ
シ

心
あ
る
も
の
は
せ
ず
。
其
こ
ま
か
な
る
に
至

て
は
却コ

ウ
シ
ヤ者

も
仕シ

誤
ア
ヤ
マ
ル

事
也
。

　
　
　

○
第
廾
九　

前
句
に
持モ
タ

れ
前
句
を
借
句
之
事
」（
四
十
九
オ
）

梅
桜
等
の
名メ

イ
ホ
ク木

に
花
と
付
る
事
、
花
は
定サ

タ

ま
り
た
る
名ナ

な
け
れ
ば
、
前
句
の
花

を
い
へ
る
や
う
な
れ
ば
、
前
句
を
借
心
也
。
た
と
へ
は
、

下
さ
る
ゝ
鷹タ

カ

の
鳥
毛
や
あ
ら
ふ
ら
ん

義ギ
 
シ
キ式

有
げ
に
な
を
す
ま
な
板イ

タ

さ
な
か
ら
前
句
の
鳥
を
の
す
る
や
う
に
て
聞
に
く
し
、
ま
た
、

望
み
し
戒カ

イ

を
う
く
る
氏ウ

ジ

寺テ
ラ

済ト
キ
マ
イ米

と
知チ

ギ
ヤ
ウ行

の
初ハ

ツ
ホ穂

参
ら
せ
て

此
「
ま
い
ら
せ
て
」
と
い
ふ
に
て
前
句
の
「
氏
寺
」
へ
参
ら
す
る
や
う
に
て
聞

に
く
し
。
同
じ
事
な
か
ら
、

済ト
キ
マ
イ米

と
知
行
の
初
穂
取
分
て
」（
四
十
九
ウ
）

と
い
ふ
に
て
一
句
立
也
。
ま
た
、

月
か
け
に
馬ム

マ
ク
ワ
ン
ヲ
ン

観
音
と
あ
ら
は
れ
て

「
と
」
の
字
に
て
何
か
観
音
と
あ
ら
は
れ
た
る
に
や
。
一
句
立
か
た
し
。
こ
れ

を

月
か
け
に
馬
観
音
の
あ
ら
は
れ
て

と
い
へ
ば
、
一
句
立
な
り
。
ま
た
、

名
木
の
柳
に
秋
の
東
風
吹
き
て

ゆ
ふ
へ
の
露
も
ち
ら
す
宮キ

ウ
ゼ
ン前

此「
ち
ら
す
」と
い
ふ
に
て
、前
句
の「
風
」を
い
ふ
や
う
な
り
。
同
じ
事
な
か
ら
、

ゆ
ふ
べ
の
露
も
ち
れ
る
宮
前

「
ち
れ
る
」に
て
、風
を
か
ら
す
し
て
、露
我
と
ち
る
也
。
大
か
た
、此
は
た
へ
也
。

右
三
句
は
初
心
の
為
な
れ
は
、
あ
る
か
中
」（
五
十
オ
）
に
も
耳
近ヂ

カ

き
事
を
し
る
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二
九

し
侍
也
。
猶
、
こ
ま
か
き
所
に
い
た
り
て
は
毫ガ

ウ

厘リ

を
あ
ら
そ
ふ
差シ

ヤ
ヘ
ツ別

有
。

　
　
　

○
第
卅　

異
形
通
体
之
事　
并
四
手
付

法
の
心
を
鳥
も
な
く
な
り

駒
に
か
ふ
草
の
枯
葉
に
鴫シ

キ

お
り
て

あ
な
も
の
す
ご
や
野
お
く
り
の
体

い
か
に
せ
ん
鼠

ネ
ツ
ミ

狼ヲ
ヽ
カ
ミあ

ば
れ
出
て

「
あ
な
」
に
「
鼠
」、「
物
す
ご
き
野
お
く
り
」
に
「
狼

ヲ
ヽ
カ
ミ」

付
た
り
。
こ
れ
四
手デ

ぐ
み
と
て
、
古
来
よ
り
き
ら
へ
る
体
は（

マ
マ
）、

其
き
ら
ふ
故
は
、「
鼠
」「
狼
」
と
の

つ
ゝ
き
、
対ツ

イ

せ
さ
る
物
を
無ム

リ理
に
つ
ゝ
け
た
る
故
也
。
同
事
な
か
ら
、

い
か
に
せ
ん
狼
き
つ
ね
あ
は
れ
出
て
」（
五
十
ウ
）

た
と
ひ
四
手
く
み
に
て
も
、
つ
ゞ
き
さ
へ
よ
け
れ
ば
く
る
し
か
ら
す
。
そ
れ
を

き
ら
へ
は
付ツ

ケ
モ
ノ物

も
な
き
や
う
に
成
也
。

柿
う
ち
わ
を
も
両
の
手
に
得
し

信
濃
路
や
唐カ

ラ

に
も
知チ

イ
ン音

訪
ぬ
ら
ん

さ
な
が
ら
四
手
に
て
聞
に
く
し

目
す
ひ
鼻ハ

ナ

す
ひ
口
を
こ
そ
吸ス

ヘ

杉
ゆ
き
の
鯛
は
頭カ

シ
ラに

味ア
チ

あ
り
て

こ
れ
は
、
く
ゝ
り
て
付
た
る
物
也
。
是
を
目
に
も
鼻
に
も
口
に
も
付
れ
ば
、
こ

せ
く
り
て
わ
る
し
。
こ
せ
ら
ず
に
聞
ゆ
る
句
あ
ら
は
こ
ま
か
に
分
て
付
て
も

く
る
し
か
る
ま
じ
。
乍
去
、
取
分
て
付
れ
は
句
こ
せ
る
も
の
也
。」（
五
十
一
オ
）

古
来
よ
り
の
抄
物
に
、

花
と
花
と
は
色
を
あ
ら
そ
ふ

川
岸ギ

シ

に
藤
山
吹
の
さ
き
乱
れ

此
付
や
う
わ
る
し
と
い
へ
り
。

峰
の
松
ひ
と
り
春
を
や
送
る
ら
ん

松
の
句
取
の
き
て
よ
ろ
し
。
ま
た
、

春
夏
秋
に
風
か
は
る
な
り

花
の
後
青
葉
な
り
し
が
紅
葉
し
て

と
周シ

ウ

阿ア

被
付
し
を
、
又
、
救
済
法
師
、

雪
の
時
さ
て
い
か
な
ら
ん
峰
の
松

此
後
の
句
共
、
古
来
よ
り
賞シ

ヤ
ウ
ビ美

し
来
れ
り
。
さ
れ
共
、
前
の
「
藤
山
吹
」
の

句
も
周
阿
の
句
も
、
あ
し
き
に
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。
後
の
句
に
く
ら
ふ
れ
ば
、」

（
五
十
一
ウ
）
を
と
り
た
る
と
い
ふ
事
也
。
そ
れ
を
わ
き
ま
え
ず
し
て
、
ひ
た
す

ら
悪
き
と
心
得
て
半
分
つ
く
る
流リ

ウ

あ
り
。
ま
た
、
前
句
に
有
事
を
み
な
え
あ
い

し
ら
は
す
し
て
の
ぬ
け
句
に
四
手
付
は
き
ら
ふ
故
に
、
其
中
に
て
の
眼マ

ナ
コば

か
り

付
た
り
と
云
の
ふ
る
人
有
。
そ
の
か
み
、
あ
る
人
の
前
句
に
、「
め
ね
こ
」
と

い
ふ
事
出
た
る
に
、
人
々
猫ネ

コ

ば
か
り
に
付
侍
れ
は
、
貞
徳
其
句
を
も
ど
し
て
、

「
め
」
の
字
に
う
と
き
と
て
、「
比ビ

ク

ニ
丘
尼
の
御ゴ

所シ
ヨ

」
と
い
ふ
事
を
付
て
、「
め
」

の
字
を
も
す
て
す
付
ら
れ
た
り
と
か
や
。
我
門
弟
の
興
行
に
、」（
五
十
二
オ
）

菩ホ
 
ダ
イ提

の
為
に
ま
い
る
寺テ

ラ

ぐ々

と
い
ふ
前
句
有
し
に
、人
々
の
句
に「
寺
」と
い
ふ
字
の
あ
い
し
ら
ひ
有
な
か
ら
、

「
寺
〳
〵
」と
い
ふ「
寺
」ふ
た
つ
の
あ
い
し
ら
ひ
な
し
と
い
へ
り
し
か
は
、人
々

其
前
句
を
予ヨ

に
ゆ
づ
ら
れ
し
か
ば
、

浅ア
サ
キ

き
よ
り
ふ
か
き
法
ぞ
と
数ズ

珠ヽ
切キ

リ

て

ま
た
、金キ

ン
エ
テ
ウ

衣
鳥
を
そ
朝
な
〳
〵
き
く

お
き
〳
〵
や
必
む
す
ふ
谷
の
水

此
句
も
鴬
を
朝
き
く
と
い
へ
る
に
は
、
た
や
す
く
付
侍
り
し
か
共
、「
朝
な

〳
〵
聞
」と
い
ふ
朝ア

サ
ゴ
ト毎

に
あ
い
し
ら
ひ
求モ

ト
メ兼

侍
て
後
、必
と
い
ふ
字
を
得
た
り
。」

（
五
十
二
ウ
）
連
誹
の
み
に
も
限
ら
す
、
禅
学
な
と
に
も
こ
れ
に
似
た
る
こ
と
あ

り
。
か
の
神シ

ン
シ
ウ秀

と
の
頌ジ

ユ

に
、



湘北紀要　第 31 号　2010

三
〇

身
ハ

是
菩
―

提
―

樹 

心
ハ

如
二
明
鏡

ノ
台

一

時
―

々
勤

テ
払
―

拭
セ
ヨ

勿
レ
使

レ
惹ヒ

カ
二
塵
埃

ヲ一

ま
た
、
六
祖
恵ヱ

能ウ

菩
提
本
無

レ
樹 

明
―

鏡
亦
非

レ
台

ニ

本
来
無
―

一
―

物 

何
処ニ

カ
惹

ン二

塵
埃

ヲ一

二
人
の
頌ジ

ユ

を
く
ら
ぶ
る
時
は
、
後
の
六
祖
の
頌ジ

ユ

は
る
か
に
ま
さ
り
た
り
。
其
故

を
以
て
、
五
祖
も
、
ま
つ
六
祖
恵
能
に
衣エ

 
ハ
ツ鉢

を
つ
た
へ
給
ふ
を
聞
て
、
神
秀
の

頌ジ
ユ

は
ひ
た
す
ら
わ
る
き
と
皆
人
お
も
へ
り
。
さ
に
は
あ
ら
ず
。
六
」（
五
十
三
オ
）

祖ソ

の
頌
に
引
く
ら
ぶ
る
時
は
を
と
れ
り
。
是コ

レ

、儒シ
ユ

の
方
よ
り
い
は
く
、「
利リ

シレ

仁
ヲ

、

安
スレ

仁
ヲ

。」
と
い
ふ
の
へ
だ
て
な
り
。
さ
れ
ど
も
、
初
学
の
た
め
に
は
神
秀
の

頌
よ
し
。
恵
能
の
頌ジ

ユ

は
見ケ

ン

解ゲ

高タ
カ

過ス
キ

て
、
無ム

一
偏
に
落
る
事
有
。
今
の
連
歌
付
や

う
も
、
初
心
は
初
め
二
句
の
親
句
の
付
様
を
よ
く
覚
て
、
以
後
か
の
疎
句
の
体

を
学
ば
る
べ
し
。

　
　
　

○
第
卅
一　

六
義
之
事

六
義ギ

は
詩
歌
の
命
に
し
て
此
道
に
た
ど
れ
る
人
、
あ
き
ら
か
に
せ
ず
は
、
あ
る

べ
か
ら
す
。し
か
あ
れ
ど
も
、世
に
し
る
人
ま
れ
な
り
。貴キ

人ニ
ン・

高コ
ウ

家ケ

の
」（
五
十
三

ウ
）
上
は
我
ま
じ
は
ら
ぬ
所
な
れ
ば
、
猶
は
か
り
が
た
し
。
い
て
や
、
誹
諧
を

以
て
世
に
な
る
人
の
中
に
、
あ
る
は
一
端タ

ン

の
習
を
う
け
、
あ
る
は
古
人
の
抄
物

を
写ウ

ツ

し
な
と
し
て
、
柱コ

ト
ジに

に
か
は
せ
る
も
の
は
、
詩
を
い
へ
は
和
歌
連
諧
う
と

く
、
和
歌
連
誹
を
い
へ
ば
詩
に
う
と
し
。
ま
づ
、
六
義
と
い
へ
る
は
、『
古
今
』

の
「
序
」
に
、

そ
も
〳
〵
歌
の
さ
ま
む
つ
な
り
、
か
ら
の
歌
に
も
か
く
ぞ
あ
る
べ
き
。
む
く

さ
の
ひ
と
つ
に
は
、
そ
へ
う
た
。
お
ほ
さ
ざ
き
の
御
門
を
そ
へ
奉
る
歌
、

な
に
は
つ
に
咲
や
此
花
冬
ご
も
り
今
は
春
べ
と
さ
く
や
此
花
」（
五
十
四
オ
）

ふ
た
つ
に
は
、
か
ぞ
へ
う
た
、

咲
花
に
思
ひ
つ
く
み
の
あ
ぢ
き
な
さ
身
に
い
た
づ
き
の
い
る
も
知
ず
て

み
つ
に
は
、
な
ず
ら
へ
歌
、

君
に
け
さ
朝
の
霜
の
お
き
て
い
な
ば
恋
し
き
ご
と
に
消
や
渡
ら
ん

よ
つ
に
は
、
た
と
へ
う
た
、

我
恋
は
よ
む
と
も
つ
き
し
あ
り
そ
海
の
浜
の
ま
さ
こ
は
よ
み
つ
く
す
と
も

い
つ
ゝ
に
は
、
た
ゞ
こ
と
歌
、

い
つ
は
り
の
な
き
世
な
り
せ
は
い
か
は
か
り
人
の
言
葉
の
う
れ
し
か
ら
ま

し
む
つ
に
は
、
い
は
ひ
歌
、

こ
の
と
の
は
む
へ
も
冨
け
り
さ
き
草
の
」（
五
十
四
ウ
）
み
つ
ば
よ
つ
ば
に

と
の
つ
く
り
せ
り

　

と
、
い
へ
る
な
る
へ
し
。

「
小
注
」

ニ
云

　
　

お
ほ
よ
そ
、
む
く
さ
に
わ
か
れ
ん
事
は
え
あ
る
ま
し
き
事
に
な
ん
。

右
の
「
小
注
」
に
つ
き
て
も
、
貫ツ

ラ
ユ
キ之

の
筆
な
り
と
い
へ
る
説セ

ツ

も
有
。
ま
た
、
後

人
の
書
加
へ
つ
る
な
と
、
家
々
の
説
々
有
。
此
次
に
『
古
今
』
の
「
序
」
の
六

義
の
事
も
云
出
、
多
く
も
の
す
れ
ど
、
ひ
と
つ
は
世
の
憚

ハ
ヽ
カ
リを

お
も
ひ
、
つ
た
な

き
身
の
ほ
と
を
か
へ
り
見
、
又
は
道
の
奥
義
を
か
ろ
〴
〵
敷
い
へ
る
も
、
其
道

の
お
き
て
に
そ
む
け
る
事
な
れ
ば
、
い
さ
ゝ
か
連
誹
の
句
を
あ
げ
て
、
か
た
の

ご
と
く
理
り
侍
る
も
の
也
。」（
五
十
五
オ
）

風　

そ
へ
歌
也
。
ふ
る
き
連
歌
に
、

　

人
の
子
の
を
ひ
さ
き
祝イ

ハ
ヒて

つ
ぼ
む
よ
り
色
香
も
ふ
か
し
宿
の
梅

　

季
吟
に
云
か
け
ゝ
る

　
　

よ
め
な
ら
は
み
と
り
に
せ
は
や
柳
髪	

貞
徳

　

こ
れ
ら
や
か
な
ふ
べ
か
ら
ん
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一

す
へ
て
、
風フ

ウ

の
体
は
詩
歌
連
誹
共
に
、
小
序
・
詞
書
・
前
書
な
く
て
は
聞
え

か
た
き
事
な
る
へ
し
。

賦　

か
す
へ
う
た

　
　

い
づ
れ
ぞ
と
見
れ
は
手
お
ら
ん
花
も
な
し

　
　

さ
び
し
さ
や
鹿
の
み
な
ら
す
猿マ

シ

の
声	

康
吉

　

と
い
へ
る
な
る
へ
し
。

比　

な
そ
ら
へ
う
た
」（
五
十
五
ウ
）

　
　

あ
つ
ま
へ
下
け
る
人
の
馬
の
は
な
む
け
し
侍
る
に
、	

『
新
つ
く
は
集
』

　
　

春
風
に
行
人
し
た
ふ
柳
か
な	

宗
砌

　
　
　

黒
谷
に
て

　
　

花
の
帽バ

ウ

子
か
つ
け
梢コ

ズ
エの

あ
ま
蛙	

元
隣
母

興　

た
と
へ
う
た　

又
即
興

　
　

冬
川
の
雪
の
柳
や
瀧
の
糸

　
　

猿エ
ン
コ
ウ猴

か
露
の
月
取
わ
ら
び
の
手	

季
吟

同　

花
盛
お
も
へ
は
似
た
る
雲
も
な
し	

専
順

　
　

月
ば
か
り
昔
の
な
り
や
し
か
の
郷サ

ト	

一
如

雅　

た
ゝ
こ
と
う
た

　
　

咲
は
散
理コ

ト
ハ
リ 

し
ら
ぬ
花
も
が
な

　
　

ま
ゝ
候
よ
年
ひ
と
つ
よ
る
も
花
の
春	
季
吟

頌　

い
は
ひ
う
た
」（
五
十
六
オ
）

照
そ
め
し
世
や
久
か
た
の
秋
の
月

君
が
代
や
み
も
す
そ
川
の
す
ま
ん
ざ
い

此
六
義
の
ひ
ろ
き
事
、
詩
歌
連
歌
の
み
に
も
か
ぎ
ら
ず
、
い
や
し
き
民
の
云
出

る
言
葉
の
末
も
、
生イ

キ

と
し
い
け
る
物
の
声
も
、
此
六
く
さ
を
い
づ
る
事
な
し
。

其
ゆ
へ
に
此
分
ち
し
ら
ざ
る
人
の
句
も
、し
れ
る
か
た
よ
り
見
た
ら
ま
し
か
ば
、

其
ひ
と
か
た
に
は
あ
ら
ず
と
い
ふ
事
あ
ら
さ
る
べ
し
。
さ
れ
ど
も
、
そ
の
す
べ

し
ら
ぬ
我
等
が
為
に
い
は
く
、
柱ハ

シ
ラを

は
め
る
虫
の
た
ま
〳
〵
文
字
の
か
た
ち
に

あ
と
つ
け
侍
れ
ど
も
、
其
虫
は
い
づ
れ
の
文
字
と
も
し
ら
ず
し
て
、
し
る
人
の
」

（
五
十
六
ウ
）
為
に
の
み
し
ら
る
ゝ
と
、
い
づ
れ
か
い
つ
れ
な
ら
ん
。
猶
、
十
体

な
と
い
へ
る
事
有
。

　
　
　

○
追
加　

書
物
題タ

イ

号コ
ウ

之
事

す
べ
て
、
書
物
に
外ケ

題ダ
イ

付
候
事
、
和
漢
共
に
さ
ま
〴
〵
の
古コ

法ハ
ウ

、
と
り
〴
〵
の

作サ
ク
イ意

あ
な
る
と
い
へ
と
、
つ
ゝ
め
て
是
を
い
ふ
時
は
、
其
し
な
を
ほ
き
に
あ
ら

ざ
る
べ
し
。
ま
づ
、『
源
氏
物
語
』
の
例
に

▲
其
草
子
の
中
に
あ
る
詞
を
と
る
。

　
「
桐
つ
ほ
」
の
巻　

詞
云

　

御
つ
ほ
ね
は
き
り
つ
ほ
也

▲
歌
を
と
る
。

　
「
は
ゝ
木
々
」
の
巻

は
ゝ
き
ゞ
の
心
を
し
ら
て
そ
の
は
ら
や
道
に
あ
や
な
く
ま
ど
ひ
ぬ
る
哉
」

（
五
十
七
オ
）

▲
歌
と
詞
と
を
と
る
。

　
「
夕

」
の
巻　

詞

し
ろ
く
さ
け
る
を
な
ん
夕

と
申
侍
る

心
あ
て
に
そ
れ
か
と
ぞ
見
る
白
露
の
ひ
か
り
そ
へ
た
る
夕
が
ほ
の
花

▲
歌
に
も
詞
に
も
よ
ら
ぬ
は
「
夢
の
浮
橋
」

ノ
巻
。

此
四
色
を
、
古
き
抄
物
に
は
、
天
台
の
「
有ウ

 
モ
ン門

」「
空ク

ウ
モ
ン門

」「
亦ヤ

有ウ

亦ヤ

空ク
ウ
モ
ン門

」

「
非ヒ

ウ

ヒ
有
非
空ク

ウ
モ
ン門

」
の
四
諦タ

イ

の
法
門
に
な
ぞ
ら
へ
た
り
。

▲
此
外
、
其
発
端
の
語
を
取
て
名
と
す
。

　
　
『
つ
れ
〳
〵
草
』・『
老
子
』

ノ
「
道タ

ウ
カ
タ
ウ

可
道
」
の
類ル

イ

▲
又
、
作
者
の
名
を
題タ

イ
コ
ウ号

と
せ
る
も
有
。

　
　
『
孟
子
』『
荘
子
』『
白
氏
文
集
』
な
と
。
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二

又
、
礼レ

イ

の
事
を
し
る
せ
は
、『
礼ラ

イ

記キ

』
と
い
ひ
、『
灸ク

ウ

経キ
ャ
ウ』『

馬ハ

書シ
ヨ

』
な
と
の

類
な
る
べ
し
。」（
五
十
七
ウ
）

　

又
、『
阿
弥
陀
経
』『
薬
師
経
』
な
ど
は
、其
仏
の
徳
を
い
へ
れ
ば
其
名
に
付
侍
。

▲
又
、『
妙
法
蓮
華
経
』『
観
世
音
』

こ
れ
は
人ニ

ン

・
法ハ

ウ

・
喩ユ

の
三
を
兼
た
り
。
人ニ

ン

は
観
音
、
法
は
妙
法
、
喩
は
蓮

華
也
。

其
外
、
心
を
以
て
付
る
事
は
、
あ
け
て
か
そ
ふ
へ
か
ら
す
。
こ
の
品
々
の
格
を

以
て
作
意
を
め
く
ら
し
付
給
ふ
べ
し
。」（
五
十
八
オ
）

ま
れ
人
の
と
ふ
、
誹
諧
は
何
事
そ
。
曰
、
誹
諧
は
和
歌
の
ひ
と
か
た
に
て
、
天

地
を
う
こ
か
し
、
男
女
の
中
を
も
や
は
ら
く
る
道
也
。
ま
れ
人
の
曰
、
さ
は
い

へ
れ
と
、
此
は
い
か
い
に
た
く
み
な
る
も
、
さ
し
て
世
に
功
も
な
く
、
身
に
益

も
な
き
は
な
ん
そ
や
。
曰
、
こ
れ
、
道
の
と
か
に
あ
ら
す
。
人
の
科
也
。
そ
れ
、

百
薬
は
病
を
の
そ
き
、
命
長
か
ら
し
む
る
そ
な
へ
な
り
。
し
か
る
を
、
あ
た
め

け
る
医
用
て
人
を
あ
や
ま
ら
ん
に
、
く
す
り
の
わ
さ
と
云
て
可
な
ら
ん
や
。
其

妙
な
る
に
い
た
り
て
は
、
疱
丁
か
牛
を
解
す
ら
、
生
を
や
し
な
ひ
、
世
を
治
る

理
有
。
い
か
ん
そ
。
ま
の
あ
た
り
を
見
て
し
ら
ぬ
さ
か
ひ
を
は
か
」（
五
十
八
ウ
）

ら
ん
や
。
す
へ
て
才
芸
道
徳
の
分
ち
有
。
蝸
牛
の
角
を
ふ
り
、
そ
の
わ
さ
を
以

て
な
り
。
富
る
に
へ
つ
ら
ひ
、
身
を
た
て
、
活
計
の
媒
と
せ
る
。
才
也
。
芸
也
。

む
く
ら
の
宿
に
代
々
の
聖
賢
を
師
と
し
、
友
と
し
、
待
事
な
く
あ
か
し
く
ら
し
、

内
仏
礼
に
心
に
か
な
ひ
、
外
仁
義
の
用
を
な
す
。
道
也
。
徳
也
。
万
の
わ
さ
才

と
せ
る
事
は
、
か
た
き
に
に
て
や
す
し
。
道
と
せ
る
事
は
、
や
す
き
に
似
て
か

た
し
と
い
へ
り
。
ま
た
問
。
此
小
式
は
何
の
為
に
し
る
せ
る
。
曰
、
や
つ
か
れ

千
の
句
を
つ
ら
ね
し
も
、
今
見
れ

（
マ
マ
） 

、
と
こ
ろ
〳
〵
心
よ
ろ
し
か
ら
さ
る
事
の

み
有
。
か
つ
は
み
つ
か
ら
の
」（
五
十
九
オ
）
不
忘
の
そ
な
へ
に
か
き
な
ら
へ
侍

し
。
ま
た
曰
、し
か
ら
は
、は
こ
の
う
ち
に
お
さ
め
て
可
な
ら
ん
。
な
ん
す
れ
そ
、

あ
つ
さ
に
ち
り
は
め
侍
る
や
。
曰
、
わ
か
誤
の
く
や
し
き
に
こ
る
ゝ
事
の
う
き

を
し
ら
は
、い
か
ん
そ
、人
々
に
し
ら
し
て
、後
の
車
の
い
ま
し
め
と
せ
さ
ら
ん
。

ま
た
曰
、
国
の
利
器
は
、
人
に
し
め
す
へ
か
ら
す
と
い
へ
る
事
有
。
此
『
小
式
』

の
む
ね
を
以
て
、
予
か
数
の
句
を
な
し
り
出
ん
は
、
い
か
ゝ
は
せ
ん
。
曰
、
わ

ら
は
さ
ら
ん
に
は
し
か
し
。
さ
れ
と
、
お
ろ
も
の
か
事
、
た
れ
有
て
か
ひ
き
あ

け
て
云
出
ん
よ
し
そ
し
り
侍
」（
五
十
九
ウ
）
ら
ん
は
、
我
一
人
の
恥
な
る
な
る

へ
し
。
も
し
此
心
を
た
と
り
て
、
初
心
の
と
も
か
ら
句
を
み
か
き
得
ん
は
、
道

の
為
也
。
名
ま
た
し
た
か
ふ
と
い
へ
る
事
も
な
き
に
し
も
あ
ら
さ
れ
は
、
も
る

（
マ
マ
）

く
る
お
し
と
も
い
へ
。
と
き
に
寛
文
二
年
初
春　

日
述
之
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

洛
下
六
角
通

山
岡
元
隣　

又
号

玄
水

終
」（
六
十
オ
）
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三
三

【
索
引
】

１
、
要
語
索
引

［
あ
行
］

敦
盛	

26

阿
弥
陀
経	

32

家
隆	

15

伊
勢
物
語	
13
、
26

　

融
の
大
臣	
13

一
如	
31

一
重	

16

永
享
年
中
北
野
万
句	

18

恵
能	

30

［
か
行
］

学
者	

16

可
全	

19

観
世
音	

28
、
32

邯
鄲	

26

季
吟	

11
、
12
、
16
、
18
、
30
、
31

灸
経	

32

救
済	

29

弘
誓	

14

口
伝	

17
、
18
、
19

毛
吹
草	

14

兼
載	

13

源
氏
物
語	

26
、
31

　
「
桐
つ
ほ
」
の
巻	

31

　
「
は
ゝ
木
々
」
の
巻	

31

　
「
夕
顔
」
の
巻	

31

　
「
夢
の
浮
橋
」
の
巻	

31

元
隣	

10
、
18
、
31
、
32

　

愚
句	

13
、
18

　

や
つ
か
れ

		


12
、
18
、
20
、
24
、
32

　
　

や
つ
か
れ
千
の
句	

32

　
　

や
つ
か
れ
も
千
句	

24

　

予	

10
、
20
、
29
、
32

元
隣
母	

31

孔
子	

15
、
22

紅
梅
千
句	

23

郡
山	

12
、
14

五
経	

26

古
今
集	

11

古
今
の
序	

30

御
傘	
26

故
事	

11
、
13
、
16
、
26

古
人
13
、
15
、
17
、
20
、
22
、
27
、
30

［
さ
行
］

西
武	

11

狭
衣
物
語	

26

佐
ゝ
木
い
け
づ
き
に
乗
て
先
陣
せ
ら
れ

し
故
事	

26

左
伝	

13
、
26

在
中
将	

16

詩		

13
、
19
、
23
、
30
、
31

師		

10
、
11
、
12
、
13
、
17
、
19

		


22
、
23
、
29
、
32

慈
円	

28

史
記	

26

重
頼	

11

釈
迦	

15

周
阿	

29

昌
珎	

19

紹
巴	

19
、
26

肖
柏	

23

抄
物	

29
、
30
、
31

初
心	

12
、
14
、
15
、
17

		


24
、
27
、
28
、
30
、
32

神
秀	

29
、
30

新
撰
菟
玖
波
集	

13
、
31

秦
始
皇	

26

誓
願
寺	

27

世
話	

16
、
19
、
27

撰
集	

15

専
順	

31

禅
学	

29

禅
家	

16
、
27

宗
鑑	

11

宗
祇	

11
、
27

荘
子	

31

宗
匠	

11
、
17
、
18

		


20
、
21
、
22
、
26
、
27

宗
砌	

31

宗
長	

11

宗
養	

18

荘
老
之
篇	

26

楚
王	

26

祖
白	

18

［
た
行
］

大
学	

26

千
里	

13

長
明	

13

菟
玖
波
集	

24

貫
之	

30

徒
然
草	

26
、
31

定
家	

13
、
15
、
26

貞
徳	

11
、
15
、
16
、
19
、
20

		


21
、
23
、
29
、
30

貞
徳
の
十
首
の
歌	

20

天
台	

31

　
「
有
門
」	

31

　
「
空
門
」	

31

　
「
非
有
非
空
門
」	

31

　
「
亦
有
亦
空
門
」	

31

［
な
行
］

則
常	

12
、
18
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三
四

［
は
行
］

誹
諧	

10
、
11
、
12
、
14
、
15
、
19

		


20
、
26
、
30
、
32

　

は
い
か
い	

10
、
11
、
12
、
14
、
15

		


16
、
19
、
20
、
23
、
27
、
32

　

句	

10
、
11
、
12
、
13
、
14
、
15

		


16
、
17
、
18
、
19
、
20
、
21

		


22
、
23
、
24
、
25
、
26
、
27

		


28
、
29
、
30
、
31
、
32

誹
言	
13

梅
信	
19

馬
鹿
集	

12

白
氏
文
集	

26
、
31

馬
書	

32

八
代
集	

26

樊
会	

23

非
言
の
書	

11
、
14
、
15

人
丸	

15

氷
室
守	

12

百
人
一
首	

24
、
25

傍
人
難	

14

美
州
住	

18

平
家
物
語	

26

碧
岩	

26

法
華
経	

26

発
句
帳	

14
、
15

［
ま
行
］

枕
草
子	

26

正
章	

11
、
12
、
14

正
式	

12
、
14

正
慶	

19

万
葉
集	

26

御
狩
の
と
き
松
の
大
木
と
な
り
て
雨
を

も
ら
さ
ざ
り
し
故
事	

26

妙
法
蓮
華
経	

32

無
言
抄	

26

孟
子	

31

守
武	

11

文
選	

26

門
弟	

11
、
17
、
29

［
や
行
］

薬
師
経	

32

八
雲
御
抄	

14

康
吉	

31

遊
行
柳	

27

［
ら
行
］

礼
記	

32

六
経	

26

立
圃	

11

連
歌	

11
、
12
、
19
、
20
、
23

		


25
、
26
、
30
、
31

老
子	

15
、
31

　
「
道
可
道
」	

31

［
わ
行
］

和
歌
（
歌
）	

10
、
11
、
12
、
13
、
14

		


15
、
18
、
19
、
20
、
23
、
25

		


26
、
27
、
28
、
30
、
31
、
32

２
、
引
用
歌
句
索
引

［
あ
］

逢
事
は
玉
の
を
ば
か
り
お
も
ほ
え
て
つ
ら
き
心
の
長
く
み
ゆ
ら
ん	
26

秋
き
ぬ
と	

25

浅
き
よ
り
ふ
か
き
法
ぞ
と
数
珠
切
て	

29

足
な
み
も
な
づ
め
る
駒
の
秋
の
夜
に	

27

あ
し
引
の
山
時
鳥	

15

足
引
の
山
さ
る
や
月
の
か
つ
ら
の
木	

15

足
引
の
山
鳥	

15

あ
た
ら
敷
舟
の
帆
柱
長
閑
て	

23

あ
つ
ま
り
て
双
六
を
打
花
の
春	

20

あ
な
た
ふ
と
春
日
の
み
が
く
玉
つ
島	

18

あ
な
む
さ
し
鼠
の
ふ
ん
の
花
の
枝	

14

あ
な
も
の
す
ご
や
野
お
く
り
の
体	

29

あ
な
ゆ
か
し
鼠
の
ふ
ん
の
花
ざ
か
り	

14

［
い
］

い
か
さ
ま
に
盗
な
ら
ん
下
心	

16

い
か
に
せ
ん
鼠
狼
あ
ば
れ
出
て	

29

異
香
群
集
よ
教
な
す
場	

27

い
く
重
物
い
ひ
か
す
む
覧	

23

い
づ
れ
ぞ
と
見
れ
は
手
お
ら
ん
花
も
な
し	

31
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三
五

い
つ
は
り
の
な
き
世
な
り
せ
は
い
か
は
か
り
人
の
言
葉
の
う
れ
し
か
ら
ま
し	

30

最
優
長
に
た
る
ゝ
つ
り
針	

23

い
に
し
へ
の
奈
良
の
み
や
此
八
重
桜	

13

い
の
ち
の
か
き
り
思
ひ
わ
ひ
つ
ゝ	

24

今
は
と
て
心
ぼ
そ
く
も
立
わ
か
れ	

28

岩
ふ
み
く
れ
ぬ
あ
ふ
さ
か
の
関	

27

［
う
］

う
き
世
哉
よ
し
の
ゝ
花
に
春
の
か
ぜ
し
ぐ
る
ゝ
空
に
有
明
の
つ
き	

28

歌
も
な
し
花
や
め
い
ぼ
く
な
か
る
ら
ん	

18

梅
の
花
み
に
こ
そ
き
つ
れ
雪
を
は
き
て	

19

［
え
］

猿
猴
か
露
の
月
取
わ
ら
び
の
手	

31

［
お
］

あ
ふ
さ
か
の
関
の
岩
か
ど
ふ
み
な
ら
し
山
立
出
る
き
り
は
ら
の
駒	

27

あ
ふ
坂
の
関
の
清
水
に
か
げ
見
え
て
い
ま
や
引
ら
ん
望
月
の
駒	

27

お
き
〳
〵
や
必
む
す
ふ
谷
の
水	

29

を
さ
む
る
国
の
様
子
か
た
れ
る	

27

治
る
や
神
祇
霊
地
の
四
方
の
春	

13

を
し
か
り
し
春
さ
へ
あ
る
を
年
の
暮	
18

を
し
て
る
や
難
波	
15

鬼
女
と
ら
お
ほ
か
み
の
千
句
も
の
面
に
も
す
れ
と
一
座
一
句
に	

20

を
み
な
へ
し
た
と
は
ゞ
あ
は
の
内
侍
哉	

12

お
も
ひ
切
つ
ゝ
世
を
そ
む
く
秋	

23

思
ひ
な
し
か
晴
れ
ど
霞
む
け
さ
の
空	

27

思
へ
ど
も
人
め
づ
ゝ
み
の
高
け
れ
は
川
と
見
つ
ゝ
も
え
こ
そ
渡
ら
ね	

12

織
女
は
だ
て
の
薄
ぎ
り
雲
の
帯	

18

［
か
］

か
い
で
見
よ
何
の
香
も
な
し
梅
の
花	

16

柿
う
ち
わ
を
も
両
の
手
に
得
し	

29

か
き
そ
こ
な
へ
る
恣
の
字	

16

霞
か
ね
た
る	

15

川
岸
に
藤
山
吹
の
さ
き
乱
れ	

29

［
き
］

き
え
し
跡
か
ら
雪
は
降
つ
ゝ	

24

義
式
有
げ
に
な
を
す
ま
な
板	

28

君
が
代
や
み
も
す
そ
川
の
す
ま
ん
ざ
い	

31

君
に
け
さ
朝
の
霜
の
お
き
て
い
な
ば
恋
し
き
ご
と
に
消
や
渡
ら
ん	

30

客
人
を
ま
つ
膳
立
は
長
閑
に
て	

23

金
衣
鳥
を
そ
朝
な
〳
〵
き
く	

29

［
く
］

下
さ
る
ゝ
鷹
の
鳥
毛
や
あ
ら
ふ
ら
ん	

28

雲
や
こ
け
ら
風
の
し
ら
ぐ
る
月
が
ん
な	

14

く
ら
き
座
敷
に
火
を
と
も
し
つ
ゝ	

24

来
る
春
は
さ
は
ら
ぬ
物
を
よ
る
の
雨	

18

く
る
春
は
八
重
む
ぐ
ら
に
も
さ
は
ら
ざ
り
け
り	

18

［
こ
］

（
古
今
序
）
そ
も
〳
〵
歌
の
さ
ま
む
つ
な
り
か
ら
の
歌
に
も
…	

30

心
あ
て
に
そ
れ
か
と
ぞ
見
る
白
露
の
ひ
か
り
そ
へ
た
る
夕
が
ほ
の
花	

31

こ
の
と
の
は
む
へ
も
冨
け
り
さ
き
草
の
み
つ
ば
よ
つ
ば
に
と
の
つ
く
り
せ
り	

30

駒
に
か
ふ
草
の
枯
葉
に
鴫
お
り
て	

29

こ
れ
ら
や
か
な
ふ
べ
か
ら
ん	

30

衣
川
に
た
つ
や
弁
慶
が
柳
な
た	

14

御
所
車
花
に
く
る
〳
〵
み
す
巻
て	

19
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三
六

［
さ
］

罪
人
を
鬼
や
長
閑
に
せ
め
ぬ
ら
ん	

23

咲
は
散
理
し
ら
ぬ
花
も
が
な	

31

咲
花
に
思
ひ
つ
く
み
の
あ
ち
き
な
さ
身
に
い
た
づ
き
の
い
る
も
知
ず
て	

30

さ
す
か
ら
か
さ
は
夕
立
の
た
め	

26

さ
す
が
に
お
も
ひ
た
え
ぬ
玉
の
緒	

28

さ
び
し
さ
や
鹿
の
み
な
ら
す
猿
の
声	

31

五
月
雨
の
ふ
る
の
中
道
し
り
ぬ
れ
は
川
と
見
つ
ゝ
も
猶
渡
り
け
る	

12

五
月
雨
は
山
路
斗
や
水
ひ
た
し	

16

三
句
あ
る
物
は
四
句
有
四
句
の
も
の
お
も
て
を
か
へ
て
五
つ
あ
る
へ
し	

20

［
し
］

信
濃
路
や
唐
に
も
知
音
訪
ぬ
ら
ん	

29

「
し
の
ぶ
も
ぢ
す
り
」
の
歌	

13

霜
に
た
え
し
み
さ
ほ
も
あ
る
を
雪
の
松	

18

春
女
ノ
恨	

23

障
子
の
そ
と
に
も
る
ゝ
人
声	

20

白
雲
と
花
さ
く
木
々
を
み
ね
の
景	

18

し
ら
鷺
の
巣
だ
ち
の
後
は
か
ら
す
哉	

16

知
る
も
し
ら
ぬ
も	
25

新
式
に
う
ら
と
面
を
き
ら
ふ
も
の
は
い
か
い
に
て
は
七
句
さ
る
へ
し	
20

新
式
の
一
座
一
句
は
二
句
す
へ
し
二
句
の
物
を
は
三
句
有
へ
し	

20

［
す
］

水
辺
や
ま
た
山
類
の
体
用
は
連
歌
の
ご
と
く
用
ゆ
へ
き
也	

20

杉
ゆ
き
の
鯛
は
頭
に
味
あ
り
て	

29

寄
二
寸
白

一
時
鳥	

14

［
せ
］

千
金
の
声
は
ほ
と
ゝ
ぎ
寸
白
哉	

14

［
た
］

大
事
を
な
ら
ふ
春
の
兵
法	

23

谷
ぞ
こ
に
な
く
や
ほ
と
ゝ
き
数
千
丈	

14

玉
子
の
お
や
か
い
そ
く
衣
々	

16

［
ち
］

契
り
け
ん
心
ぞ
つ
ら
き
織
女
の
年
に
ひ
と
た
ひ
逢
は
あ
ふ
か
は	

12

ち
き
り
け
ん
心
ぞ
つ
ら
き
餅
つ
く
し	

12

ち
ぎ
り
け
ん	

13

千
代
も
見
ん
丁
固
か
夢
を
春
の
門	

16

［
つ
］

接
足
で
花
の
枝
を
る
や
さ
く
ら
か
け	

14

月
か
け
に
馬
観
音
と
あ
ら
は
れ
て	

28

月
か
け
に
馬
観
音
の
あ
ら
は
れ
て	

28

月
に
心
や
ひ
か
れ
行
ら
ん	

27

月
に
な
け
同
じ
く
は
今
ほ
と
ゝ
き
す	

13

月
に
な
け
同
じ
雲
井
の
時
鳥	

13

月
の
秋
花
の
春
た
つ
朝
か
な	

27

月
ば
か
り
昔
の
な
り
や
し
か
の
郷	

31

月
見
れ
は
ち
ゞ
に
物
こ
そ
悲
し
け
れ
我
身
ひ
と
つ
の
秋
に
は
あ
ら
ね
と	

13

月
や
あ
ら
ぬ
春
や
む
か
し	

15

つ
ぼ
む
よ
り
色
香
も
ふ
か
し
宿
の
梅	

30

［
て
］

照
そ
め
し
世
や
久
か
た
の
秋
の
月	

31

［
と
］

と
を
る
き
せ
る
に
た
ば
こ
つ
き
つ
ゝ	

24

時
―

々
勤
払
―

拭
勿

レ
使

レ
惹

二
塵
埃

一	

30

済
米
と
知
行
の
初
穂
参
ら
せ
て	

28
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三
七

済
米
と
知
行
の
初
穂
取
分
て	

28

ど
ん
ぐ
り
の
木
さ
へ
も
あ
る
を
利
根
草	

17

［
な
］

詠
む
れ
ば
ち
ゞ
に
物
思
ふ
月
に
ま
た
我
身
ひ
と
つ
の
み
ね
の
秋
か
ぜ	

13

詠
こ
し
月
に
ま
た
わ
が
身
ひ
と
つ
の
秋
也	

13

名
ぞ
高
き
月
や
桂
を
折
つ
ら
ん	

18

な
に
は
つ
に
咲
や
此
花
冬
ご
も
り
今
は
春
べ
と
さ
く
や
此
花	

30

な
む
と
い
つ
は
味
奇
妙
也
菊
の
酒	

13

［
に
］

に
く
や
風
花
と
知
て
そ
吹
ぬ
ら
ん	

19

廾
余
年
ま
つ
り
ご
ち
し
も
時
移	

26

鶏
有

二
三
足

一　

卵
有

レ
毛	

16

［
の
］

望
み
し
戒
を
う
く
る
氏
寺	

28

後
々
も
見
よ
と
や
古
歌
を
集
ら
ん	

19

の
み
の
い
き
天
へ
の
ぼ
る	

16

法
の
心
を
鳥
も
な
く
な
り	

29

［
は
］

誹
諧
は
式
目
そ
な
き
大
か
た
は
和
漢
の
ご
と
く
去
き
ら
ふ
べ
し	
20

誹
諧
は
右
五
色
を
を
し
な
べ
て
七
句
を
は
五
句
五
句
は
三
句
に	
20

初
瀬
よ
り
出
て
勧
進
の
春	

23

華
乗
止

二
黄
蝶

一	

13

花
さ
か
ぬ
草
木
も
あ
る
を
石
の
竹	

17

花
さ
か
ぬ
身
は
は
く
斗
犬
ざ
く
ら	

18

花
さ
き
て
心
に
残
る
春
も
な
し	

27

花
盛
お
も
へ
は
似
た
る
雲
も
な
し	

31

花
と
花
と
は
色
を
あ
ら
そ	

29

花
の
後
青
葉
な
り
し
が
紅
葉
し
て	

20
、
21
、
29

花
の
帽
子
か
つ
け
梢
の
あ
ま
蛙	

31

花
は
ね
に
か
へ
る
の
声
や
さ
き
は
し
り	

14

花
は
ひ
も
柳
は
髪
を
と
き
つ
風	

18

春
風
に
行
人
し
た
ふ
柳
か
な	

31

春
過
て
夏
来
に
け
ら
し
白
妙
の
衣
ほ
す
て
ふ
あ
ま
の
か
く
山	

28

春
夏
秋
に
風
か
は
る
な
り	

29

春
の
末
天
下
に
名
あ
る
時
鳥	

19

春
や
春
花
や
花
な
る
花
の
は
る	

27

半
分
か
た
る
仙
境
の
ゆ
め	

26

［
ひ
］

久
か
た
の
月	

15

久
か
た
の
光
の
ど
け
き
春
の
日
に
し
つ
心
な
く
花
の
ち
る
ら
ん	

26

飛
鳥
顥
不

レ
動	

16

一
声
に
や
む
は
ほ
と
ゝ
ぎ
す
け
も
な
し	

14

人
の
子
の
を
ひ
さ
き
祝
て	

30

［
ふ
］

ふ
か
き
う
ぢ
川
舟
で
渡
さ
ん	

26

藤
綱
繋

二
黒
牛

一	

13

ふ
じ
の
高
ね
に
雪
は
ふ
り
つ
ゝ	

24

二
人
行
ひ
と
り
は
ぬ
れ
ぬ
し
ぐ
れ
哉	

16

札
の
徳
ひ
ろ
し
六
十
万
人
に	

27

冬
川
の
雪
の
柳
や
瀧
の
糸	

31

［
ほ
］

ほ
さ
ぬ
袖
だ
に	

25

星
祭
る
香
の
煙
や
蚤
の
い
き	

16

ほ
の
〳
〵
と
あ
か
し
の
う
ら	

15
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三
八

本
来
無
―

一
―

物
何
処
惹

二
塵
埃

一	

30

菩
提
の
為
に
ま
い
る
寺
々	

29

菩
提
本
無

レ
樹
明
―

鏡
亦
非

レ
台	

30

［
ま
］

ま
た
し
と
思
ふ
く
れ
は
幾
度	

27

ま
つ
人
に
た
ち
え
や
霞
む
宿
の
梅	

13

ま
ゝ
候
よ
年
ひ
と
つ
よ
る
も
花
の
春	

31

ま
虫
の
さ
た
は
お
か
し
ま
せ
と
よ	

16

ま
め
が
な
で
か
く
は
七
歩
の
し
筆
哉	

13

稀
に
逢
夜
は
ま
ん
丸
に
ね
も
せ
い
て	

16

［
み
］

三
井
（
寺
）
さ
し
て
落
て
こ
そ
ゆ
け	

28

み
づ
か
き
の
ふ
り
て
久
し
く
松
の
雪	

18

峰
の
松
ひ
と
り
春
を
や
送
る
ら
ん	

29

身
の
程
を
恋
し
き
う
ち
に
か
へ
り
見
て	

27

身
是
菩
―

提
―

樹
心
如

二
明
鏡
台

一	

30

見
め
ぐ
ら
し
け
り
四
方
の
山
々	

27

見
る
も
に
く
へ
の
字
戴
ヨ
入
道	

16

身
を
粉
に
な
し
て
棒
つ
か
ふ
也	
21

［
む
］

蒸
る
粟
の
ご
と
し	

13

［
め
］

名
月
や
一
天
四
海
雲
も
な
し	

27

名
所
国
神
祇
釈
教
恋
無
常
述
懐
々
旧
お
も
て
に
ぞ
せ
ぬ	

20

名
木
の
柳
に
秋
の
東
風
吹
き
て	

28

め
ぐ
り
く
る
年
も
羊
の
あ
ゆ
み
哉	

13

目
す
ひ
鼻
す
ひ
口
を
こ
そ
吸	

29

目
出
度
や
と
に
も
目
出
度
御
代
の
春	

27

［
も
］

物
お
も
ひ
ま
き
れ
や
す
る
と
宿
を
出
て	

27

物
ぐ
る
ひ
腰
に
は
扇
目
に
な
み
だ	

28

［
や
行
］

約
束
の
夕
に
ば
か
り
雨
と
な
り	

26

八
十
島
か
け
て
こ
ぎ
出
ぬ	

25

山
崎
出
て
あ
ぶ
ら
う
る
春	

23

や
み
の
夜
は
松
原
ば
か
り
月
夜
哉	

16

や
み
の
夜
は
松
ば
ら
斗	

16

ゆ
ふ
へ
の
露
も
ち
ら
す
宮
前	

28

ゆ
ふ
べ
の
露
も
ち
れ
る
宮
前	

28

雪
の
時
さ
て
い
か
な
ら
ん
峰
の
松	

29

よ
め
な
ら
は
み
と
り
に
せ
は
や
柳
髪	

30

［
ら
行
］

両
夫
は
見
じ
と
尼
に
成
つ
ゝ	

24

連
歌
に
は
せ
ぬ
物
の
名
や
古
事
詞
け
や
け
き
も
の
は
一
座
一
句
に	

20

六
々
元
来
三
十
六
鷺
白
烏
黒	

27

［
わ
］

和
漢
に
は
季
恋
述
懐
旅
同
字
連
歌
の
ご
と
く
し
か
る
べ
き
哉	

20

我
恋
は
よ
む
と
も
つ
き
し
あ
り
そ
海
の
浜
の
ま
さ
こ
は
よ
み
つ
く
す
と
も	

30

我
衣
手
は
露
に
ぬ
れ
つ
ゝ	

24

我
身
ひ
と
つ
の
秋
に
は
あ
ら
ね
ど	

13

我
身
ひ
と
つ
は
も
と
の
身
に
し
て	

16

我
宿
の
梅
の
立
え
や
見
え
つ
ら
ん
思
ひ
の
外
に
君
が
来
ま
せ
る	

13

わ
き
も
子
か
ひ
た
ひ
に
お
ふ
る
す
ぐ
ろ
く
の
こ
と
ひ
の
う
し
の
く
ら
の
う
へ
の
か
さ	

14

渡
る
世
や
そ
ば
切
を
う
つ
花
の
春	

21


